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   　第一章　倉橋美冬　Ⅰ

  

  　自分の身長を軽く上回る大きな本棚に囲まれたその部屋を、私とお父さんは『書庫』と呼んでいる。

  　毎晩眠る前に、『書庫』の片隅にある飾り気のない机で読書をすることは、三年前からの私の日課になっていた。とはいえ私が『書庫』に収められた本を手にすることは少ない。というのも、お母さんが買いあさったそれらの書しよ籍せきの大部分は、つい先日高校生になったばかりの私が読むにしては少し難しいからだ。本棚をざっと眺めてみるだけで、そこにある蔵書のほとんどが専門書だということに気付く。加えて本のタイトルにまで注意を払うと、お母さんの興味がどんな方向に向いていたのか、恐らく誰だれだって察しがつくように思う。

  　──「対人恐怖症の子どもたち」「学校現場のメンタルヘルス」「被ひ虐ぎやく待たい児じの語り」「パニック発作と向き合う」「ＰＴＳＤの全すべて」「非定型うつ病とは何か」──

  　そう。

  　心の病理を学ぶ本。『書庫』の中は、精神の失調を語る言葉で、埋うめ尽くされていた。

  　だから多分、そんな部屋の中で本を読む時間が一番落ち着く、という私の心情は、人には理解され難にくいものなのだろうと自分でも思う。けれど私はこの『書庫』が好きだ。『書庫』に流れる穏おだやかな空気が好きだ。本棚と机と椅い子す以外の家具がなく、視界のどこにも華美な色合いが入ってこないこの空間には、お母さんの温かい知性が紙の匂においと共にじんわりと立ちこめている。その温かさに包まれて、『書庫』の机でそのまま眠ってしまうことも少なくなかった。

  「美み冬ふゆ。……またここで寝ちゃったのか」

  　今日の朝も私は、『書庫』の机で突っ伏しているところを、苦笑いするお父さんに起こされた。「朝ごはん、できたよ」と告げられ、慌あわてて起き上がろうとすると、お父さんはもう一度苦笑を浮かべる。いいよ、ゆっくり支し度たくしてきなさい。そう言って先に『書庫』を出たお父さんを見送ると、私は広げたままになっていた自分の本を閉じ、ゆっくりと椅子から立ち上がった。また一日が始まる。登校の準備をしないといけない。

  「それじゃあ、学校行ってくるね、お母さん」

  　私は挨あい拶さつの言葉を残し、それから『書庫』を後にした。

  



  
    　＊　　＊　　＊
  


  

  　高校生になるまで自転車通学をしたことがなかったので、入学前は面倒そうだと思っていたけれど、慣れてみると案外快適だった。私の通う聖ひじり川かわ第だい一いち高校までの道のりは、車通りが少なく信号待ちもあまりない。今日も軽快にハンドルを切りながら、住宅街の道路をすいすいと進んでいく。

  　建物が密集した住宅街の狭い道のりをしばらく進めば大通りに繫つながる。大通りは少し前まで満開の桜が並んでいて、いかにも新学期、という雰ふん囲い気きを醸かもし出していたけれど、四月下げ旬じゆんともなると葉っぱの方が目立つようになってしまった。

  　実際学校でも、年度初めの浮ついた雰囲気はだんだん消えつつある。学校が始まって一週間もすればクラスメイトの愛称なんかが決まり、二週間もすれば一いつ緒しよにお昼を食べるメンバーもほとんど確定する。そういういろんな距きよ離り間かんが一通り確立すると、その後に続くのはおとなしい日常なのだった。──ま、それはそれで楽しいからいいんだけれどね。

  　そんなことを考えながら、大通りに出たとき──

  　私の自転車が、人の頭を轢ひいた。

  「……ぁ、ぇ、え？」

  　言葉が出なかった。ワケのわからない光景だ。

  　ただ出会いがしらにぶつかったわけではなく、突然前のめりに倒れてきた人の頭と前輪が激突したのだ。轢かれたその人は風に舞う木の葉のように回転し、うつ伏せの体勢で道路にばたりと倒れ込む。道路に車はなく、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。その静けさがあまりにも非現実的過ぎたせいで、私は二秒ほど遅れてからようやく悲鳴を上げたのだった。

  「……い、いやぁぁぁぁ！」

  　私は自転車をその場に倒した。転がったその体に慌あわてて駆け寄る。

  　──たっ、大変だ、大変だぁ！　人を轢いちゃった！

  「……う……」

  　その人は、よく見ると聖ひじり川かわ第だい一いち高校の制服を着ている男子だった。道路に寝転がったまま小さく呻うめき声を上げる。

  「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

  　私が声をかけると、その人はボサボサの黒髪を揺らしながらむっくりと起き上がった。眠そうな目で私の方に視線を向ける。……というか、あれ？

  「あ……えっと……」

  　私はその時点でようやく気付いた。その人は私と同じクラスの男子だった。一回もまともに喋しやべったことはないけれど、一応名前は覚えている。確か、そう、

  「向むか井い君？」

  　向井城じよう介すけ君。彼の名前を呼ぶと、向こうも私のことに気付いたらしく、「ああ」と曖あい昧まいな返事を返した。

  　思いのほか被害は小さかったようで、安心しかけていると──向井君の頭から、真っ赤な血がダラリと流れ出しているのが見えた。

  「あああああごめんなさい！　ちょっと待って、私バンソウコウ持ってるから、その──」

  「いい。要らない」

  「え？」

  「要らない」

  　向むか井い君はそれだけ言うと、大たい儀ぎそうに立ち上がり、よろよろとおぼつかない足取りで大通りを歩き始めた。呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送る私。自転車は横転させっ放しだ。

  「……」

  　道路の真ん中にしゃがんだまま、私はどうしようもない罪悪感に苛さいなまれていた。とりあえず大事には至らなくて本当によかったけれど、少しも責められなかったことがかえって心苦しい。頭をハネておいて、何も言われないなんて。

  「はあ……」

  　ため息をつきながら立ち上がり、自転車を起こす。やってしまった。最悪の朝だ。

  「──あ」

  　そのとき、何やら定期入れみたいなものが道路に落ちていることに気付いた。向井君が落としたのかな、と思い、それを拾い上げる。予想通りそれは、向井君の生徒手帳だった。

  　私は学校へ進む向井君を呼び止めることにした。彼に向かって、

  「向井く──」

  　……あれ？

  　見当たらなかった。横道に入ってしまったらしく、いつの間にか向井君の姿が見えなくなっている。

  　私はしばらく、ぼんやりとその場に立ち尽くすことしかできなかった。

  

  「はあ……」

  　二時間目と三時間目の間の休み時間、私は机に顔を向けて再び大きなため息をついた。

  　向井君が教室に来ていないのだ。担任の先生によると、どうも保健室に行っているらしいとのことだけれど、この時間帯になってもまだ姿を現さない。やっぱり相当重傷だったんじゃないだろうか。首の骨とか傷いためていたらどうしよう──

  「どーしたの美み冬ふゆ。何ヘコんでんの？」

  　一人俯うつむいていると、ふいにクラスメイトの土つち屋や亜あ紀き子こが声をかけてきた。隣となりの机にひょいと腰かけ、物もの珍めずらしそうにこっちを見下ろす。

  「……亜紀子ぉ……」

  　私は自分でも情けなくなるような声を出して、亜紀子をじっと見つめた。

  「なになに？　なんかあったの？　ちょっと、今のあんたの顔、超ウケるんだけど」

  　亜紀子はそう言ってケラケラと笑った。知り合ってたった三週間だけれど、このコのこういうイタズラっぽい言い方にはだんだん慣れてきている。

  「……人を轢ひいちゃった……」

  「は？」

  　私の懺ざん悔げを受けて、亜あ紀き子この表情が一いつ瞬しゆん真顔になる。

  「人を轢いちゃったよう……」

  　そう言いながらうなだれると、様子を見ていたらしいもう一人の同級生が私に声をかけた。

  「どうしちゃったの、美み冬ふゆ？」

  　亜紀子と違って、割りと本気で心配そうな声。こっちは私と同じ中学出身の、中なか納の友とも香かだった。

  「……人轢いたんだって。このコ」

  「へ？」

  「へ？　って思うよね。ちょっと美冬、ちゃんと話しなって、ほら」

  　亜紀子に肩を揺さぶられ、私はのそりと体を起こした。机の前に立ってじっと私の顔を見ている友香と目が合う。

  「……その、学校に来る途中にね、自転車で……轢いちゃったの……その……向むか井い君を……」

  「向井君って、ウチのクラスの？」

  「そう……その……ひどい轢き方しちゃって……どうしよう……」

  　話している内にどんどん視線が下がってきた。かくんと首を下に向ける。沈ちん黙もく。

  　かと思ったら、突然亜紀子が何かに納得したように、「あー、はいはい」とつぶやいた。

  「なんだ。向井でしょ？　……じゃあほっとくのが一番だわ、それは」

  「え？」

  　亜紀子の言う意味がわからず、私は顔を上げた。

  「どうせアレでしょ、轢いたってのも、向井の方がフラフラ飛び出してきたんじゃないの？」

  「そりゃあ、私だって別に、轢きたくて轢いたわけじゃ……」

  「そーじゃなくて。……あいつ、頭おかしい感じしたでしょ？」

  　ふいに亜紀子が小声になる。

  「え？」

  「あんまりおっきな声で言えないけどさ。ちょっとヤバいのよ、向井って」

  　その言葉を聞くと友香も眉まゆをひそめ、亜紀子の方に身を乗り出した。

  「ヤバいって……その、イカレちゃってるってこと？」

  「そう。イカレちゃってるってこと」

  　二人は顔を突き合わせ、うわぁ、という感じに表情を歪ゆがませた。

  「そういや亜紀子、向井君と同じ中学だったよね？」

  「……うん。小・中と一いつ緒しよ」

  　どういうわけか、心から忌いま々いましそうな口調でそう言う。

  「美み冬ふゆ、あいつとは関かかわんない方がいーよ。今でこそクラスじゃ浮いてないけどさ、どうせすぐ変なことやりだすから。ヘタに気ぃ遣ったせいであいつになつかれたら、あんた終わりよ」

  「ちょ、ちょっと、大げさじゃないの、亜あ紀き子こ」

  　亜紀子の言い方が妙に真剣だったので、私はたじろいだ。確かに私は向むか井い君のことをよく知らないけれど、入学してから三週間、別に彼が「ヤバい」人だと感じたことはない。無口でおとなしくて、あまり目立たない人、という程度の印象しかなかった。

  「どんな感じに『変』なの？　見た感じじゃわかんないけど」

  　友とも香かが訊きくと、亜紀子が一層苦い顔をする。

  「……なんていうんだろ、『不安定』って感じ？　普ふ段だんボケーってしてんのに、話しかけられると急に逃げ出そうとしたり……そうそう、小学校のときとか、授業中にいきなり教室から出て行ってそのまんま帰ってこないとか、そういうのがしょっちゅうだったし。しかもまたねー、喋しやべり方とかがありえないくらいキモいの！　なんかほら、同じ班になっちゃうときとかあんじゃない？　ああいうときイヤイヤ話さなきゃなんなくて。でもあいつね、絶対に人と目ぇ合わせないわけ。そんで一人でなんかぶつぶつ言ってることもあるし。あ、そのくせ上級生相手に殴なぐり合いのケンカしたりとか、なんかこうときどきキレるともっとヤバいのよね」

  「うわー……ないわー……」

  　友香が眉み間けんにシワを寄せた。

  「キレるとヤバいって、その……」

  　私の心配を察知したのか、亜紀子の表情に笑顔が戻る。

  「だーかーら、ほっとくのが一番なのよ。美冬マジメだからさ、どうせちゃんと謝んなきゃーとか考えてんでしょ？　そんなのやんなくていいから。とにかく関わり合いを持たないのが一番なの。あーいうヤツは」

  「……でも……」

  　私が口ごもっていると、亜紀子はその笑顔を何やら意地悪そうな形に歪ゆがめて、

  「……まーだわかんないようなら、もっとエグい話聞かせてあげようか？」

  　と、ハリウッド映画に出てくる小悪党みたいな声こわ音ねでそう言った。

  「……え、何それ？」

  「ウチの小学校の伝説みたいになってる話よ。その名も『向井変態事件』」

  　……イヤな予感しかしない名前だ。

  「なになに？　何なのその事件って？」

  　何な故ぜか友香の方が興きよう味み津しん々しんな様子で、亜紀子の話を促した。

  「小五のときの話だけどね。水泳の自由時間のとき、向井がいつの間にかいなくなってたの。プールから。で、向井が突然いなくなること自体はみんなもう慣れっこだったから、そのときは大した騒さわぎになんなかったんだけど……授業の後、更衣室に戻るとね、何人かの女子の下着がなくなってたのよ」

  「何ソレ！　やー気持ちワル！」

  「そんで、とりあえず担任の先生に言うじゃん？　そしたら、他の先生とか巻き込んで学校中で不審者捜索よ。で、まあわかると思うけどさ、その犯人ってのが……」

  「……向むか井い君？」

  「そう。それも案外あっさり見つかったらしくて。私は直接見てないんだけど、なんかね、そんとき向井、体育倉庫の中にいたんだって。……そんで、盗んだパンツとか床に並べてニヤニヤしてたらしいの」

  　亜あ紀き子こは、オチの部分を吐はき捨てるように言った。

  　私も友とも香かも、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

  「──それ変態じゃん！」

  　間を空けてから友香がそう言うと、亜紀子が大きく頷うなずく。

  「そう。だから『向井変態事件』なんだって。ヤバいっしょ？　もうね、ひどかったのよ。下着盗まれた女の子は泣くし、その日は公開処刑みたいなホームルームが延々続いてなかなか帰れなかったし、ほんとサイアク」

  「公開処刑って……なに、みんなの前で土ど下げ座ざさせたとか？」

  「それもまたねぇ……すんなり土下座するようなヤツならまだよかったんだろうけど、向井、ホームルームんときはずーっと黙だまってんのよ。何言われても返事しないの。だからみんなますます腹立てちゃって、向井に消しゴムぶつけたり向井の机蹴けっ飛ばしたり。それで最後は担任がキレてうやむやになって終わり、って感じ。今思い出しても気分悪いわ、マジで」

  「……想像以上にひどいみたいよ、美み冬ふゆ」

  　友香が苦笑いを浮かべた。

  「だからさー、美冬も気をつけないと、パンツ取れられるかもね。匂においとか嗅かがれちゃったり？」

  「……」

  　ケタケタと笑う亜紀子を見て、私は黙り込んでしまった。「向井変態事件」──うーん、よく知りもしない人を変態呼ばわりは失礼だと思うけど、確かにそれは「変態」だよなあ……

  「それと、これは聞いた話だけど……向井ね、体育倉庫にいるのを見つかったとき、特に焦らなかったらしいのね」

  　ふと、亜紀子が少しだけ声のトーンを低くした。

  「それ、どういうこと？」

  「普通さ、パンツ並べてるとこなんて見られたら、逃げようとするか言い訳するか、何かしらあがくと思うじゃん？　向井、そういうのが全然なかったんだって。見つかってもただニヤニヤ笑って、その場でじーっとパンツ見てたんだって」

  「……」

  　沈ちん黙もく三人分。多分これは、「変態じゃん！」とは微妙に違う感想を込めた沈黙。

  「──だから、『不安定』ってことなのよ、結局」

  　いたたまれなくなったのか、亜あ紀き子こが大きな声で総そう括かつした。

  「思うんだけどね、世の中には『本気でワケわかんないヤツ』ってのがいんのよ。マジでどーしようもないヤツってのが。単純にバカとか単純にエロいとかそういうんじゃなくて、フツーの感覚が一切通用しないタイプの『おかしいヤツ』。それが向むか井いってわけ」

  「──」

  　亜紀子はさらりと言ってみせたが、その言葉は、私の中で妙に引っ掛かった。

  　三時間目の開始を告げるチャイムが鳴った。「それじゃ」と席に戻る亜紀子と友とも香かを見送る。とりあえず今は、授業の準備をしないといけない。

  　教科書を取り出しながら向井君の席に視線を向ける。まだ戻ってきていないらしく、そこは空席のままだった。期待してはいなかったけれど、それでもますます重たい気分になる。

  　──ああ、やっぱり、あの轢ひき方はないよなあ……！

  「はあ……」

  　本日三回目のため息をつき、さっきまでの亜紀子の話を心の中で反はん芻すうする。不安定。本気でワケわかんないヤツ。──そういう人もいる、とのこと。

  〝どうせアレでしょ、轢いたってのも、向井の方がフラフラ飛び出してきたんじゃないの？〟

  　フラフラ飛び出してきた、か。確かにそれに関しては亜紀子の言う通りだった。少なくとも私はあのとき、前を見ないで運転していたわけではない。人として不安定な向井君が飛び出してきて、たまたまそこでぶつかったのが私──そう考えるのが妥だ当とう？

  　けれどそのことについて、いまひとつしっくり来ていないことがあった。

  　亜紀子は事故の状況を知らないからああいう言い方をしたのだろうけれど、私にはどうしても「フラフラ飛び出してきた」という表現が適切だとは思えなかった。本当に「フラフラ」なのだったら、あれほど奇妙な轢き方をすることはないような気がする。私は向井君の頭を轢いてしまったのだ。よくある出会いがしらの事故で、相手の頭を轢く確率は果たしてどのくらい？

  　そう、あれは、「フラフラ飛び出して」ということではなく──

  　意図的に自分の頭を、前輪にぶつけてきたような。

  「……まさかね」

  　少しだけ頭をよぎったその考えを、やっぱり打ち消すことにした。ダメだ。ダメダメ。要するに私は自分への言い訳を探しているだけじゃないか。反省。

  

  　授業中、私は例の生徒手帳を取り出し、まじまじと見つめた。

  　──とにかく、これは渡さないとなあ。


  


   　第二章　向井城介　Ⅰ

  

  　壁一面が白っぽい感じの簡素な部屋で目を覚ました。起きてすぐ、備え付けの冷蔵庫の中を確認する。いつの間に作ったのかは知らないが、シチューの入った鍋なべがあったので、それをコンロで温めてから食べることにした。その部屋には小さな窓が一か所だけあり、そこから差し込む朝の日ざしを見て、このシチューが朝食であることを理解する。

  　朝食を終えると服を着替えずに外へ出た。外から見て初めて気付いたのだが、その建物は木造の小屋で、小高い丘のちょうどてっぺんに位置している。小屋の入り口からは舗ほ装そうされた道路が丘の下に向かって延びていた。その道路をたどって丘を下ることにする。

  　しばらく歩くと工場みたいな建物に着いた。その中はがらんとしただだっ広い空間で、中央には大きなベルトコンベアーがある。コンベアーがどこから流れてきてどこへと流れていくのか、それはよくわからない。ひとまずコンベアー沿いに置かれた椅い子すに腰かける。椅子はその一脚しかなかった。

  　コンベアーに乗って製品が次々と流れてくる。それらは丸かったり四角かったりする金属の塊かたまりだった。椅子に座ったまま塊を一つずつ持ち上げ、傷がないことを確認すると、再びコンベアーの上に戻す。たまに傷のあるものや、中には最初から形が崩れているものもあるので、そういう製品はコンベアーに戻さず廃はい棄きする。その作業をしばらく続けて、途中で弁当を食べ、また作業に戻る。

  　やがてコンベアーが止まったので小屋に帰ることにした。今日の仕事は終わり。外はとっくに暗くなっていた。来た道を通って小屋に到着。部屋に入り、再び冷蔵庫の中を調べる。今度はサラダが入っていた。サラダを食べると眠くなってきたので、床だかベッドだかわからないところにのっそりと体を横たえる。そのまま目を閉じた。
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  　──また、あの夢か。

  　夢の中というのはつくづく不思議だ。よく考えたら全く辻つじ褄つまの合わないことが、夢の中の自分にとっては「当たり前のこと」になっている。大抵の夢は「俺、何でこんなことやってるんだ？」と言いたくなるようなおかしいところが満載なのに、夢の最さ中なかでそのおかしさに気付けることはほとんどないのだった。人間は夢の中にいるとき、ひどく従順でバカ正直だ。

  　丘の上にある小さな小屋と工場の間を往復する──そんな地味で不条理な夢を繰くり返し見るようになったのは、いったいいつ頃ごろからだろう。ベルトコンベアーだけしかない簡素な造りの工場に、いつの間にか用意されている小さな弁当箱。不自然な状況ばかりをかき集めた世界だった。意味のわからない変な夢だと自分でも思うのだけれど、特に意味がわかりたいと思っているわけではない。

  　ところで今は何時だろう。俺は保健室のベッドで横になったまま、視線だけ動かして時計を探した。壁にかかっているアナログ時計が十一時五十分を指している。そろそろ昼休みだ。

  　頭に巻かれた包帯に手を当てる。だいぶ痛みは引いていた。充分休ませてもらったし、そろそろ教室に帰るとしよう。あまりここでゆっくりしてもいられない。小こ島じまの話によると、学校近くにもう一人いるらしいからな。

  「……あら、起きたの」

  　もぞもぞと起き出した俺の気配を察したらしく、保健の先生が様子を見に来た。その先生は五十代くらいのおばちゃんで、けだるそうな表情を浮かべながら俺の方を見ている。

  「もう元気になったの？」

  「はい」

  「そう」

  　おばちゃんはそう言うと、さっさと自分の机に戻っていった。

  　余計な詮せん索さくをしてこないおばちゃんというのはありがたかった。今朝だって、頭から少しだけ流血させつつ「転んで頭打って気分悪いから寝かせて下さい」と言えばオーケイ。それにしても、「気分悪い」というのは便利な言葉だよな。大抵の人はその詳細を明らかにしようとしないから、「まあなんかしんどいんだろう」という程度の理解で話が片付く。気楽でいい。

  　とにかく、だ。問題はあと一人が今日中にちゃんと見つかるかどうかということだけれど、とりあえず放課後まではおとなしくしていよう。今朝は強引にやり過ぎた。誰だれだっけか、あの、同じクラスの。そうだ、倉くら橋はしとかいう女子だ。まさかあの自転車に乗っているのがクラスメイトだとは思いもしなかった。

  　──変なヤツだと思われたんだろうな、きっと。

  「……ま、今いま更さらだよな」

  　ぽつりとつぶやくと、おばちゃんがこっちに怪け訝げんそうな目を向けた。

  「何か言ったかい？」

  「いえ」

  「そう」

  　おばちゃんはホントに気楽でいい。

  「失礼しました。それじゃ僕、教室帰ります」

  　俺は立ち上がり、おばちゃんに背を向けて保健室から出た。購買でパンでも買っていこう。シチューやサラダなんかより、今は油っこい菓子パンが食いたい。奴らと戦った後というのは、大たい概がいやたらと腹が減るものなのである。

  　ちょうど昼休みが始まった頃ころ、俺は教室に戻って自分の席に座った。すると、いつものようにでっかい弁当箱をぶら下げて、同じクラスの増ます川かわがのしのしと近づいてきた。

  「ちょ、向むか井い、どーしたのその頭？」

  　声がでけぇよ。──とは言わなかったが、それにしても思うぜ。声がでけぇよ。

  「なになに？　事故ったん？　車にでも轢ひかれたん？」

  　俺の机の上で弁当箱を開けながら、増川は興味ありげな視線を向けてきた。その声があまりにもうるさいので、教室中の視線が一いつ瞬しゆんだけ俺たち二人に集まる。

  「……ちょっとコケた」

  　一応そう答えておいた。噓うそはついていない。

  「ちょ、コケたって、おいおい、頼たのむぜ～」

  　いったい何を頼むのか教えてもらおうか。思いながら心の中で思いきり眉み間けんにシワを寄せる。まあいい、とにかく昼メシにしよう。俺は菓子パンの袋を開けた。

  「しっかし向井、朝からいなかったから今日欠席かと思ったぜ。まだガッコ始まって一か月も経たってないのによー、いきなり体調崩したかと思って心配したわ、まったく」

  「ああ」

  「なーんかほら、向井ってどっちかっていうと病弱そうっつうか、おとなしい系のキャラじゃん？　少なくとも運動部系じゃないっつうか。中学んときも部活やってなかったんだっけ？」

  「まあ」

  「せっかくなんだからよ、この機会に部活入ってみたらどうよ？　興味ある部とかねえの？」

  「いや」

  「ちょ、そんなんじゃ充実した高校生活は送れねえぜ、向井ちゃんよ～」

  　お前が言うな。

  　視線を下に向けたまま、そう言いたくなる気分を押し殺した。

  「ほれ、高校生活と言えばよ、やっぱアレだろ、彼女作っちゃったりとかさ。向井はそっち方面疎うとそうだけど、高校デビューしたいってんなら力になるぜ？」

  「へえ」

  「アレなんだよ、意外に思われるかもしれないけど、俺ってけっこう向井みたいなタイプの友達多かったりしてよ。中学のときとかそういう友達の恋愛とか応援してやることけっこうあったんだよ。向井は好きなコとかいねえの？　ちょ、ってか、土つち屋やと同じ中学だったんだろ？　あそこのグループとかレベル高いよなー。まあでも俺は土屋みたいな遊んでそうなのよりは、もうちょっとセイソな感じのコの方が好……」

  　俺はその辺りで、話の内容に意識を向けることをやめた。増川はお世辞にも美形とは言えないのっぺりとした顔をだらしなくほころばせつつ、弁当箱の中身をかきこみながら延々と喋しやべり続けていたが、多分この男は俺が内心でシカトを決め込んでいることにさえ気付いていないのだろう。幸せなヤツである。

  　菓子パンをもしゃもしゃと嚙かみ砕き、たまに視線を増ます川かわの方に向け、それからまたすぐに目を逸そらして食事に集中する。加えてときどき「ああ」とか「うん」とか相あい槌づちを打っておけばそれで対話は成立。傍はた目めには「教室の隅っこで昼メシ食っている地味な男子二人組」として、とりあえずこの場に溶け込むことができるのだった。

  　高校に入学して三週間、この増川慎しん太た郎ろうという雑音発生装置が「毎日一いつ緒しよに昼メシ食う相手」として俺を選んだということは、ある意味では好都合なことでもある。増川の発する雑音の詳細など聞かなくてもだいたい見当がつくというもので、要するにこの男は俺の気遣いをするフリをしながら「自分の話」しかしないのだ。だからこそ「ああ」とか「うん」だけで会話が成り立つわけで、ある種こいつも保健室のおばちゃんと同様、極めて「簡単」な相手だと言える。

  「そんでだから俺はちょっと普通のイケメン連中とは違うところもあってよ、中学のときから若じやつ干かん変わったポジションというか交友関係がちょっと特殊で」

  　──欲を言うと、うるさくなければさらにベターなのだが。

  　まあ、この男が俺相手に毎日飽きもせず自己アピールをしてくる理由も、実のところわからなくもないのだ。増川は、少し古い言葉で言えば「イケてない」。髪型をいじったり制服を着崩したり、精一杯カッコつけているけれど、皮肉にもその精一杯なところがひどくカッコ悪いのだった。実際、クラスのモテそうな男子は、増川のことなんかほとんど相手にしていない。それで、孤立しかけた増川は、そのチャチな自尊心を保つための話し相手を見つける必要に迫られ──結果、自分と同様に孤立しかけた同級生、つまり俺を捕まえたというわけだ。

  　俺は菓子パンを口に運びながら、さっきチラリと聞こえてきた「交友関係」という言葉の虚むなしさに思いを馳はせた。何が交友関係だ。お前も俺も、互いに便利な相手だから利用し合っているだけじゃないか。お前は自分のプライドのため。俺はお前を隠れ蓑みのにして、クラスで浮くのを避さけるため。地味な男子二人組という可もなく不可もない立ち位置のために、お前を使っているだけだ。かつてのような奇人変人扱いは一応防いでおきたいからな。

  　──ま、土つち屋やがいるから、時間の問題だとは思うけれど。

  　そんなことを考えつつ、俺は菓子パンを食べ終わり、その袋をぐしゃりと丸めた。

  　と、そのとき、後ろからちょんちょん、と肩を叩たたかれた。

  「──向むか井い君、ちょっと、いい？」

  　うん？　誰だれだ。俺は振り返った。

  　そして自分の頭上に巨大なクエスチョンマークを浮かべることになった。

  「……は？」

  　そこには真顔で俺の前に立っている女子と、彼女を後ろから抱きすくめる形で、その首にべたりと両腕を絡からませている長身の女子、という、極めて奇妙なコンビがいたのである。

  「その、今朝はごめんなさい！　それでね、向井君、落としものがあって、えっと」

  「──え、あの」

  　俺はそのおかしな取り合わせに気を取られつつも、とりあえず俺に話しかけてくる方──抱きつかれている方に注意を向けた。それは同じクラスの倉くら橋はしだった。今朝俺を自転車で轢ひいた張本人だ。

  「向むか井い君？　あの、聞いてる？　朝ぶつかったときにね、その、」

  　聞いていなかった。だいたい、クラスの女子に話しかけられること自体がほとんどないというのに、話しかけてきたのが百合ゆりカップルとなると動揺もするというものだ。いや、クラスの女子同士がふざけてじゃれ合う光景自体は珍めずらしくなくとも、倉橋の後ろの女子は「友達同士のじゃれ合い」の雰ふん囲い気きからどこかズレている。昔話に出てくるお化けのような長い髪をだらりと垂らし、倉橋の左ひだり頰ほおにその顔をぴったりとくっつけて、至し近きん距きよ離りから倉橋の両目を覗のぞき込んでいるその女。視線を浴びている倉橋の方が平然とした佇たたずまいでいるのも、その不ぶ気き味みさに一層拍車をかけ──

  　……ちょっと待て。平然とした佇まい、だと？

  「……むかい、くん？」

  　俺は倉橋を無視し、後ろの女を凝ぎよう視しした。

  　よく見てみるとその黒髪女は、ウチの高校の制服を着ていない。

  「──」

  　俺は状況を理解した。その黒髪女──そうだな、百合だから「百ゆ合り沢ざわ」とでも呼んでおこう──彼女もそこでようやく俺のことに気付いたらしい。
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  　俺と目が合った瞬しゆん間かん、百ゆ合り沢ざわはニヤリと微笑ほほえんだのだった。

  「──ちっ！」

  　俺は立ち上がり、走って教室を飛び出した。後ろから倉くら橋はしの「え、あの、向むか井い君！」という呼び声が聞こえたが、構ってられる状況じゃない。

  　まさかこんな近くにいたのか、もう一人のウラビトが！

  「……ふふふふふ……」

  　廊下を駆けながらときどき振り向くと、百合沢も走って追いかけてくるのがわかった。しかも速い。ものすごく速い。その長い足が空中を飛ぶような勢いで交互に踏ふみ出され、サバンナなんかにいるネコ科の肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつとさせる動きを見せる。

  　やっぱりこいつらは獰どう猛もうだ。百合沢の目当てが倉橋にあることは明白で、どうせ俺の体に入って倉橋に何か「やらかす」ハラだろう。入られたら最後、可もなく不可もないはずだった俺の高校生活はその時点で終了だ。下へ手たすると犯罪じみたことだって起こしかねない。

  　とにかく、広い場所に出ないと。あと、できれば人目につかないところの方がいい。となると、やっぱり屋上か。仕上げが難しそうだが、そこは頑張って考えるしかない。

  　俺は階段を駆け上がり、一気に最上階まで上った。そして「立入禁止」の看板を蹴けっ飛ばし、屋上に通じるドアを大きく開いた。屋上の中央まで駆け出たところで振り返り、すぐさま両りよう拳こぶしを握って戦せん闘とう態勢に入る。

  　俺と正対する形になると、百合沢は足を止めた。

  　口元だけで笑いながらこっちを睨にらむ。当然、俺に入ることを諦あきらめたわけではないだろう。相手もここで戦う気だ。

  　対たい峙じしてみて初めてはっきり見て取れたのだが、百合沢はセーラー服を着ていた。一昔前の不良女子高生みたいな長いスカートが目立っている。さあ、そんな格好でどう戦う。俺は出方を探りながらじりじりとにじり寄った。

  　すると百合沢は突然、右手を自分の胸元にズボっと突っ込んだ。

  　──何か取り出すのか？

  　警戒した俺はその場で動きを止めた。百合沢は俺の方を見ながら、突っ込んだ右手をゆるりと引き出していく。

  　そこに現れたのは、先せん端たんに分ふん銅どうの付いた──恐ろしく長い鎖くさりだった。

  「……マジで？」

  　思わずそんな言葉が出てしまった。どこにしまってたんだ、それ。というか、つまりそれがあんたの武器ってことだよな。いったいどうやって──

  「──おわっ！」

  　次の瞬間、百合沢はその鎖を振り回してきた。風を切る分銅をぶつかる寸前のところでスウェーしてかわしたと思ったら、逆方向からすかさず二撃げき目めが襲おそいかかる。再びスウェーした俺の眼前を、黒い蛇へびのような残像を残しながら分ふん銅どうが猛スピードで横切っていく。

  　鎖くさりは休むことなく空気を薙ないだ。右からの攻撃を避さけたら今度は左から飛んでくる。後ろに退さがってそれをかわして、また飛んできて、かわして。──ということを続けていると、クソ、防戦一方になっている。どこかでやり返さないと。

  　俺は思いきり前進し、飛んでくる鎖を左腕でガードした。ジン、という重い感触。けれど思ったほどじゃない。

  　が──

  　分銅の遠心力で鎖がぐるぐると回り、左腕に巻き付いた。肘ひじの辺りで鎖がぎゅっと締しまる。──ミスった！

  「がっ！」

  　遅かった。俺の体は鎖に引っ張られ、屋上の地面に勢いよく叩たたきつけられていた。

  　油断していた。見た目が女子高生だからか、その腕力を完全に甘く見ていた。こいつはウラビトだ、人間の常識は通用しない。そんなの基本じゃないか。

  　後悔する間もなく、俺は地面を引きずり回され──いつの間にか釣られた魚よろしく、百ゆ合り沢ざわの方へと無理矢理引っ張られていた。

  　──マズい、最初からこれが狙ねらいか！

  「だはっ！」

  　予想通りだった。足元まで引っ張られ、そのまま百合沢に勢いよく踏ふまれた。当然一発では終わらない。ドス、ドス、ドス、と、連続で靴くつ裏を叩きこまれる。

  　体をよじらせて逃げようとしても、鎖のせいで上う手まく身動きが取れない。まごついている間にどんどん攻撃を食らう。

  「ちっ──」

  　激痛が襲った。いや、しかしこれは肉体の危険を知らせる「痛み」じゃない。ウラビトの攻撃は感覚的に「痛み」を伴うだけで、実際に俺の肉体が損傷するわけではないのだ。

  　だからといって、今の状況は決して安全ではなかった。体は傷付かない。が──このままだと、覚醒水準がすごい勢いで低下してしまう。

  「ぐぅ……！」

  　既すでに危険な兆候が現れていた。意識が朦もう朧ろうとし始めている。こんな連続攻撃を食らっていたら覚かく醒せい水準はすぐさま底辺まで下がり、俺はオチてしまう。

  　そうなったら終わり。百合沢に入られて、ジ・エンドだ。

  「……ふふふ……うふ……」

  　真上から百合沢の笑い声が聞こえる。クソッタレ、このままやられっ放しだと思うなよ、このバケモノ女が！

  　俺は一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、百ゆ合り沢ざわの足首を右手で強引に摑つかんだ。俺の体に届く寸前でその足が止まる。

  「らあっ！」

  　自分の右腕がはち切れんばかりの力を込め、百合沢をぶん投げた。予想外であろう攻こう撃げきに、百合沢は大きく転倒する。その瞬間を逃のがさず、俺は跳ねるように立ち上がった。

  　俺が構えるのとほとんど同時に百合沢も立ち上がる。別にいいぜ、この距きよ離りなら。鎖くさりのことも気にしねえ。俺は左腕に巻き付いた鎖をそのままに、百合沢の脇わき腹ばら目がけて右キックを放った。

  　つま先がめり込む。たじろいだところを狙ねらって今度は左脚でミドルキック。腰骨を蹴けられた百合沢が顔をしかめる。手て応ごたえを感じたところでさらに逆足でミドルキックを放ち、そしておまけに右ストレー……

  　くっ。

  　右ストレートがかわされた。かと思うと百合沢は、空を切った俺の右腕にがぶりと嚙かみついた。

  「──ぐ、が、がががががが！」

  　情けない声が漏もれ出た。痛いてえ。のたうち回りたくなるくらい痛え。

  　──この女の犬けん歯しが、右腕に突き刺さってやがる！

  「ち、く、しょうが！」

  　俺は無我夢中で左ひだり拳こぶしを百合沢のみぞおちに叩たたきこんだ。ドスン、という鈍い感触。

  「──っか！」

  　百合沢がアゴを放した。そのまま後方に体をぐらつかせる。

  　──仕留めるならここしかねえ！

  　残った力を振り絞り、下アゴ目がけて回し蹴りを放った。

  　クリーンヒット。イエス。

  　俺の眼前で、百合沢が仰あお向むけにばたりと倒れた。

  

  「……だ、ダリぃ……」

  　倒れた百合沢を見ながら、俺は肩で息をしていた。

  　ダメージを食らい過ぎたのだ。少し休まないといけない。どう考えても今すぐ百合沢を食うのは得策ではなかった。今はまだ俺の覚かく醒せい水準──「目覚め」のレベルが下がり気味だ。逆に意識を乗っ取られる危険性がある。

  　俺とウラビトとの戦いというのは、言い換えれば互いの覚醒水準のせめぎ合いだ。ウラビトの攻撃が俺の覚醒水準を下げるのと同様に、俺の攻撃はウラビトの覚醒水準を下げる。そしてウラビトの覚醒水準を大きく低下させたとき、俺はウラビトを食う──一時的に自分の中に取り込むことができる、というわけだ。

  　ただし、食ったときに俺の覚かく醒せい水準もひどく下がっていたのであれば、ウラビトに肉体の主導権を奪われてしまう。最終的に肉体を支配するのは、覚醒水準の高い方。だから今は休む時間を取って、充分に自分の覚醒水準を高めてから百ゆ合り沢ざわを食わなければならない。

  　で、食ってからどうするかというと。

  　──これがまた相当に気乗りしない方法で、ウラビトを消す必要があるわけで。

  「……」

  　俺は憂ゆう鬱うつな気分に苛さいなまれつつも、辺りを見回して手て頃ごろな場所を探してみた。この校舎は四階建てだから、運動場まで飛び降りるのはさすがに無理だと思う。俺が死んでしまっては元も子もない。じゃあ給水塔の上から屋上のコンクリート床まで飛び降りるか？　でもあそこに登るまで意識を保っていられるか？

  　なかなかいいアイデアが浮かばない。どうしたものかと考えながら百合沢の方に視線を戻そうとし、そしてそのとき、

  「──っ」

  　俺は息を呑のんだ。

  　目の前に百合沢が迫ってきていた。いつの間にか目覚めていた百合沢は俺を強引に押し倒し、そのままマウントポジションを取った。

  　──しまった！

  　百合沢は俺の首筋に嚙かみついた。激痛。激痛。とんでもない激痛。悲鳴を上げることすらままならない。呼気だけが自分の唇くちびるからひゅうひゅうと漏もれていく。

  「……く……か……が……っ！」

  　自分のツメの甘さを呪のろった。

  　視界が、真っ黒に濁にごっていく。


  


   　第三章　倉橋美冬　Ⅱ

  

  　──見失った。

  　階段を上るところまでは見えたけれど、そこからの行き先がわからなかった。私は四階の廊下で途方に暮れていた。

  　それにしても、あんな顔して逃げなくてもいいのに。そりゃあ轢ひいたのは悪かったけどさ、そこまでひどいトラウマになっちゃうほど？　だいたい朝はケロっとしてたじゃない！　頭から血ぃダラダラ流しながら！

  　そう、血ぃダラダラ──……

  　私はあのときの光景を思い出していた。忘れかけていた罪悪感が一気にぶり返す。

  　あてもなく廊下をフラつきながら、私は肩を落とした。

  　やっぱり怒おこっているのだろうか。そう考えるのが一番自然な気がした。向むか井い君が逃げたのは、私の顔も見たくないという意思表示なのかもしれない。

  　いや、そう言ったら亜あ紀き子こや友とも香かは笑うだろうな。きっと二人は例の、「不安定」という言葉で片付けるだろう。正直な話、実は私も「その説」を少しだけ支持しつつあるのだ。少なくとも今日の向井君は「安定」しているようには見えない。そのことと、謝らないといけないこととは、全く別問題なのだけれど。

  　一通り四階を見て回っても向井君の姿は見当たらない。やっぱりここは一いつ旦たん教室に帰って、次の授業の後で謝ろう。そしてちゃんと生徒手帳を返そう。

  　私はとぼとぼと階段まで戻った。一年生の教室があるのは二階だ。そしてここ四階はこの校舎の最上階に当たる。

  　──あ。

  　ふと、私の頭に閃ひらめくものがあった。

  　最上階と言っても、階段はさらに上へと通じている。そう、屋上だ。階段まで戻ってきた私は、ここからさらに上をチェックしていなかったことに気付いた。しかもよく見ると、屋上に通じるドアの手前で「立入禁止」の看板が倒れている。いかにも誰だれかが荒っぽく蹴けっ飛ばした、という感じの倒れ方だった。

  　一応確認してみよう。私はそう思って階段を上り、誰にも見られていないことを確かめつつそっとドアノブを回した。屋上に上るのは初めてなので、少しワクワクする。

  　外はよく晴れていた。ゆっくりとドアを閉めて辺りを見回す。給水塔の他には目立つもののない、広々とした空間がそこに広がっている。

  　──誰もいない。

  　勘かん違ちがいだったようだ。まあ仕方ないか。とはいえせっかくこんなところにやって来たんだし──などという貧びん乏ぼう性しような発想に至った私は、少しだけ屋上を散策してみることにした。

  　そよ風が吹いていて気持ちいい。私は屋上の縁へりの、柵さくが立てられたところまで進んだ。そこから見下ろすとこの学校の全体が一望でき、ここの敷しき地ちが案外狭いということに気付かされる。体育館や旧校舎といった建造物が、今いる新校舎を中心に密集する形になっていた。

  　旧校舎を見下ろしながら、お父さんの時代はあそこで授業を受けていたんだな、なんてことを考えた。そう言えば、私が晴れて「後輩」になったことを、お父さんは喜んでくれているのだろうか。ここ最近のお父さんは仕事が忙しいらしく、私は私で授業の予習復習に精一杯なところがあり、高校生活のことを家でじっくり話す機会があまりなかった。お父さんはあまり多く喋しやべる人ではないけれど、母校の話なら進んで付き合ってくれるかもしれない。

  　それにしても、旧校舎はあまりにもみすぼらしい建物で、かつて本当に学校として機能していたのか、少し疑問に思えるくらいだった。そう考えてしまうのは、やっぱり私が「イマドキの子」だからなのだろう、と思う。校舎がどれほどボロボロでも、今も昔も高校生は高校生だ。一昔前の高校生、というものに、私の想像が及ばないだけで。

  　その、「一昔前の高校生」の中に、お父さんもいて。

  　お父さんはこの学校で、お母さんと出会って──

  「……」

  　このまま屋上にいると、感傷的になり過ぎてしまうと思った。そろそろ教室に帰らないと。

  　私はふう、と深く息を吐はき、校舎内に戻ろうとして振り返る。

  　まさかそこに向むか井い君がいるとは思っていなかった。

  「っ！」

  　向井君は私の真正面に立っていた。それもほとんど顔面スレスレのところからこっちを見つめている。景色を見下ろしている間、足音も近寄る気配も全く感じなかったせいで、私は向井君の体が亡ぼう霊れいのように浮き出てきたかのような錯さつ覚かくを覚えた。

  「……え、あ、あの、」

  　能のう面めんのようなその顔を目の前にして、言葉を詰まらせた瞬しゆん間かん──背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

  　向井君は私の両肩を強引に摑つかむと、無言のまま私の体を押し倒そうとしたのだ。

  「ひゃっ──」

  　抵抗する間もなく、私は屋上のコンクリート床に叩たたきつけられる。

  「ちょっ、ちょっと、あ──」

  　向井君は仰あお向むけに倒された私の両肩を、強い力で押さえた。彼の両りよう膝ひざは私の足にずしりとした重みを伴ってのしかかり、全身がコンクリート床の上に固定されていく。自分の思考がショートし、脳内がドロドロに白はく濁だくしていくような感覚を覚えた。マズい。マズい。マズい。逃げ出さないと、どうにかして抜け出さないと！

  「いやあッ！」

  　私は悲鳴を上げながら両腕を振り回した。自分の叫び声が響ひびく中、私の上にまたがって何かをぶつぶつとつぶやいている向むか井い君の声がうっすらと聞こえ、その抑揚のない声こわ音ねが私の恐怖心を一層かき立てる。がむしゃらに振り回す両腕は空くうを搔かき、しかし向井君の力が弱められる気配はなく──

  「──がッ！」

  　しかし私の抵抗はそのとき意味を成した。空中を左右していた右みぎ拳こぶしは幸運にも向井君の顔面にぶつかり、その偶然の一いち撃げきをきっかけに向井君は両腕の力を緩ゆるめたのだ。

  　同時に彼の不ぶ気き味みな声も止やむ。私はその隙すきを逃のがすまいと、瞬しゆん時じに体を起こそうと試み──

  　──試みた、けれど。

  「……え？」

  　そのとき、ぽたり、と。

  　向井君の瞳ひとみから涙がこぼれ落ち、私の顔を濡ぬらしたのだった。

  「──むかい、くん？」

  　唐とう突とつなその出来事に、私は呆ぼう然ぜんとして動きを止めてしまった。向井君は肩を震ふるわせて泣いていた。私の真上に見えるのは、向井君の、まるで幼い子どものような表情だった。

  「……」

  　向井君はそれ以上、私に乱暴をする素そ振ぶりを見せなかった。──いや、考えてみれば、押し倒されたことにしたって、そもそも「乱暴」と呼ぶにしては、彼の動きはあまりにも素そ朴ぼく過ぎるものではなかったか？　ただ私にのしかかっただけで、どこかをまさぐったり触ったりするわけではなかったのだ。

  　あれほどの強い力があれば、私を思うままにすることなど、容易たやすくできたはずだったのに？

  「……て……」

  「え？」

  　ふと、向井君が再び言葉を発した。私はびくりと体を震わせ、仰あお向むけに倒れたままその様子を見上げる。

  「……み……て……」

  「──あ、あの、」

  「……たし……を……み…………」

  「え？」

  　震えるその声は弱った動物の鳴き声のようにも思えた。私はまだ半分以上ショートしたままの頭を回転させ、何とかその言葉を聞きとれないかと意識を集中させる。

  「わ……たし……を……て……」

  　──わたしを、みて。

  　向井君はどうやらさっきから──私を押し倒したときから、ずっとそう言っていたらしい。

  「……え……あ、あの……えっと──」

  　私は一度大きく深呼吸して、自分の心を落ち着けた。この状況の意味をできる限り冷静に把は握あくするために、深く息を吸ってからじっと向むか井い君の顔を見上げる。どうやら今の向井君に、私に暴力をふるう意図はないようだ。むしろ彼は、その言葉と表情から類推するに、どこか助けを求めているように思える。

  　そのことに思い当たった瞬しゆん間かん──

  　私の頭の中を満たしたのは、とある既き視し感かんだった。

  「……み……て……わた……し……を……」

  「──……」

  　突然押し倒され、涙ながらに助けを求められるという経験は、初めてのものではなかった。

  　その涙の理由が、これほどまでに不鮮明だということも。

  「……向井君」

  　その名前を呼んだとき、既すでに私は決めていた。私が次にやるべきことを、だ。

  　ここで私が無理に暴れて抜け出そうとするのは、きっと得策ではないような気がする。下へ手たに動いて、向井君の気持ちをこれ以上かき乱したくはない。

  　それなら、やるべきことは一つ。

  〝世の中には『本気でワケわかんないヤツ』ってのがいるのよ──〟

  　蘇よみがえった亜あ紀き子この言葉を、私は心の中で否定しようとした。違う。そうじゃなくて、わからなければいけないんだ。向井君の意図するところを知り、あわよくばその涙を止める。それこそが最善の選択だと、私の既視感がそう告げている。

  「向井君。あのね、今朝のことなら謝ります。でも、ちょっと聞いて」

  　静かにそう話しかけると、向井君のしゃくり上げる声が止やんだ。私は仰あお向むけに倒れた姿勢のままで、気力を振り絞って言葉を続けた。

  「どうしてこんなことするの？」

  「……」

  　向井君は答えない。

  「向井君、これは向井君を責めているんじゃないからね。ただ、私は向井君のことがわかりたいの。だから教えてくれないかな、どうしてこんなことをするのか」

  　問いかけると、再び数秒の沈ちん黙もくがあった。しかし向井君はやがておもむろに口を開くと、

  「……わた、しを……みて、ほしい、から……」

  　たどたどしい喋しやべり方で、そう答えたのだった。

  　──通じた。

  「見て欲しいのね。誰だれに？」

  　私はできるだけ声のトーンを落とし、向井君のか細い声と波長を合わせようとした。私の言葉はわかってくれるのだから、焦あせる必要はないのだ。

  「……みて、ほしい、の」

  「そう。それは私に？　それとも他の誰だれかに？」

  「まずは、あなた、に……」

  「まずは、ってことは、そのあとは他の誰かに？」

  「……だ、れか、じゃなく、みん、な……クラスの、みんな、に……」

  　ほんの少しずつだけれど、向むか井い君の声に力がこもっていくような気がした。けれど相変わらず言葉数は少ないままだ。その声に伴う力みのようなものは、あるいは言いたいことを少しも言葉にできない、もどかしさの表われなのかもしれなかった。

  　──これは、間違いなく、何かある。その予感が私の脳裏を横切る。

  　例えば、そう、心の──

  「──ねえっ！」

  「わあっ！」

  　ふいに向井君の声が大きくなり、私は思わず小さな悲鳴を上げていた。

  「あなた、は、やっぱり、わたしを、きらう？　こうでも、しない、と、わたしを、みて、くれないんで、しょう？　ど、うせ、むし、するん、でしょう？」

  　私の肩に乗った向井君の両手が震ふるえているのを見て、自分の全身にじわじわと緊きん張ちようが広がっていくのを感じた。その震えから伝わって来た気持ちは──恐らく、抑え難がたい怒いかりだった。

  　積もりに積もった、誰かに認めてもらいたいという思い。誰からも相手にされてこなかった恨うらみそのものを目まの当たりにしているような感覚を覚える。

  「……む、向井君、ちょっと落ち着こう？　ね？」

  「どうせ……どうせ、みて、くれない、から、それなら……」

  「向井君、ねえ、ちょっと、」

  「みようと、してくれない、から、どうせ──」

  「──向井君！」

  　と、思わず。

  　ひび割れていきそうな空気に耐えかねて、私の方が大声を出してしまった。

  「──う、あ……？」

  　向井君は私の一いつ喝かつに驚おどろいたのか、ぽかんとして私を見下ろしていた。その両手の震えはすっかり止まっている。むしろ、向井君の方が僅わずかにおびえの表情を浮かべていた。

  「あ、えっと、ごめん……」

  　私は我に返ると小声で謝った。後先考えず怒ど鳴なってしまった後悔が一気に押し寄せる。

  　──何をムキになっているんだ、私は。

  「えっと……あの、向井君。ちょっと、どいて」

  　私はその場を取り繕つくろうように言葉を紡つむぎ、いい加減この体勢から抜け出すことに決めた。今の向むか井い君なら、もう普通に座って向き合った状態で話ができる気がする。実際、向井君の両手と両脚を私の体からどけようとすると、彼は少しも抵抗することなくしずしずと後ろに下がり、その場にぺたんと座りこんだ。私もその正面に座りこみ、改めて深く息を吐はいてから、じっと向井君の方に視線を送る。

  「……その、私はまだ、向井君のことをよく知らないから、えっと」

  「……う……」

  「だから、その、詳しい助言ができるわけじゃないけど──」

  「……」

  「で、でもね、力ずくでないと自分を見てもらえないなんて、そんなふうに思うのはやめて。どうせ見てもらえない、なんて、決めつけるのはやめて欲しい」

  　そこまで話してから、私は少し気恥ずかしくなって再び俯うつむいた。場を収めるための話を始めたつもりが、いつの間にか真剣に自分の本心を語っていることに気付いてしまう。

  「えっと……とにかくさ、向井君は、自分のことを見て欲しいんだよね？」

  　私は話題を彼自身の方に向けた。向井君は恥ずかしそうに頷うなずいた。

  「それって、具体的には、どういうこと、かな？」

  「……あ……え……っと……」
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  「その、どういうところを見て欲しい、とか……」

  「……あ……そ、の……」

  　向むか井い君は答えに詰まった。その表情が少しだけ、苦痛に歪ゆがんでいくように見える。

  　少し前に湧わき上がった予感が、強まっていくのを感じた。

  「……向井君。これは私の、想像なんだけれど」

  　私はそう前置きすると、真正面から向井君の両目を見据えた。

  「向井君ってさ、なんていうか、人に言えない何かをずっと隠してたりしてない？」

  「──」

  「見て欲しい、っていうのは、その隠してることなんじゃないの？　本当はそれを話す相手がほしいんじゃないの？」

  　私が問いかけると、向井君はふっと下を向く。頷うなずいたように見えなくもない、そんな曖あい昧まいな動作だった。

  「……あの、もしそうなら、そんなに気負わないで、私と普通の友達になろ？　ほら、今ここで向井君が自分の事情を全部話すことなんて、多分無理でしょう？　こういうのは時間をかけてじっくり、じゃないと」

  「……とも、だ、ち……」

  　向井君は、俯うつむけた顔をゆっくりと持ち上げた。

  「──向井君？　いや、そのね、肩かた肘ひじはらないで、機会を見ていろいろ話せる仲になれたらいいかな、ってこと」

  「……わたし、を、みて、くれる……？」

  「もちろん！」

  　そこでようやく、向井君は微かすかに、朗ほがらかな笑みをこぼした。つられて私も微笑する。

  　どうやら、ひとまず話は丸く収まりそうだった。私はようやく確かな安あん堵どを感じ、固くなった体からゆっくりと力を抜くと、もう一度向井君に笑いかける。

  「話したいことがいろいろあるんだったら、私も聞きたいし。それに」

  　──それに。

  　そこまで言ってから、私は立ち上がり、向井君に背を向けた。

  「それにほら、向井君、いろいろ不思議なんだもん。突然様子が変わったりしてさ。そりゃ気になるよ。うん。だって、ねえ。何だか一人でずっと悩んでそうで──」

  　と、そこまで言って、振り向いた瞬しゆん間かん。

  　私は自分の目を疑った。

  「──がぁぁぁァァァァアアああああああっ！」

  　向井君が、奇声を上げながら──私の方に向かって走り出したのである。

  　──えええええ？

  「ちょっ、あの、ひゃっ！」

  　私は思わず両手を突き出して体を庇かばった。が、瞬しゆん時じに脳裏をよぎった「襲おそわれる」という予感は即座に裏切られた。向むか井い君は少しもスピードを落とさず、私の横を通り過ぎたのだ。

  「え？」

  　とっさに振り返る。駆け抜ける向井君の後ろ姿。その先には校舎内に通じるドア。

  　そして向井君はそのドア目がけて、頭からぶつかっていった。

  「らァァアああッ！」

  　向井君の叫びに、ドアの蝶ちようつがいの外れる鈍い音が重なった。枠から外れたドアは向井君の体に押し込まれる形で踊り場に倒れる。しかも向井君の勢いは止まることなく、踊り場の向こうの階段までダイブした。

  　階段を転げ落ちる音が、屋上まで響ひびいてくる。

  　私は大おお慌あわてで、ドアの倒れている狭い踊り場まで駆け寄った。

  「むかい──」

  　くん、と言おうとしてそのまま絶句した。目の前に飛び込んできたのは、階段直下の廊下に転がった向井君と、その下した敷じきになっている大柄な男の人。体育の、加か藤とう先生だった。

  　向井君は運悪く、たまたま廊下を歩いていた加藤先生と、思いきり衝しよう突とつしていたのだ。

  「──何やってんだお前は！」

  　瞬間、加藤先生の怒ど鳴なり声が轟とどろいた。その声に気け圧おされ、私は屋上に身を潜ひそめてしまった。さっきまでドアのはまっていたスペースから、じっと様子を窺うかがう。

  「おい、とりあえず職員室来い！　何やってたのか説明しろ！　いいな！」

  　加藤先生は倒れた向井君の首根っこを摑つかむと、彼の体を引っ張りながら下の階へ降りていった。向井君は特に抗あらがうことなく、ずりずりと引きずられていく。

  　やがて二人の姿が見えなくなり、階下からは何も聞こえてこなくなった。

  　……とりあえず、落ち着いたの、かな。

  　私は、その場にヘナヘナと崩れ落ちた。

  　ぺたんと腰を下ろしたまま、私はしばらく動けなくなった。体に全然力が入らない。小刻みに震ふるえている自分の全身が、まるで全く別人のものになってしまったかのようだった。

  　それは緊きん張ちようからの解放感によるものでもあったし、言いようのない疲労感のせいでもある。何なのよ、もう──そう言いたくなるような疲労感。

  　いやはやホントに何なのよ、だ。さっきまでおびえた顔してたクセに、ちょっと目を放したらいきなりドアに体当たり？　いやあの形だと頭当たりか？　もしかして、あんなふうにドアを壊こわしたくなるほど怒おこってたの？　本気でワケわかんない！

  　──あ。

  　そのとき私は少しだけ、自己嫌けん悪おに陥おちいった。

  「……はあ……」

  　とにかく今は、教室に戻ろう。私はそう考え、何とか立ち上がろうとした。膝ひざが少し震ふるえているけれど、とりあえず歩くことはできそうだ。

  　踊り場に横たわったドアを踏ふみ越え、私は階段を降りていった。

  

  　午後の授業が始まっても向むか井い君が教室に戻ってこない。その時点で充分嫌いやな予感はしていた。しかしまあ──次の休み時間が始まった頃ころ、向井君のことが学校中のトップニュースになっていたのは、さすがに驚おどろきだった。

  

  「一年四組の向井ってヤツが、屋上のドアぶっ壊こわしたんだって！」

  「ぶっ壊したって、どういうこと？」

  「なんか体当たりして枠から外したらしいぜ」

  「何それ。ケンカ？」

  「いや、どうも一人でやったっぽいよ」

  「ところで向井って誰だれよ？」

  「七しちの宮みや中のヤツらしいけど」

  「なんか、ちょっとヤバい人らしいよ！」

  「何？　不良とかそういうの？」

  「そうじゃなくてさ、頭おかしくてキモい人なんだって！」

  

  　……ああああああ。

  　廊下を歩いているだけでやたらと[image: ]うわさ話ばなしが聞こえてくる。少しだけ胃が痛くなってきた。私が向井君を突き落としたわけでもないのに、この騒さわぎの責任が自分にもあるような気がして、私は耐え難がたい後ろめたさを覚えた。

  　どうしてこう、悪い評判ほどものすごい勢いで広がるものなのか。「向井君ドア破損事件」から芋いもづる式に向井君の過去が暴かれ、しまいには例の「変態事件」まで一気に到達してしまう気がしてならない。学校という場において、こういうとき特に容よう赦しやないのは女子の方だ。「あんたらヤクザか」と思うような情じよう報ほう網もうを一いつ瞬しゆんで形成してみせる。

  　ちなみに亜あ紀き子こと友とも香かもまた、当然のごとくそのネットワーク構築に尽じん力りよくしており（特に亜紀子）、私は自分がドア破損事件の重要参考人であることを二人に絶対バレないよう、ただただ平静を装よそおっていた。亜紀子に一段と真剣な様子で「とにかく、向井には絶対近づいたらダメだからね！」と迫られたときは、「う、う、うん」と相当つっかえてしまったけれど。

  「友達になっちゃった」なんて、絶対に言えないなあ、これ……

  

  　その日の夜、十一時。

  　自分の部屋で明日の予習をしていた私は、どうにも集中することができず、勉強を切り上げて『書庫』に入ることにした。お父さんはいつの間にか、『書庫』の隣となりの寝室で眠ってしまったらしく、家の中はひっそりと静まりかえっている。

  『書庫』の内側の壁にある小さなスイッチを押すと、本棚と机しかない簡素な室内が蛍光灯の明かりに照らされた。椅い子すに座って『書庫』の内装を改めてじっくりと見つめる。机の上に置かれているのは、筆記用具と置き時計、それから三年前の卓上カレンダー。

  『書庫』の中は、今も昔も、変わらないままだった。

  「お母さん」

  　私は机に両りよう肘ひじをつき、小さな声で話し始める。今日のことは、報告しないといけない。そんな気がしていたのだ。

  「今日ね、学校で変わった人と話してきたんだよ」

  　──そう。どんな人？

  　なんて返してくれる人は、もちろんどこにもいないけれど。

  　私は私の中にいるお母さんと、一人で会話を続けた。

  「最初は全然相手にしてくれなかったんだけどね。話をしたときは──何だか、少し悲しそうだった。すごく舌足らずな喋しやべり方で、ときどき小さな子どもみたいにも見えたの」

  　──不思議な人なのね。

  「……ねえ、お母さんも一度だけ、私の前で子どもみたいになったことがあったよね？　寂さびしい寂しい、って言いながらさ。あのときのこと思い出しちゃった」

  　──そう。その人のこと、どうして気になるの？

  「──だってその人、絶対に何か抱え込んでるんだよ。それなのに、抱え込んでるもののことをね、少しも言葉にしてくれないの。……ほら、何だかそれってさ──」

  　──……

  

  「それってさ、お母さんにそっくりじゃない？」


  


   　第四章　向井城介　Ⅱ

  

  　体育の加か藤とうに職員室まで連行された後、数人の教師に囲まれた。「いったい何であんなことしたんだ、怒おこらないから話してみなさい！」と怒りながら言われたので、俺は至し極ごく誠実な態度で「ふざけてました」と答えた。尋問はしばらく続いたが、何を訊きかれても「ふざけてました」しか言わない俺に教師たちも愛あい想そをつかしたらしく、五時間目が終わる頃ころには釈放。そのままこっそり早退して今に至る。

  　誰だれもいないその借家に帰ってきた俺は、二階にある自分の部屋に入るとすぐさま横になった。いい加減緩ゆるくなってきた頭の包帯を外す。いつの間にか血はすっかり止まっていた。頭からドアに突っ込んだときは傷口が開くかと思ったけれど、意外と大だい丈じよう夫ぶだったらしい。

  　今日はとにかく疲れた。まさか百ゆ合り沢ざわがあんなに強敵だとは思わなかった。というかもう自分で認めてしまうが、俺は明らかに百合沢に負けていたのだ。なんせ散々ダメージを食らった挙句、意識を乗っ取られてしまったのだから。

  　──しかし、だ。

  　あのとき俺は、途中で意識を取り戻していた。

  　一度完全にオチておきながら、俺はじわじわと覚かく醒せいしたのである。自分の中に百合沢が入り込んでいる最さ中なか、徐々に俺の方が肉体の主導権を握り始め──例の仕上げに至ったのだった。

  　あんなのは初めての体験だ。俺は不可解でしょうがなかった。戦いに負けてウラビトに入られてしまうと、その間は意識不明になるのが普通だ。ウラビトは長時間好き勝手にふるまってから、その願望を満たした瞬しゆん間かんにふっと消え去り、俺はその後でようやく自分の意識を取り戻す。そしてウラビトがやらかした惨さん劇げきに気付くのである。パンツ盗んでたりとかな。

  　ところが今日の俺は、一いつ旦たん意識を失った後でゆっくりと覚醒水準を高め、やがて体の主導権をウラビトから奪ったのだ。どうしてあんなことが起こったんだ？

  「……」

  　寝返りを打ちながら思い出したのは、あの倉くら橋はしという女子のことだ。俺が意識を取り戻したとき、何な故ぜかその場に倉橋がいた。仕上げに必死だったから構ってはいられなかったが、もしかして倉橋が俺に何かしたのか？　そのおかげで助かったとか？

  　──いや、ちょっと待て。気にしないといけないことは、そっちじゃない。

  　倉橋が俺に何をしたのかなんて、大して重要な話じゃないだろう。問題は、俺が倉橋に何をしたのか、ということじゃないか。俺はそのことを思い出し、暗い気分になった。

  　途中で意識を取り戻せたのはよしとしよう。が、それ以前に少しだけ記き憶おくの空白がある。要するに、百合沢が主導権を握っていた時間だ。そこで倉橋に何かやらかしてしまった、という可能性は充分に考えられる。今頃そのことが学校中で[image: ]うわさになってるんじゃないか？

  　俺はもう一度寝返りを打ち、ぎゅっと目を瞑つぶった。明日学校に行くかどうかを真剣に検討し始め、検討するほどの情報を持ち合わせていないことに気付き、心の中でうなだれる。

  　ダメだ、考え事さえできないほどに疲れているみたいだ。しばらく眠ってしまおう。

  



  
    　＊　　＊　　＊
  


  

  　次に目を覚ましたとき、そこは壁一面が白っぽい感じの部屋だった。冷蔵庫を開けると今度はその中に菓子パンが置いてあった。冷やす必要もなかろうに、などと思いながらそれを頰ほお張ばる。食べながら窓の方をチェックした。やっぱり朝の光が差し込んでいて、どうやらまた一日が始まったようだった。

  　外に出て確認すると、今まで居た建物は木造の小さな小屋だとわかった。玄関から延びている舗ほ装そうされた道路を辿たどると、やがて見え始めたのは工場のような建造物で、その中では大きなベルトコンベアーがいくつもの金属の塊かたまりを運んでいた。コンベアーの傍そばに置いてある一脚の椅い子すに座り、流れてくる金属の塊を一つずつ手に取っては

  

  「おいっ！」

  　ペシッ、と頭をはたかれた。夢から引き戻された俺は、何事かと思って体を起こした。

  「たーだーいーま！　おう、今帰ったぞっ！」

  　──目の前で、ほとんどスポーツ刈りに近い、短髪の女の人が笑っている。

  「……おかえり」

  「おうっ。すぐ晩メシ作るからな！」

  　その人──木き村むら時とき江えは、そう言って大おお股またで歩きながら部屋を出て行った。

  　俺は時計を確認した。二時間近く眠っていたらしく、窓の外は随ずい分ぶん暗くなっている。

  　どうやら時江姉ちゃんは、さっき仕事を終えて帰宅したところらしかった。晩メシを作ると言っても、それは多分適当に肉や野菜をブチ込んだ鍋なべのことだろう。時江姉ちゃんの料理は短時間で終わる。つまりもうすぐ夕食というわけだ。

  　それにしても、ただいまを言うためだけに起こさなくても。俺はそう思いながら、自分がまだ制服を着ていたことを思い出し、のそのそと着替え始めた。

  

  　高校に進学してから、俺は従い姉と妹こである時江姉ちゃんの家に下宿している。

  　もう十年以上前に離り婚こんし、男手一つで俺を育ててきた父親は、この春からアメリカへの単身赴ふ任にんとなった。息子に自活する能力を見み出いだせなかったらしいオヤジは、自分の妹の娘──時江姉ちゃんに、俺の保護者役を頼たのんだ。好都合なことに、時江姉ちゃんが住んでいるボロ家は聖ひじり川かわ第だい一いち高校の徒歩圏内だ。その上彼女は二十一歳というお年とし頃ごろにも拘かかわらず、ムサい男と同居することに一切難色を示さないで、

  「おー城じよう介すけも高校生かあ！　伯お父じさん、そしたらもうアタシにドンと任せてよ！　人生のセンパイとしていろいろ教えてやっからさあ！」

  　……ということになり、あっさりと二人暮らしが決定したのである。

  　その経緯だけを切り取ると、まるで時とき江え姉ちゃんが頭の悪い女であるかのようだから、もう少しフォローをしておきたいと思う。時江姉ちゃんは断じて頭の悪い女ではない。フトコロの深い女（自称）なのだ。俺が小学生くらいのときはお互い近所に住んでいて、俺をたびたび遊びに誘さそってくれたし、その遊びもまた型にはまらない、創意工夫に満ち[image: ]あふれたものだった。例えばそう、車通りの多い道に無数のかんしゃく玉をバラまいたり、自転車旅行と称して高速道路に乗り上げては車両スレスレのところを四～五キロほど走り続けたり、近所の駄だ菓が子し屋やに置いてある一本十円くらいのチョコ菓子を店主不在のスキをついて箱ごと万引きしたり、公園に集まるノラ犬目がけて小型の打ち上げ花火（横に倒すとマズいヤツ）を長なが篠しのの戦いさながらに乱射したり。ちなみにそのノラ犬は後でれっきとした飼い犬だとわかった。大だい惨さん事じだった。

  　実際、俺はこの「人生のセンパイ」からいろんなことを──主に悪い遊びのやり方を、というかそればっかりを──教えてもらったものである。そして、正直に言おう、それらの教えは俺の人生において大たい概がい何一つ役に立たないもので、それどころか冷静に考えるとかなりの頻ひん度どで法的にひっかかる行為をしていたワケで、俺は何度となく「意味わかんないよ時江姉ちゃん」と涙ながらに訴えたのだった。

  　ところが時江姉ちゃんは、そう言われても一切気にする様子を見せなかった。定期的に俺を遊びに誘い、その度たびに散々危なっかしいことに巻き込んで、俺に泣かれると「悪ぃ悪ぃ」と笑顔で片付ける時江姉ちゃん。絶えずメンソール煙草タバコをスパスパ吸っている女友達とか、顔面ピアスだらけで肩にはでっかいドクロのタトゥーを入れている女友達とか、そういう個性的な友人関係をたびたび俺にも披ひ露ろうしてくれる時江姉ちゃん。俺は子ども心に、これがつまりフトコロの深い女というものなのだと思い、ところで「懐ふところが深い」の本当の意味って何だったっけと、その語義をあやふやにしながら少年時代を過ごしてきたのだった。

  　まあ、真ま面じ目めな話として、俺は時江姉ちゃんには現にこうやって世話になっているし、彼女が俺の数少ない話し相手であるのも事実だ。俺のこのハジけた従姉妹いとこは、実際かなり懐が深いんだと思う。

  　それはもう、嫌いやというほどに。

  

  「はーいじゃあ食うぞー、いただきまーすっと」

  　予想通り鍋なべだった。ちゃぶ台を挟んで時江姉ちゃんと向き合い、俺は適当に箸はしを動かした。

  　野菜や肉を口に運びつつ、ぼーっと時江姉ちゃんの方を見つめる。また日焼けがひどくなったようで、顔も首筋も真っ黒だ。左目の上には三本線のいかつい傷跡があって、褐かつ色しよくの肌の中でそこだけが白く変色している。

  　単にすりむいただけの跡とは決定的に質の違った、顔の肉ごと抉えぐり取られている深い傷跡。ただでさえ際きわ立だっているその部分は、時とき江え姉ちゃんの髪の短さのせいで一層目についた。前髪をざっくり切ったそのヘアスタイルはＴシャツにＧパンというラフな服装とよくマッチしている。ついでに言えばその仕事ともマッチしていた。時江姉ちゃんは日本に七十人くらいしかいないらしい、女のとび職なのだ。

  「んー？　どした？」

  　俺の視線に気付いたのか、時江姉ちゃんが箸はしを止める。

  「──なんでもない」

  　俺は目線を逸そらした。……と思ったら、回り込まれた。目線に。

  「鍋なべに飽きたなら飽きたって言えよ。アタシは飽きないから大変なことになるぞ。へへ」

  「それは別にいいよ。気にしないし」

  「そーか、ならよかった。城じよう介すけは好き嫌きらいとかないから助かるわ。最近はよー、職場のごっつい男連中にも『玉ねぎ食えない』とか『トマト食えない』とか言いやがる軟弱モンがいるからな！　ああいうのは情けなくていけねえ。世界にはロクにメシ食えない人も山ほどいるんだからよ、食いもんを粗末にするなんてほんと論外だよな！」

  「時江姉ちゃんもピーマン嫌いじゃん」




  [image: ]


  「あれは食いもんじゃないからいいんだよ」

  「……」

  　時とき江え姉ちゃんは、いつも独特の理り屈くつをこしらえて喋しやべる人だ。

  「おぅい、学校でなんかあったのか？　今日のお前、暗いぞ」

  　黙だまってしまった俺を見て、時江姉ちゃんはふいにそんなことを訊きいてきた。

  「……別に。っていうか、俺が暗いのいつものことでしょ」

  「だっはっは、そうだよなー！」

  　少しも否定せず、時江姉ちゃんはゲラゲラと笑う。

  「ぶっちゃけ城じよう介すけは高校どうなん？　楽しくないだろ？」

  「いや、何で楽しくないこと前提の訊き方するんだよ」

  「じゃ楽しいか？」

  「……楽しくない」

  　一応答えると、時江姉ちゃんはニッと微笑ほほえんだ。

  「あれだろ、どうせそろそろクラスの中がモテる連中とそうでない連中に分かれてさ、モテる側に入りたくて頑張ってるヤツとかも出てくんだろ？」

  「まあ、よくわかんないけど……そんな感じなんじゃないの？」

  「だよなー。アレ不思議なんだよなぁ？　なんつーんだろ、普通に学校行って普通に遊んでればいいのに、いつの間にかみんなしてポジション取りに夢中になるっつうか」

  「……まあ、よくわかんないけど」

  　俺は適当な返事をしてからまた箸はしを動かし始める。「普通に遊ぶ」という言い方に対してツッコミは入れない。時江姉ちゃんからすると、実際にそうするのが「普通」なのだろう。

  「ま、とにかくよ、城介。高校生活に行き詰まったらいつでもねーちゃんを頼たよればいいからな。泣きたいときはいつでもアタシが胸を貸してやらぁ」

  「いや、いい」

  「おい、人の善意を速攻で拒否すんな」

  「いいんだよ。俺は別に、ポジションとか気にしねえし」

  「本当か？」

  　そのとき時江姉ちゃんは、じっと俺の目を覗のぞき込んだ。

  「──」

  「おう、何黙ってんだ。本当かって訊いたんだよ、へへ」

  「本当だよ」

  　再び目線を逸そらした。今度は回り込まれなかった。目を合わさないままで俺は鍋なべに箸を突っ込み、乱暴に具材を挟む。

  　時江姉ちゃんはそれ以上何も訊かず、鍋の中身をひょいひょいと口に運び、十分もしない内にすっかりカラにしてしまった。多分、食べた量は俺の二倍くらいだと思う。鍋なべの量自体が多かったから、それでも俺は充分満腹だった。

  　夕食を終えて部屋に戻り、布ふ団とんの上で横になる。ここに住み始めて一か月弱が経たち、そのせいで改めて強く意識させられる思いを、たっぷりと嚙かみしめながら目を閉じた。

  　そう、つまり。

  　俺は時とき江え姉ちゃんが、心底苦手だ。

  「……」

  　いつでも頼たよればいい、か。

  　──無理だ。

  　いったいどうして、いけしゃあしゃあと、相手に見えないモノの話をできようか？

  　いったいどうして、いけしゃあしゃあと、相手に見えないモノのせいにできようか？
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  　次の日。

  　重い足取りで学校に向かうと、予想通り周囲の様子がおかしくなっていた。俺から目を逸そらす同級生は予想通りたくさんいたし、見知らぬ女子が俺を見て露ろ骨こつに顔をしかめるのもまあ予想通りのことだった。教室に着いても誰だれも話しかけてこないのは、予想通りというかいつも通り。そして一時間目の体育が「誰でもいいから二人組作れ」という教師の指示で始まったとき、誰一人として俺とペアを組もうとしなかったが、当然これも予想通りだ。

  　──あーあ。やっぱりな。

  　やっぱり百ゆ合り沢ざわは──百合沢に入られたときの俺は、倉くら橋はしにマズいことをやってしまったのだろう。職員室まで改めて呼び出されることはなかったから、倉橋が教師にチクったわけではなさそうだが、生徒の間で何かが[image: ]うわさとして広まっていることは間違いないようだった。心なしか女子の視線が特に冷たい。いつかのパンツ事件を思い出す。

  　倉橋の様子が気になったが、倉橋の方に視線を向けるのはどうしてもためらわれた。だいたい倉橋の様子を窺うかがったところで、俺にできることは何もない。百合沢に負かされた時点でもうアウトなのだ。気にするのならあの時点で勝っておけという話だ。

  　こういうときは寝るに限るのだった。二時間目から四時間目まで、休み時間も含めてぶっ通しで眠る。意識はあっても机に顔を伏せていたら寝ているということになるのだ。そういう便利なやり方が必要になることも、充分予想通りなのである。

  　そして昼休み、昼メシの時間になると、

  「なー、俺もまざっていいか？」

  　増ます川かわが、クラスのイケてるグループの輪に入っていくのが見えた。

  　──ま、これも予想通りさ。

  　俺はその時点でようやく席を立つと、一人で教室を抜け出した。食堂に行くわけではない。どうせ寝ているだけなら別の場所で有意義に時間が使いたいと思ったのだ。端たん的てきに言えば、サボりというヤツだ。

  　とはいえあの借家に帰るわけではない。時間を置いてからいつもの場所へ行くことに決めていた。今回の件に関して、小こ島じまに訊ききたいことがいろいろあったからである。

  

  　誰だれにも見られないよう、部室棟の裏の壁を越えて学校を抜け出した。それからしばらく歩いた後、商店街のファーストフード店に入って時間を潰つぶす。小島のライフスタイルは「夕方から夜にかけてしか外に出てこない」という面倒くさいものなので、もう少し日が傾くまで待つ必要があったのだ。

  　適当にコーヒーとハンバーガーを頼たのみ、だらだらと本など読んでいると四時前になった。そろそろ行くか。俺は店を出て、一いつ旦たん来た道を戻る。

  　その目的地に行くためには、一度また学校を横切らなければならないのだった。聖ひじり川かわ第だい一いち高校は商店街から離はなれた人ひと気けの少ないところに位置しているのだが、今から行く場所はさらに人気の少ないところで、普通は誰も来ない。なんせそこは、草木がぼうぼうに生い茂った山の中腹なのである。

  　それも自然観察やバードウォッチングとは縁遠い、ひどく小こ汚ぎたない山だ。一応舗ほ装そうされている坂道をしばらく進んでいくと、途中で道の脇わきにある、苔こけにまみれた石の階段にたどり着く。俺はぜいぜい言いながらその階段を上った。これがまた長いのである。

  　その石階段はちゃんと幅があって、立派な階段と言えなくもないはずなのに、ここを上るときは獣けもの道みちを歩いているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまうのだった。無理もないことだと思う。というのも、この階段が通じている先は、普通は肝きも試だめしにしか使われないであろう廃神社なのだ。

  　階段の一番上まで到着する。そこは生い茂った木々に囲まれており、林の隙すき間まに偶然生まれた謎なぞの空間、という雰ふん囲い気きを醸かもし出している場所だ。かつて神社として機能していたことが俺には全然信じられなかった。深夜になったら動き出しそうな狛こま犬いぬ二匹に出迎えられ、ボロボロの社しや殿でんの方を見ると、そこには既すでに小島の姿があった。

  　小島はいつもと同じパーカ姿で、賽さい銭せん箱ばこの手前のスペースに座っていた。頭のてっぺんで無造作に括くくった子どもっぽい髪型のせいで、ただでさえ幼い顔つきがより一層幼く見える。小島は俺に気付くと、挨あい拶さつなのか何なのかよくわからない「……ん」という声を出し、かと思うとそっけなく目を伏せたのだった。

  　小島花か澄すみ、十四歳の女子中学生。

  　俺に戦い方を教えた女である。
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  　小こ島じまと出会ったのは三年前、俺が中学一年生のときだった。物ごころついたときから、自分にしか見えない人間──しかも自分の体に入ってきて好き勝手しやがる人間──に悩まされてきた俺は、ちょうどその日も窮きゆう地ちに陥おちいっていた。道みち端ばたで出くわしたシワだらけの爺じいさんに突然追いかけられ、必死で逃げ回っていたのである。言うまでもないがそのジジイはウラビトだ。そもそも小島と出会う前は、ウラビトという名前すら知らなかったわけだが。

  　三年前の俺は父親と二人暮らしをしていたが、当時住んでいた家はこの小こ汚ぎたない山のふもとに位置していた。あの日、家の近くでジジイと遭そう遇ぐうした俺は、ジジイの予想外の脚力にビビり、必死で山の中まで逃げ込んだのだった。暴力的な老人は暴力的な若者の数倍怖い。今思い出してもゾッとするウラビトなんだよな、アレ。

  　逃げ惑っている内にいつの間にか廃神社にまで追い詰められていた俺は、ちょうど石階段を上りきったところでジジイに捕まった。ジジイに後ろからボカスカ殴なぐられ、なす術すべもなくそのままジジイに入られた瞬しゆん間かん──俺は、その場で足を滑すべらせた。

  　ひどい転倒の仕方だったと思う。俺はジジイに入られた状態で、スタントマンさながらに石階段をゴロゴロと転げ落ちた。階段の角で全身を打ちながら一番下まで落下し──

  　そのとき、俺は異変に気付いたのだった。

  　最初に、強きよう烈れつな違和感を覚えた。仰あお向むけにぶっ倒れた状態で思ったのは、あれ？　俺の意識じゃん？　ということだ。ついさっきジジイに入られたはずなのに、階段を転げ落ちた痛みを自分の意識で感じ取っている。そして、動かそうと思えばその通りに動く手足。誰だれにも自分の肉体を支配されてなどいない。

  　──ジジイが、消えた？

  　そうとしか考えられなかった。俺は痛みを堪こらえながら体を起こした。服についた泥を払い、ひとまず打だ撲ぼくした部分を確認しようとしたとき、

  「見えるの？」

  　後ろからそう声をかけてきたのが、小島花か澄すみだったというわけだ。

  「……はい？」

  「あなた、見えるの？」

  　確かそんな言い方をしていたように思う。最初は「なんだこの小学生」と不審に思った。しかし「見えるの？」という言葉の意味に、この俺がピンと来ないはずがない。俺は階段に腰かけて、すぐに訊きき返したのだった。

  「……お前、アレが見えるのか？」

  「アレじゃない。ウラビト」

  「へ？」

  「ウラビト」

  　そこで俺は初めて、俺を苦しめるあの連中の正式名称を知ったのである。

  　小こ島じまの第一印象は「変な女の子」というものだった。そして実際変な女の子だった。俺の隣となりにちょこんと座った小島は、座っただけで自己紹介しようともしなかったので、とりあえずいろいろ訊きいてみることにした。

  「……お前、名前は？」

  「小島花か澄すみ」

  「小学生か？」

  「うん」

  「何年生だよ」

  「五年生」

  「ここで何してんだ？」

  「探知している」

  　と。

  　小島はピクリとも表情を動かさないロボットみたいな調子を保ったまま、一連の問いかけの中でふとその聞き慣れない言葉を口にした。探知？　何をだよ？

  「ウラビト。ウラビトの居場所を探知しているの」

  「……ちょっと待て。じゃあとりあえずその『ウラビト』について教えてくれないか？　お前、あいつらのことを知ってるんだろ？」

  　何も知らなかった当時の俺は、まずその部分をはっきりさせておきたかった。すると小島は、俺の問いかけに対して何か相あい槌づちを挟むわけでもなく、突然一息に「ウラビト」なるものについての講釈を始めたのである。

  　──ウラビトというのは、普通の人間には見えない存在。「裏ウラの世界」に生きているから「ウラビト」。私たちが存在しているこの時空間は、ウラビトが存在している別の時空間と重なっていて、それこそが「裏の世界」。その名を「ボトム」という。

  　……みたいな話だった。意外と多く喋しやべるヤツなんだな、と、このときそんなふうに思ったのを覚えている。だが何よりも印象的だったのは、当然その話の内容だ。別の時空間だの何だの、こいついったいどこの電波さんだよ？

  　そう思ったが、小島は俺が口を挟む隙すきも与えず言葉を続ける。

  　──普通の時空間に生きる人間がボトムと交わることはできない。しかし稀まれに、ボトムと交信する能力を持った特殊な人間が存在する。例えば私。例えばあなた。

  　というところで、一応話は一区切りであるようだった。

  　正直、この段階では半信半疑、どころか疑念の方が充分大きかった。もう少し探りを入れなければお話にもならない。ひとまず確認しておくべきことは、こいつは俺と同じなのか、ということだ。

  「それじゃあ、お前もあいつらに入られたりすんのか？」

  　ところが小こ島じまはその問いに対して、

  「私には、その素質はないの」

  　と答えたのだった。

  「……は？」

  「私はただ、ウラビトの気配を敏感に感じ取るだけ。だからウラビトに狙ねらわれることもないの。ウラビトの目当てはあくまであなたのような、入れる体質を持つ人間」

  「目当て、って？」

  「ボトムでは満たされない願望を、こちらの時空間で満たすために便利なのがあなた。その願望の内容は、ウラビトによって違うけれど」

  「……」

  　俺は改めて、「俺」の凄せい惨さんな過去について思い返してみる。クラスメイトから有り金を全部奪ったり、取っ組み合った上級生の両腕を骨折させたり、大量の女子のパンツを一気に盗んだり──なるほど皆さん、自分の願望にどこまでも正直だったな。

  「ウラビトは危険。はっきり言って獰どう猛もう。入れる人間を見つけて、こちらの時空間の平和を乱すもの。だから、誰だれかが消さなければならないの」

  「まあ、危険なのはよく知ってるけど、『消す』ってどういうことだよ？」

  「それを今からあなたに教えるの。あなたに戦ってもらうために」

  「……え、え？」

  　この辺りでようやく気付いたのは、自分が何やら相当おかしな女の、よくわからない目的意識に巻き込まれつつあるということだった。時空間の平和だの戦ってもらうだの、いったい何なんだこれは？

  「──お前、何が目当てだ？」

  「……」

  「いや、ほら、何で今俺がウラビトと戦う話になってんの、ってことだよ。なあ？」

  「……」

  「目的は言えないけど、とりあえず俺にウラビト退治をやれ、と？」

  　その確認にはこくりと頷うなずく。

  「──……」

  　俺は言葉に詰まり、しばらく思案した。どうもこの小学生の意図するところが見えてこない。「多分こいつ、不登校児かなんかだろうな」という程度のことしか想像できなかった。友達のいない哀あわれな女の子（俺に言われたくはないだろうが）が遊び相手を探しているだけなのだろうか。いやしかし、実際こいつは「ウラビト」について知っているわけで──

  「……話、続けてくれ」

  　迷った挙句、俺は小こ島じまをそう促した。かなり疑わしい話ではあったけれど、本当にウラビトを「消す」ことができるのであれば、そいつはかなり魅み力りよく的てきな情報だと言える。当たり前のことだけれど、ウラビト絡がらみの厄やつ介かいなトラブルを未然に防げるのであれば、それに越したことはない。ウラビトのせいで器物破損だとか、ウラビトのせいで変態呼ばわりだとか。

  　それから、ウラビトのせいで人を襲おそうだとか、な。

  

  　そして俺は、覚かく醒せい水準の理り屈くつと合わせて、かの憂ゆう鬱うつな決め技のやり方を小島から教わった。

  　ウラビトを食べて体内に取り込み、自分の体を激しく傷付け、その衝しよう撃げきで奴やつらを消すという方法を──
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  「昨日、二人のウラビトが消滅」

  　賽さい銭せん箱ばこの手前のスペースに街の地図を広げながら、小島がつぶやいた。

  「お前が言ってた通り、どっちも学校の近くに出た。っていうか二人目は思いっきり学校の中にいたぞ。なんか強かったし」

  「一人目は？」

  「一人目は登校中に消した。そいつはまあザコだった。仕上げが痛かったけどな」

  　これからしばらく自転車は利用したくないと思ったね。だいたいザコとは言っても、そいつは朝の通学路で警棒を振り回しながら襲ってくる中年男という、なかなか心臓に悪い相手だった。昔の俺だったらいいようにやられていたような気がする。

  「……二人、削除」

  　小島はそう言いながら、地図上の二つの黒い点に赤ペンでバツ印をつけた。俺は小島の横に座ってその様子を見つめる。

  　横に座る、といっても、俺は小島からきちんと一定の距きよ離りを取っていた。そうしないと小島が嫌いやがるからだ。小島は一貫して無表情を保っているクセに、嫌だと思うことは必ず行動で表現する。今俺がいる位置から少しでも小島に近づくと、近づいた分だけ無言で離はなれることだろう。

  「次に狙ねらうべきは、ここの周辺」

  　小島が、バツ印だらけの地図の真ん中辺りに、黒ペンで新しい点を描く。見るとその位置は、今住んでいるあの借家の近所だった。

  「……次はこのへんに出るのか？」

  「多分。用心した方がいいと思う。強いから」

  　小こ島じまは俺の方を見ずに忠告した。

  「了解」

  　この「探知」の能力だが、俺も最初はあまり信じていなかった。しかし実際かなり正確に出現場所を言い当てるので、今では定期的にこの廃神社にやってきて小島の予想を聞くことにしている。ウラビトとの戦いの出来ばえは、心の準備ができているかどうかにけっこう左右されるものなので、できればこのウラビト予報をチェックしておきたいのだ。

  　しかしまあ、それにしてもいちいちここまで来るのは面倒くさいし、いい加減携帯の番号とアドレス教えてくれよ──と、頼たのんだことは何回もあったのだが、小島は決して連絡先を教えてくれなかった。そういうことを頼むと、「嫌いや」などと言葉にすることなく、無言のままで無視されるのがオチである。住所については「この山のふもとの団地に住んでいる」と言っていたが、具体的な場所にまで言及することは今まで一度もなかった。

  　……今まで一度も、か。

  「なあ、小島」

  　ところで俺は例の件を切り出すことにした。それを訊きくのが一番の目的だしな。

  「ウラビトに体を乗っ取られたとき、俺がその途中で意識を取り戻すことってのは──原理的にあり得るのか？」

  　俺がそう問うと小島は少しだけ沈ちん黙もくし、それからおもむろに口を開いた。

  「──普通はあり得ないの。けれど、ウラビトの覚かく醒せい水準が何かの拍子に弱まったのなら、もしかしたら」

  「何かの拍子って……ウラビトが俺ん中で突然貧血でも起こした、ってか？」

  　半分以上冗談で言うと、小島は、

  「ウラビトの覚醒水準というのは、普通の人間のものとは少し違うの。それは言うならば戦意の水準。言うならば執しゆう着ちやくの水準。言うならば、その思いの強さの表われ」

  　淡々とそう答えた。

  「思いの強さ？」

  「普通の人間とは違って『肉体』を持たないウラビトは、言わば精神的エネルギーによって形作られた存在なの。そのエネルギーの強弱こそが、ウラビトの覚醒水準」

  「……要するにウラビトってのは、やる気を削そがれたら覚醒水準を下げる、と？　俺にノされたウラビトっていうのは、端たん的てきに言やぁ戦意喪そう失しつしてるってわけか？」

  「そういう解釈で構わないの」

  　……あー、なら、そういうことなのか。

  　小島の話を聞き、俺は納得することができた。要するに、だ。昨日頭をよぎった想像は、多分真実からさほどズレていないということだろう。

  　つまり、倉くら橋はしが俺に何かして、そのおかげで助かった、ということ。

  　どんな会話が交わされたのかは知らないが、恐らく倉くら橋はしの話したことが、百ゆ合り沢ざわのやる気を低下させる働きかけになったのだろう。倉橋が俺みたいに、ウラビトを殴なぐりまくって覚かく醒せい水準を下げたとは考えにくいから（というかそんなことされたらアザくらい残るし、上う手まくいけばその時点で百合沢は消えていたはずだ）、百合沢に「何かを言った」と予想するのが妥だ当とうだ。その会話の内容が、非常に気になるところではあるけれど。

  　──それにしても。

  「小こ島じま、いい加減はっきり教えて欲しいんだが」

  　俺はこの際だから、と、話題が切り替わる前に核心に触ふれようとした。

  「ウラビトっていうのは、何なんだ？」

  「──」

  　この質問をするのは初めてではない。

  　そして、この問いかけに対して小島が黙だまり込むのも、既すでに経験済みだ。

  「……やっぱり、そういう根本的なところは、教えてくれないんだな」

  「ウラビトはウラビト。この時空間の平和を乱すもの。それだけなの」

  　小島は俺の方を見ないままで答えた。答えがあった分だけマシだが、それがただのごまかしであることはなんとなく察しがついた。本当に「それだけ」なのだったら、一度黙って無視することなどしないのではないかと思う。

  　三年の付き合いともなると、小島が嫌けん悪おする話題というものもだいたいわかってきた。一つはウラビトの「本質」についての話題。もう一つは小島自身の話題。この二つに関して詮せん索さくされることを、小島はひどく嫌いやがるのだった。今回の話の流れに乗っかれば、あるいは前者についてならもう少し情報を引き出せるかと思ったのだが──やっぱり、期待したようにはいかなかった。

  　それにしても、詮索されることが嫌きらい、か。

  　──まるで誰だれかさんみたいじゃないか。

  「はあ……」

  　俺はため息をつき、そろそろ家に帰ろうかな、と思った。最近疲労が溜たまっているのか、今日は大したことをしていないのになんとなく体がだるい。久々にウラビトの本質なんぞをいちいち気にしてしまったのも、それだけナーバスになっているからかもしれない。

  　そんなことを思いながら顔を上げたとき──

  「向むか井いくーん！」

  　そこに倉橋の姿があったので、やべぇ、熱でもあるのかな、と思った。

  

  「……向井君？」

  　数秒経たってから、俺はようやく現実に引き戻された。

  　本当に倉くら橋はしがここにいる。例の石階段を上ってきた倉橋は、俺の名前を呼びながらトコトコと社しや殿でんまで近づいてきた。俺はこの意味不明な状況に対して言葉も出なかった。

  「……」

  　ふと横を見やると、小こ島じまが急いで地図を片付けていた。心なしか、その表情に焦あせりの色が浮かんでいる。──何だ？　やっぱり不登校女子は初対面の人間にビビるものなのか？　いや待て、なら俺の場合はどうだったんだという話である。もしかして友達がいなさそうな相手に限りビビらないというわけか。だとしたら失礼なヤツだな。いや、その通りなのだが。

  「よかった、見つかって……」

  　などとあれこれ考えている内に、倉橋が俺の目の前まで歩いてきた。膝ひざに手をついてぜいぜいと息を吐はいている。坂道と階段が相当キツかったらしい。

  「はい、これ！」

  　ふいに倉橋は、小さなパスケースのようなものを俺に手渡した。何かと思ってよく見ると、それは俺の生徒手帳だった。

  「ごめん、ほんとは昨日渡したかったんだけど、タイミング合わなくて」

  　……いつ落としたんだっけ、これ。──ああそうか、轢ひかれたときか。

  　そもそも落としたこと自体に気付いていなかった俺はどう答えてよいかわからず、頭をぼりぼりと搔かいた。礼を言うべきなのだろうか。喋しやべらない方がいいのだろうか。

  　そのままもう一度横を見やる。小島は地図の片付けを終えて俺に背を向けたところだった。

  「おい、こじ──」

  　小島は俺が呼び止めるのも待たず、小走りで社殿から離はなれ、その裏へと姿を隠すと、それっきり戻って来なくなった。裏の細道を通って家まで帰るつもりなのかもしれない。

  　──いや、単に、この場を離れたかっただけか。

  　俺は前に向き直ると、自分の眼前で微笑ほほえんでいる、ほとんど話したこともない女子の姿を見つめた。この女まさか、ただ生徒手帳を渡すためだけに、わざわざこんな廃神社までやって来たのか？　いや、あるいは、昨日の百ゆ合り沢ざわのことをネタに──とことん俺をゆするつもりか？

  　──などと、得え体たいの知れない恐怖さえ感じていたのだが。

  「一日経たったけどさ、だいぶ落ち着いてきた？」

  　どういうわけか倉橋は、我わが子を見守る母親のような声でそう言い、まるでそうするのが当然のことであるかのように、俺の隣となりに腰かけたのだった。

  「……は？」

  「ううん、もちろん無理に話さなくてもいいよ。こういうのはさ、どうしても時間がかかるものだと思うし。ね？」

  　あれ。何だこれ。何でこんな近くに座っているんだ。

  「それにしても、まさか二日連続で早退するとは思わなかったよ。今日もコレ、渡せないかと思った」

  「……何でここに？」

  「え？　ああ、ちょうど学校出たときに、向むか井い君がこの山に向かってるの見えたから。あ、っていうかねー、向井君ほんと歩くの速過ぎ！　途中で一回見失ったときはちょっともう諦あきらめようかって思ったし！」

  　倉くら橋はしはカラカラと笑った。──いや、それなら帰ればよかったじゃん。

  「ま、とにかく。昨日話したこと、ちゃんと覚えてる？　ちょっとずつでいいから、しんどいときはいつでも言ってよね、悩みとか」

  「……」

  　俺は黙だまって倉橋の顔を見ながら、今起こっていることをなるべく正確に類推しようとした。

  　倉橋の雰ふん囲い気きから想像するに、どうやらゆすったりたかったりするつもりはないらしい。そこは安心していいのだろう、恐らく。その代わりにこの女子の喋しやべる言葉の中には、「悩み」「時間がかかるもの」「だいぶ落ち着いてきた？」と、謎なぞの文もん言ごんが並んでいるわけだが──

  　もしかして百ゆ合り沢ざわ、倉橋に悩み相談でもしたのだろうか？

  　そう考えるとある程度辻つじ褄つまが合う気がした。しかしそれはつまり、「俺」が何かを切実にカミングアウトしていたということを意味する。

  　俺の嫌いやな予感は、やはりなかなか外れてくれないものであるらしかった。

  「あのさ、何か言いたいことあったら、遠えん慮りよなく話してくれたら嬉うれしいからね、私は」

  「……あー、うん」

  「どうしたの？　疲れた？」

  「……」

  　倉橋から目を逸そらした。まあ、悩み相談うんぬんのことは、今はさておき。

  「……向井君？」

  　初めて倉橋と話してみて、気付いたことがある。倉橋がこの廃神社にやってきた時点で薄うす々うす感づいていたことだが、それがここにきてようやく確信に変わったのだ。これは類推とか予想とは違って、純粋に断言できるタイプのもの。いや、そんなのは当たり前か。この確信は俺自身の精神状態に関する確信なのだから。自分の気持ちは自分が一番よくわかっている。

  「あ、そう言えば何で今日早退したの？　どこか具合でも悪いの？」

  　そう、つまり俺は、

  「もしかして──昨日轢ひいちゃったときの傷、やっぱりまだ痛む？」

  　この女子が、

  「あ、あの、だったらごめんね！　頭痛い？　それか首の方？　傷が開いたりした？」

  

  　めちゃくちゃ苦手だ。

  

  「……ねえ、向むか井い君、えっと……昨日の夜とかに、何か、あったの？」

  「例えば」

  「え？」

  　俺はすっと姿勢を正し、試してやることにした。どうしてこんな気分になったのかは自分でもわからない。だからこれを気まぐれと呼ぶことにするのだった。

  「例えば、世界に絶望をもたらす凶悪なモンスターがいるとする。そして、そのモンスターと戦う一人の勇者がいるとする」

  「……う、うん」

  「その勇者は日夜戦っている。全身傷だらけになりながら、打ち身だらけになりながら、人知れずモンスター退治にせっせと精を出している。そう、人知れず」

  「……うん」

  「勇者の周りの人間には、モンスターの姿は見えないのだった。しかし勇者は戦わなければならない。勇者が戦わなければ、モンスターは勇者の体を乗っ取り、周りの人間たちに絶望をもたらすのだから。そうなったらおしまいだ。しかも、絶望をもたらしたのはその勇者だということになる。勇者はたちまち罪ざい人にんとなる」

  「……」

  「誰だれも彼を勇者だとは思わない。それでも勇者は戦い続ける。戦える者は自分しかいないのだから。口くち汚ぎたなく罵ば倒とうされようとも、石を投げつけられようとも、勇者は孤独な戦いに挑み続けるのであった──」

  「……うん」

  　俺は一度も倉くら橋はしの方を見ず、正面を向いたまま仰ぎよう々ぎようしく語った。そして、

  「──何を隠そう、俺こそがその勇者なのである！」

  　オチまでちゃんと語り尽くしてやったのだ。

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  　俺と倉橋は、それから十秒間くらいずっと沈ちん黙もくしていた。

  　しかし、俺がさらに畳たたみかけてやろうかと思ったその瞬しゆん間かん、

  「えっと……体調、悪い？」

  　倉橋は、俺の額ひたいにぴとりと手を当てると、本気で心配そうな表情を浮かべたのだった。

  「……………………いや、その、」

  「あ、ごめんね！　その、別に、バカにしてるわけじゃ全然なくてさ！」

  　倉くら橋はしはその冷たい手をすぐに額ひたいから離はなすと、俺の言葉を遮さえぎる形で勝手にうろたえ始めた。

  「ただその、なんかほら、もしかして私のせいで、その、おかしなこととかになっちゃってたら、って、あの──」

  「……」

  　俺は黙だまって視線を逸そらした。そのときの俺がどんな表情を浮かべていたのか、自分ではよくわからない。別にわかりたくもない。

  　──ほらな。

  　とりあえず、そんな言葉が頭に浮かんだ。

  　ほらな。ほらな。ほらな。やっぱりな。やっぱりそんなもんなんだよな。まあわかってたことさ。やっぱりそうなんだよ。思った通りだ。全然予想通りだ。想定内過ぎて面おも白しろくもなんともないぜ。

  　俺は「向むか井い君？」と声をかけてくる倉橋を完全に無視し、ぼーっと空を見上げることにした。夕焼けで真っ赤に染まった空にはどういうわけか雲一つなく、「いや一つくらいは浮かんでろよ」とかなり真剣に思ったのだった。

  「……あ、あの、向井君」

  　ふと、倉橋がすっと居ずまいを正した。俺は一応、視線だけをそちらの方に向ける。

  「気を悪くしたのなら、ごめん。ごめんなさい」

  「……いや別にいいって、その、」

  「ごめんなさい」

  「──」

  　繰くり返すけれど、俺はこの女子がめちゃくちゃ苦手だ。本当に、心からそう思った。

  　もしかしたら、時とき江え姉ちゃんよりも。

  

  「別にいい」と何回も言ったにも拘かかわらず、倉橋は強引に自分の連絡先を教えた。携帯電話の番号とメールアドレス。しぶしぶ俺も自分の番号とアドレスを教え、いい加減かったるかったのでさっさと帰路につくことにした。倉橋は山のふもとまでは一いつ緒しよについてきた。別れ際ぎわに「また明日！」と言われたが、別に明日会話することもないだろうな。なんとなくそんな予感がした。

  　一人でだらだらと帰り道を歩く。あー、面倒くさい。心の底から面倒くさい。今日はもう晩メシを食ったらすぐに寝るとしよう。睡すい眠みんだけが楽しみというのはダメ人間の証あかしかもしれないが、実際それだけは楽しみなのだから仕方ないのである。

  　心の中で毒づきつつ、夕焼けに染まる街の中を進む。気付いたらとっくに商店街を抜け、近所の公園の前までたどり着いていた。古ふる臭くさい遊具が並んださびれた公園であり、この時間帯には大抵人の姿がない。昔ここで時江姉ちゃんとよく遊んだ。

  「あのー！　ちょっとすいませーん！」

  　公園を横切ろうとしたそのとき、突然誰だれかに声をかけられた。見ると、声の主はその公園の中にいて、俺の方に向かって手を振っている。

  　誰だ？　と思い、俺は公園に足を踏ふみ入れた。相手も手を振りながらこっちに近づいてくる。よく見るとその人は、黒いスーツを着たいかにも好青年という感じの男だった。ネクタイはつけていない。──あれ、誰だ？　昔近所に住んでいた誰かか？

  「すいませーん！　いやーすいませんねー！」

  　好青年は俺の正面まで近づいてきた。そして、

  「すいませーん！」

  　と言いながら、

  　俺の頭目がけて金かな槌づちを振り下ろした。

  「ぅおわあああぁぁぁ！」

  　とっさに後ろに跳んで何とか回かい避ひした。──な、何だ、何なんだこいつは！

  「まぁまぁまぁまぁまぁ！　まーまぁまぁまぁまぁまぁまぁ！」

  　そいつは「まぁまぁ」を連呼しながら、右手に握った金槌を笑顔でぶんぶん振り回してきた。俺は必死で後ろ走りをして、眼前を薙なぐ鉄の塊かたまりを回避する。

  「おわっ！」
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  　好青年が恐ろしい勢いで間合いを詰めてきたので、俺は後ろに大きく跳ちよう躍やくした。

  　二メートルくらいの距きよ離りを取って体勢を整える。好青年の方もそこで動きを止め、困ったように笑いながらしばらくこちらを見つめてきた。

  「……お前……」

  　好青年を睨にらむ。というか、本物の好青年は金かな槌づちで人を殴なぐろうとしない。好青年という呼び名は適切じゃないな。じゃあどう呼ぶかって？　適当に「黒服」とかでいいよもう！

  「おかあさーん、あの人何やってるの─？」

  「こらっ、見ちゃいけません！」

  　そのときふと、公園沿いを歩いていた親子のそんな会話が聞こえてきた。

  　──ああ、やっぱりか。

  　この黒服のことを言っているのなら、「見ちゃいけません！」では済まないだろう。そこは人として通報してくれという話だ。ということは、つまり。

  「……こいつかよ」

  　俺はぼそりとつぶやいた。小こ島じまが言っていた、「用心した方がいい」というウラビト。まさか今日中に出くわすとは思っていなかった。

  「あー、お気持ちはわかりますけどねー、でもまぁ。まーまぁまぁまぁまぁまぁ」

  　再び黒服が動き始めた。金槌を荒々しく左右に振り回し、どんどん距離を詰めてくる。

  「おわっ、ちょ、おいっ！」

  　俺はあとずさった。黒服の動きは一見無造作なように見えて、その実異常に素早いということがわかる。しかも恐らくこいつの一いち撃げきは重い。金槌自体は日曜大工で使いそうな小ぶりのものだが、それが空くうを切る度たびに突風の吹いたような鋭い音が鳴るのだった。

  「やめ、ろっ！」

  　あとずさりを止めて遮しや二に無む二に蹴けりを放つ。幸運にも俺のつま先が黒服の右腕に突き刺さり、黒服の動きを一いつ瞬しゆんだけ止める。

  　俺はその隙すきに再び跳躍して間合いを切った。本当は攻め込みたいところだったが、ここは慎しん重ちように行かないとマズい気がする。もう少し様子が見たい。

  　黒服は俺が大きく引いたのを機にまた動きを止めて、蹴られた部分をじっと見つめた。

  「……うーん、弱ったなあ」

  　黒服は苦笑いした。口ではそう言うが全然弱っているように見えない。というかこいつ、よく喋しやべりやがるな。余裕の表われか？

  　と、ふいに黒服は、金槌を自分の懐ふところにしまった。そして俺の方に向き直ると、いったい何を思ったのか、

  「じゃあ、ちょっとだけお話を聞いていただけませんかね？　向むか井い様にとっても非常に大切なお話ですからね、少々お時間いただければと思います！」

  　営業マンみたいな口調でそんなことを言い出したのである。

  「……は？」

  　俺は眉まゆをひそめた。

  「いえ、ですのでね。金かな槌づちで一方的に、というのがお気に召さないようでございましたら、事情をご説明致しますのでお時間いただけませんでしょうか？」

  　何だこれ。今までに見たことがないタイプのウラビトだ。ベラベラ喋しやべって油断させといて、一気に襲おそってくるってハラか？

  「……」

  　手の内が読めない。それと、こいつは何で俺の名前を知っているんだ。

  　念のため、俺はもう三歩ほど後退した。黒服は距きよ離りを詰めて来ない。つっ立ったままニコニコと笑っている。

  　黒服は俺が足を止めたのを確認すると、「よろしいですか？」と確認を取り、そのまま早口で一気に喋り出した。

  「ではご説明させていただきますね。えー、まあ私はこの通り一般の方々には見えない、いわゆるウラビトという者でございます。で、そのウラビトに関してなんですが、どうも向むか井い様はですね、ウラビトに入られてしまう体質をお持ちのようで。これまでいろいろと大変な思いをしていらっしゃったのではないかとお見受け致しますが、いかがでしょうかね？」

  　っていうか、今まさに大変な思いしてるっつうの。

  「えー、それでですね、ウラビトを代表致しまして、私の方から一つご提案がございまして。かいつまんで申し上げますとですね、私が向井様のお体に入らせていただきまして、それであの、向井様の代わりに真っ当な人生を送らせていただきます、と。そのような形でご了承いただけませんでしょうか？」

  「──はぁ？」

  　俺は首を傾かしげた。角度が直角になりそうなくらいに首を傾かたむけた。

  　誇張ではなく、話の意味がさっぱりわからない。

  「あ、失礼致しました。もう少し詳しくご説明致します。えー、あのですね、まあ向井様はその体質のせいで、これまで散々苦労なされてきたと。それというのも、向井様に入るウラビトがですね、まあ傍ぼう若じやく無ぶ人じんと言いますか、場合によっては法に触ふれかねないようなこともしでかしてしまうから、というわけで。で、そこでですね、以後私が向井様のお体に入って、そのようなウラビトが入らないようお守り差し上げたい、というわけなのですが、そういうことでご理解いただけませんでしょうかね？」

  「──」

  「もちろん私は法に触れることなど一切致しませんし、いわゆる真人間としてですね、向井様の人生を代行させていただく所存でございます。私が入っている間は他のウラビトが入れませんからね、向むか井い様はそのまま何の問題も起こすことなく日々をお過ごしになる、というわけです。まあ、『向井様は』というか正確には私なんですけどね、周りの方々からすると向井様、というわけでして。それで、金かな槌づちがお気に召さないようであればですね、向井様に合意いただいた方法で入らせていただきたいのですが、その辺りいかがでしょうか？」

  「──……」

  　なるほど。まあ、こいつの言いたいことはわかった。

  　要するに、お前今のままじゃ毎日大変だろ、と。下へ手たしたら何やらかすかわからんだろ、と。だからお前の代わりにいい人生送ってやる、と。そのためにお前の体よこせ、と。

  　──ああ、こんなヤツもいるのか、ウラビトには。

  「おい」

  　俺は黒服に初めて自分から声をかけた。黒服が、何です？　という表情を浮かべる。

  「要するにお前、俺の体に入って、そのまま一生乗っ取るつもりか？」

  「あー、期限の問題ですか！　ええもちろん、最後まで責任を持ってお守り致します！」

  「……」

  　俺は黙だまって、黒服の笑顔を見つめた。

  　そのまま、自分の体の力をだらりと抜く。

  「ご理解いただけましたでしょうか？　誠にありがとうございます！」

  　そして黒服の方に一歩ずつ進み、一対一の会話をしやすい距きよ離りまで近づく。

  「はい、それではですね！　別に金槌である必要はございませんので、何かご希望の方法がございましたら──」

  　次の瞬しゆん間かん、黒服の左目にハイキックを叩たたきこんだ。

  「がはっ！」

  　黒服がひるんだ隙すきに、二撃げき目め三撃目と連続でボディに蹴けりを入れる。卑ひ怯きようだとか言わないでくれよ。俺は怒おこってるんだ。ここ最近でワーストワンの胸むな糞くそ悪わるさだぜ。

  「らあっ！」

  　みぞおちに正せい拳けん突づきをぶちかますと黒服の体は後ろに大きくぶっ飛び、仰あお向むけにダウンした。しかし案外タフな黒服は左目を押さえつつすぐに立ち上がる。構うか。俺はずんずんと距離を詰めていく。

  「あ、は、はい、わかりましたそれではですね、向井様のご希望の性格を教えていただければその通りに演技させていただきますので、何なりと──」

  「お喋しやべりは大だい嫌きらいだ」

  　俺は黒服の股こ間かんを蹴りあげた。黒服は悶もだえながら再びダウンした。今度こそその隙を逃のがすまい。黒服の顔面を右足で思いきり踏ふんづける。

  「かっ──」

  　そのまま一いつ瞬しゆんも休むことなく黒服の顔を踏ふみ続けた。踏む度たびに黒服の体がビクビクと激しく痙けい攣れんする。この調子で顔面グチャグチャになればいいと思った。二度とまともに見られないような崩れた顔になってしまえ。

  「おらぁっ！」

  　とびきり体重の乗ったヤツをアゴに食らわせると、黒服の体がパタリと動きを止めた。はい、おしまい。俺の勝ち。

  　黒服の顔に右足を乗せたまま周囲を見渡した。割りと大きなジャングルジムが目につく。あれでいい。あそこから飛び降りれば簡単に消せるだろう。

  　勝利の余よ韻いんに浸ひたるつもりなど一切なかった。今一度右足に体重を乗せながら、ノビている黒服を食うための構えを作っていく。黒服の体を見下ろした状態で、自分の両りよう拳こぶしを胸の前で握り合わせ、そのまま意識を集中させ──

  　が、しかし。

  「う……ん……」

  　俺の足の下で、黒服が声を漏もらした。

  　最後の悪あがきのつもりなのか、右手をよろよろと持ち上げると、さっき金かな槌づちをしまった懐ふところにその手を突っ込む。

  「……はい……はい……お喋しやべりは……大だい嫌きらいなんですね……」

  　うわごとのようにそう言いながら、懐から右手を取り出した。

  　そのとき、背せ筋すじが凍った。

  　黒服は拳けん銃じゆうを握っていた。

  「──っ」

  　その銃口は俺に向けられ、そして、

  「……承うけたまわりました」

  　銃声が空気を切り裂いた。
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  　──今度こそ。

  　──今度、こそ。

  「……えっと……これじゃ、なくて……」

  　あの神社から帰宅してすぐ、私は『書庫』にこもり、役立ちそうな本を探し続けた。普ふ段だんは読もうとしなかった難しそうな専門書も含め、タイトルにピンときた本を片かたっ端ぱしから引っ張り出し、机の上に積んでいく。

  　その作業をだいたい十分ほど続けたところで、机の上は本でいっぱいになった。積み上げられた書しよ籍せきの背表紙に改めて目を通す。「統合失調症：幻覚と妄もう想そうの中で」「離り人じん症しようと向き合うということ」「もしもあなたの友達がある日突然壊こわれてしまったなら」──

  　……心の病理を学ぶ、何冊もの本。

  　この中に、手掛かりは存在するのではないか。向むか井い君を知る、その手掛かりが。

  「──よし」

  　私は椅い子すに座り、一冊ずつパラパラとページをめくって、ヒントになりそうな記述を探した。「人として不安定」──そんな言葉で、片付けたくなんかない。今日目まの当たりにした向井君の様子は、何らかの心の病の存在を推測させるのに充分なものだった。いや、もっと言えば、昨日屋上で話したときから、その想像は私の中にあったのだ。だったら、その正体を突き止めれば。その病さえ治すことができれば。

  　向井君は、「不安定」なんかじゃなくなる。

  　毎日を笑って過ごせるようになる。

  　──だって、お母さん。

  　──それが私にできる、一番の償つぐないだから。

  「……」

  　具体的な病名はわからないけれど、何かの「症状」じゃないかと思える部分はいくつもあった。昨日と今日とで全く違っていた、向井君の喋しやべり方。それから、不自然な姿勢での自転車への衝しよう突とつ。加えて屋上のドアの破は壊かい。

  　その「症状」に該当するようなことが、お母さんの蔵書のどこかに記されていないだろうか。私は高ぶる期待に背中を押されるようにして、斜め読みを続けた。

  　かつてお母さんが、身寄りのない子どもたちのために読みあさった無数の本を。

  　そして、もしかしたら──

  　お母さんが、お母さん自身のために、読んでいたかもしれない本を。
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  　お母さんは、「黎れい明めい園えん」という児童養護施設の職員だった。特別な事情を持った家庭で育った多くの子どもたちの生活の世話をし、時としてその心の問題と真正面からぶつかるような仕事。児童養護施設はかつて「孤児院」と呼ばれていたけれど、このご時世に元来の意味での「孤児」自体はかなり少数で、入所者の大半は被ひ虐ぎやく待たい児じだ。

  　直接見たわけではないけれど、お母さんは職場では容よう赦しやのない人だったらしい。虐待を受けた子どもが相手とはいえ、その子の非行に関しては「悪いことは悪い」と鬼の形相で叱しかるのだ──と、お母さんの同どう僚りようのおばさんから聞いたことがある。

  　実際、私は仕事から帰ってくるお母さんを見る度たび、児童養護や福祉の仕事には「鬼の形相」も必要なのかな、と感じていた。というのも、お母さんが職場で頻ひん繁ぱんに怪け我がをしていたからだ。黎明園には暴れる子どもも多いので、そんな子を止めるためには体を張らなければならないときが多い、とのことだった。打ち身だったり引っかき傷だったり、お母さんの体についたそういう生々しい痕こん跡せきを見ると、いつも胸が痛んだ。

  　ところがお母さんときたら、傷だらけになっていても、打ちひしがれた様子は少しも見せないのだった。それどころか、

  「今日はやっつけてやった！　例のグレてる子、やっつけてやったよ！」

  「やっぱり子どもは子どもね。その子、ナマイキにも私にビンタしてきたからさ、カウンターで思いっきりビンタやり返してやったの。そしたら泣いて『ごめんなさい』って。泣いたらかわいいもんよ」

  「ちょっともう、今日は嚙かみつかれたのよ！　嚙みつき！　ふざけんじゃないわと思ってめっちゃくちゃ怒ど鳴なってやったわよ！　もー喉のど痛い！　喉痛ったぁ～！」

  　……そんな武勇伝を私に聞かせてくる始末だった。

  　もちろん私だって、お母さんの辛つらさを想像しなかったわけじゃない。というより、辛いに決まっているだろうと思っていた。けれどお母さんは私に対して「辛い」「しんどい」などとは決して言わなかったので、私はどうしても「辛くないの？」と訊きけなかったのである。

  　その上お母さんは勉強熱心な人でもあり、虐待やいじめを扱った本を大量に買いあさっては、時間を見つけて黙もく々もくとそれを読んでいた。知識がないとわからないことが多過ぎるからね──と、自分の仕事についてよくそんなことを言っていた。児童養護施設というのは心の病気とも密接に関係した現場のようで、お母さんが買う本の中には臨床心理学や精神医学に関するものもたくさんあった。

  　お母さんの蔵書は日に日に増え続けたので、あるときお父さんが、二階の空き部屋を収納スペースとして使ったらどうか、と提案した。かなり大きめの本棚を買ってその部屋に置いてみたところ、まるでそこが図書館の一角みたいになったから、私たちはそこを『書庫』と呼ぶようになったのだった。お母さんは『書庫』を勉強部屋として使うようになった。仕事をこなし、家事全般をこなし、その上で夜遅くに『書庫』で勉強するお母さんは、きっとこの世で一番たくましい女の人に違いない。私はそんなふうに思っていた。

  　けれど一方で、私はいつもお母さんのことを心配していた。私が小学校中学年くらいの頃ころから、お母さんの怪け我がのひどさはだんだんエスカレートしてきた。あるときなど、頭に包帯を巻いて帰ってきたことさえあったのだ。

  「お母さん、どうしたの！　その頭！」

  　当然私は、何があったのか訊きこうとした。けれどお母さんは、

  「いやー、施設にひどいワルガキくんがいてね。取っ組み合ってたら転んじゃって」

  　と、けろりとした顔でそう答えただけだった。

  「お母さん、毎日どんなお仕事してるの？　そんなんじゃ体持たないよ？」

  「ははっ、あのね、そんなに心配するほど大した怪我じゃないのよ？　こんなのはまあよくあることよ。ワルガキ退治もお仕事の内なんだから」

  「でも、お母さん、女の人なのに」

  「女だって、お仕事してたらそりゃ怪我するときもあるわよ。大だい丈じよう夫ぶ、お母さん強いから」

  　確かにその言葉通り、お母さんは強い人だった。そのときの様子もいつもと全く変わらず、頭の怪我のことなど少しも気にしていないように見えた。

  　──けれど。

  　多分、私の中に引っ掛かりが生まれたのは、ちょうどそのくらいの時期だったと思う。お母さんは強い人だったけれど、私はその強さを怖いと感じるようになった。

  　どうしてお母さんは、あんなにひどい怪我をしながら、それでも笑っていられるのだろう。あんな怪我をしたら辛つらそうにするのが普通なのではないのか。口には出さなかったけれど、私はずっとそんな疑問を抱えていた。お母さんはあまりにも強過ぎる。辛いと言うべき場面で、絶対に辛いと言わない。それはどうしてなのだろうか。

  　──何か、隠しているんじゃないか。

  　いつの間にか私はそう考えるようになり、その「何か」を見つけたいと思い始めた。けれど、思い始めたところで何の手掛かりもなく、相変わらずお母さんは元気なままで、しかも怪我のひどさだけが日に日に増していくのだった。

  　そのお母さんが一度だけ、本当に一度だけ、いつものお母さんではなくなったときがある。

  　あれは私が小学五年生のときだった。小学校から帰宅した私は一人で本を読みつつ、お父さんかお母さんが仕事から帰ってくるのを待っていた。両親共働きということで、夕方から夜にかけての時間帯は、大抵私一人で過ごしていたのだ。当時はお父さんの残業が多く、先に帰宅するのはお母さんであることの方が多かった。

  　その日もやっぱりお母さんが先に帰ってきて、私は玄関まで出迎えた。そして、あの奇妙な出来事は、まさにそのとき起こったのだった。

  「おかえり！」

  「……」

  「……お母さん？」

  　お母さんは「ただいま」と返さない。その顔からは、いつもの笑顔が消えていた。

  「ねえ、どうしたの？」

  「……しい……」

  「え？」

  「寂さびしい……」

  　寂しい、と、お母さんはそう言った。

  　言葉を失っていると、私は突然お母さんに──押し倒された。

  「寂しい……寂しいよ……」

  　背中を床に叩たたきつけられ、自分の全身が硬直するのがわかった。私の耳元でお母さんが、震ふるえる声でその言葉を繰くり返しささやいている。その顔を私の肩に押しつけているせいで、表情までは見ることができない。けれど、じわ、という熱い感触が肩に伝わって、私はお母さんが泣いていることにすぐ気付いた。

  「おかあ、さん……？」

  　私は、お母さんが子どもになってしまったように感じた。お母さんが私を抱だき締しめているのは、私が子どもだからじゃなくて、お母さんの方が子どもになったから。混乱する頭の中で、そんなイメージが湧わき上がったのを覚えている。

  「お母さん」

  　私は仰あお向むけに倒されたまま、お母さんを抱き返した。そして直感した。

  　お母さんはやっぱり、何かを隠している。

  　今、きっとその何かが、私の目の前に現れているんだ。ようやくお母さんが、隠していたものを私に見せてくれているんだ。

  「お母さん、ごめんね」

  　私はそんなことを口走った。気付いたら、私も涙を流していた。

  　私の心を満たしていたのは、どうしようもない後悔だった。ただの一度も「辛つらくないの？」と訊きけなかった後悔が、私の中にとめどなく広がっていくのがわかった。

  「ごめんね、ごめんね、ごめんね──」

  　私は愚おろかだった。「ごめんね」という単純な言葉を、ただ繰り返すことしかできなかったのだ。お母さんを苦しめるものが何なのか見当もつかず、今何な故ぜ寂しいと涙を流すのか少しもわからず、正体のわからない自責の念に突き動かされていただけだった。

  「ごめんね、本当にごめんね、お母さん──」

  　やがて、私の肩を濡ぬらす涙が止まったことに気付いた。

  　お母さんは顔を上げた。一いつ瞬しゆんだけ私と目が合い、そして、

  「──」

  　お母さんはその瞬間、ふいに青ざめた表情を浮かべた。

  「……お母、さ──」

  　私に声をかける時間も与えず、お母さんは玄関を飛び出した。私一人を玄関に残し、勢いよく戸を閉しめると、私から逃げるようにしてその場を立ち去った。

  「お母さん！」

  　私は急いで閉められた戸を開け、門の外まで駆け抜けた。辺りはとっくに暗くなっていた。家の正面を横切る道路に立って左右を見渡す。けれど、姿が見当たらない。

  「……美み冬ふゆ、どうした？」

  　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、後ろから声をかけられた。仕事帰りのお父さんだった。

  「お父さん、お母さんが、お母さんが！」

  「……そこにいるけど……？」

  　お父さんはそう言って私の背後を指差した。私の背後──敷しき地ちの中、小さな庭がある方向。

  　お母さんはそこに立って、ニッコリと笑っていた。

  「ただいま！　私も今帰ってきたところ」

  　私は息を呑のんだ。

  　いつものお母さんに戻っていたのだ。

  「さ、入ろう」と言って私の背を押すお父さんに促されながら、三人一いつ緒しよに家に入り──お母さんは何事もなかったかのように、てきぱきと夕食の支し度たくを始めた。

  　その後の家族の会話も、いつもと変わらないものだったと思う。確かその日のお母さんの怪け我がは、頭にできた生々しいアザだった。心配するお父さんを横目に、お母さんが「中学生くらいのコになると力も強いのよ」と笑っていたのを覚えている。ついさっき私の前で泣いたということを、お母さんは一切話題にしなかった。

  　悪い夢を見たのかもしれない、と思った。起こったことがあまりにも不可解で、結局その日、私はお母さんと調子を合わせることにした。笑顔ではなくなったお母さんのことをその場で口にすることが、私には何だかひどく恐ろしいことのように思えたのだった。

  　私は訊きき出すことを恐れたのだ。あれほど「何か」を見つけたかったくせに、いざという場面で恐れてしまった。あのときの私は、どうしようもなく臆おく病びようだった。

  　そして、そのことを心から恥じるようになったのは──それからちょうど二年後、私が中学生になった年からだ。

  　お母さんはとうとう、最後まで笑顔のままだった。あの日の事故に遭あってからも、最後まで元気なお母さんのまま、一度も泣き顔を見せることなく──

  　私とお父さんに、お別れを告げたのだった。

  

  「……美み冬ふゆ。美冬？」

  　後ろからお父さんの声がして、私はむくりと起き上がった。

  　いつの間にか、『書庫』の机にまた突っ伏して、眠ってしまっていたらしい。

  「どうした？　ちょっと遅くなったけど、晩ご飯できたから」

  「……うん、わかった。手伝えなくてごめん」

  　私と目が合うと、お父さんはにこりと微笑した。──少し、痩やせたな、お父さん。

  「何読んでたんだ？」

  「うん、ちょっとね。お母さんの本」

  　私はぼかした言い方で答えた。お父さんは特にそれ以上追及せず、「そっか」と答えて『書庫』から出ようとする。

  「あ、そうだ、美冬」

  　かと思うと、ドアの手前で、お父さんは私の方にくるりと向き直った。

  「何？」

  「いや、あのさ」

  　お父さんは右手の指で頰ほおを搔かきながら、

  「そろそろ、片付けないか？　この部屋」

  　そう、言った。

  「……」

  「いや、無理に、とは言わない、けど」

  「……うん、まだ、ちょっと、待って」

  　私はもう一度、ぼかした言い方で答えることにした。
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  　次の日。

  　いつもより少し早めに学校に着いた私は、同級生の姿もまばらな教室の中で、既すでに席に座っている向むか井い君を見つけた。

  「──」

  　おはよう、と声をかけたかったけれど、やっぱりやめておいた。というのも向井君が、朝一番だというのに机に突っ伏して眠っていたからだ。しかもその体をピクリとも動かす様子がなく、見ていて少し不安な気持ちになるほどだった。

  　昨日は本を読む途中で力尽きてしまったから、向井君がどんな病気を患わずらっているのか、想像することさえできていない。結局謎なぞは謎のまま、か。向むか井い君の謎も、お母さんの謎も。自分の心に立ちこめているモヤのようなものが、少しも晴れていないことを思い知らされる。

  　朝のホームルームが始まり、授業時間に入ってからも、向井君の様子が変わることはなかった。私の席は前から二番目で、向井君の席は一番後ろなので、向井君の方を見ようとすると必然的にぐるっと振り向くことになる。さすがにそんな目立つ動きを繰くり返すわけにはいかないので、授業の間はできるだけ向井君の方を見ないと決めた。

  　休み時間に横目でチラっと見たときも、向井君は机に顔を伏せたままだったから、朝から一回も席を離はなれずにいるということがわかる。四時間目の化学の時間が今日初の移動教室なので、向井君が起き上がったのは結局三時間目が終わった後になった。朝から三時間以上眠っている計算になる。

  　四時間目の化学の場所は化学室で、ここでは向井君は眠っていなかった。まだ少し眠そうだけれど、どちらかというと真ま面じ目めな表情で──

  　……向井君に夢中じゃないか、私。

  　誰だれにも何も言われていないのに、ひどく恥ずかしくなってくる。授業に集中しないと。私はそう思ってきちんと黒板の方を向いた。

  「──えー、まあ実験の前に、簡単に手順の確認をね、しておこうと思うんですが」

  　ところで化学の斉さい藤とう先生は、多分そろそろ定年じゃないかと思えるような老年の先生だ。か細い声でぼそぼそと喋しやべるので注意していないと話を聞き漏もらしそうになる。今日は実験の授業なので、説明を受けた後は各班で勝手に動けばいいわけだけれど。

  　ちなみに座席の関係上、私と向井君の班は全然別で──って、はい、集中集中。

  「えー、まあ塩化銅水溶液の電気分解ということで、陽極と陰極で起こるイオンの変化を実際に見てもらうと。準備するのは五％の塩化銅水溶液と電池、電池ソケットとワニ口クリップ、それからシャーペンの芯しんをね、各班で使ってもらうわけですがね」

  　集中集中。先生が喋りながら黒板に電気分解の模式図を描く。それに注目する。

  「それでまあこんな感じにワニ口クリップでシャーペンの芯を挟むわけですが、じゃあちょっと確認なんですけどね、電極としてシャーペンの芯が使えるのは、どういう理由があるからでしょうかね。えーっと、はい、じゃあそこの……きみ」

  　集中集中──

  　──って、あら。

  　斉藤先生が当てた「きみ」は、よく見ると向井君だった。

  「まあこのシャーペンの芯っていうのは代用品でしてね、要するに何の代用品なのかという話なんですが、どうでしたっけね」

  　私の意識が再び、向井君の方へ戻ってしまう。見ると向井君はすっと背せ筋すじを伸ばして、黒板の方を真剣な眼まな差ざしでじっと見つめていた。そのせいで先生と目が合ったのかもしれない。

  　けれど、当てられた向むか井い君は、

  「……」

  　どういうわけか、前を向いたまま何も答えなかった。

  「──え、えー、シャーペンの芯しんが何でできているから、なのでしたっけね」

  　困惑した斉さい藤とう先生がもう一度訊きく。すると、

  「……」

  　向井君はやっぱり答えない。

  「えー、あ、あの、きみ？」

  「……」

  「うん、えー、あー」

  「……」

  「その、いや、わからなかったらわからないでいいんだけど」

  「……」

  　化学室のそこかしこで、クラスメイトがひそひそ話ばなしを始めた。時折小さく嘲ちよう笑しようのような声が混ざる。私は言いようもない気まずさを覚えた。向井君は眉まゆ一つ動かさず、先生の顔を正面から見据えたまま、ずっと黙だまり続けていたのだ。

  「──あ、あの、えー」

  　斉藤先生はもごもごと口ごもり、やがて、

  「まあ、その、炭素ですね。シャーペンの芯は炭素でできているので、教科書の図に描かれている『炭素棒』として使えるわけですね、はい」

  　自分で答えを言うと、そのまま向井君から目を逸そらしたのだった。

  　どこからか少し大きめの笑い声が聞こえた。斉藤先生はそれを無視した。その笑い声が自分ではなく向井君に向けられたものだということを、先生もわかっているような様子だった。

  「で、このシャーペンの芯を電極にして、電気を流すと陽極の方では塩素が発生し──」

  　そして何事もなかったかのように、淡々と授業は続く。けれど私にはそこからの説明が頭に入ってこなかった。

  　──何だったんだろう、今のは？

  　あれは彼の、不満や苛いら立だちの表われのようなものだろうか。いや、今の向井君には、そもそも感情の起伏が元から存在していないかのような雰ふん囲い気きがある。

  　何かが辛つらいから、あるいは苦しいから黙っているというのではなく。

  　彼の中で黙ることが当然だから黙っている。

  　敢あえて言葉にするのであれば、そんなふうな様子だった。

  

  　そして。

  　その奇怪な光景は、あろうことか──斉さい藤とう先生が一通りの説明を終え、実験が始まってからも、ずっと変化することがなかった。

  　五人一組の班行動、その最さ中なかで。

  　私は向むか井い君のいる班を見て、内心呆ぼう然ぜんとしていた。

  　向井君以外の四人が楽しそうに実験を進める中──

  「……」

  　向井君は、黙だまって椅い子すに座ったままだったのだ。

  　私は自分の班で実験を進めながらも、向井君の班の様子に完全に気を取られていた。無言で座っている向井君のことを、班員の誰だれも気にかけない。先生でさえ何も言おうとしない。

  　ついさっきの向井君の様子が二日前の出来事と合わさり、向井君はそのような人間だと、みんなが「理解」したのだった。暗あん黙もくの了解の成立は、この実験の様子を見るだけで充分に感じ取ることができた。そしてそれは私にとって──苦痛以外の、何物でもなく。

  　実験が進む中、向井君が動く様子はない。じっと座って黙っているだけだ。

  　私はそこでとうとう、一つの仮説に思い至った。

  

  「はいじゃあ、お疲れ様でした。次回は普通の授業なので、教室で」

  　授業が終わり、昼休みの開始を告げるチャイムが鳴った。斉藤先生は挨あい拶さつを済ませるとそそくさと化学室を出て行き、クラスのみんながそれに続いてぞろぞろと教室に戻っていく。私もまたその人の波に乗り、そして、もしやと思って一度だけ振り返った。

  　向井君は、まだ沈黙して座ったままだった。

  　授業が終わったというのに、未いまだに黒板の方を無表情で見つめている。そしてクラスの誰もが、動かない向井君に声をかけようともしない。化学室に一人残されていく向井君は、その状況を少しも疑問に思っていない様子で、何かの義務であるかのように沈黙を守っていた。

  　私はひとまず化学室を出ることにした。授業後も続いたその奇妙な光景に驚おどろきはしたけれど、仮説に即して考えるとある程度納得がいく。それは突拍子もない妄もう想そうと言われるものかもしれないけれど、私の中では一番筋の通る考え方だった。

  　二日前の向井君と、昨日の向井君。それから、今日の向井君のことを考えれば、必然──

  「美み冬ふゆ─、食堂行こ！」

  　教室に着いて教科書類を片付けていると、亜あ紀き子こと友とも香かに誘さそわれた。私は「うん、行こ！」と答えておいて、それから、

  「あ、ごめん、化学室にノート忘れてきた。先行ってて！」

  　そんな噓うそをついた。

  「ほーい了解。じゃあ席取っとくね」

  　特に私を疑う様子もなく教室を出て行った二人を見送り、私は再び化学室に戻る。

  　もしかしたら、かなり危険を伴うかもしれない。私はそう思いながらも、だからこそ今が介入のチャンスだと感じていた。今まさにそれが出ているのだとしたら、ここで突き詰めない手はない。

  　向むか井い君のことを知る。そして、彼を救い出す。

  　私は覚悟を決めて、化学室の戸を開いた。開いた瞬しゆん間かん、向井君がさっきまで座っていた席にいないと気付く。どこに行ったのだろう。途中ですれ違わなかったから、教室に戻ったわけではないはず──

  　──あ。

  　見ると向井君は、化学室の一番後ろにある棚の前に立っていた。私に背を向ける形になっていて、どうやら私が入って来たことにまだ気付いていないらしい。何か探し物をしているのか、棚の戸を開けてその中を見ている。実験器具がたくさん入った棚だ。

  「──」

  　私は黙だまったまま向井君の背後に近づいた。なんとなく、大きな声で向井君を呼ぶのはマズい気がする。できるだけ余計な刺激を与えたくなかった。

  　だって、今の向井君は。

  　そして、あのときのお母さんも。

  　別人格かもしれないのだから。

  「……」

  　私は無言で歩を進めながら、改めてその仮説の恐ろしさを嚙かみしめる。多重人格と言われるものがもし向井君に当てはまるなら、今の彼にいわゆる常識が通用するとは限らない。

  　やがて私は向井君の真後ろに辿たどり着いた。向井君はまだ私に気付いた様子を見せない。私はそっと、小さな動物を撫なでるように、向井君の背中に指先でとんとんと触ふれた。

  「……ねえ、向井君？」

  　内ない緒しよ話ばなしをするような声で、彼の名前を呼んだ。

  　そして次の瞬間──私は自分の甘さに気付かされたのだった。

  「むかいく──」

  　振り返った向井君は、私をその場に押し倒した。

  「──え？」

  　覆おおいかぶさった向井君は、私の口を右手で強引に覆った。両目を吊つり上げた悪あく魔まのような表情で私を睨にらみつける。その左手と両りよう脚あしで体を床に押しつけられ、私はたちまち身動きが取れなくなってしまった。

  「──ん、んん、んん！」

  　口を塞ふさがれたまま、私は必死でうめいた。

  　頭の中が真っ白になっていた。


  


   　第六章　向井城介　Ⅲ

  

  　──危ねえ。

  　危ねえ。危ねえ。危なかった。今のはマジで危なかった。死ぬところだった。いや実際には死なないけれど、勝負がついてしまっていたことは確かだ。

  「ん、んん、んん！」

  　俺の真下に組み敷しかれた倉くら橋はしがもごもごとうめき始めた。マズい。俺はとっさに左手の人さし指を自分の顔の前に立て、「静かに！」のサインを送る。

  「ん……」

  　黙だまった倉橋は体を小刻みに震ふるわせながら、おびえた目で俺を見上げていた。畜ちく生しよう、そりゃあおびえるよな。倉橋からしたら今の俺は暴漢以外の何者でもない。俺が今どういう意図でこんなことをしているのか、倉橋にわかるはずがないのだから。

  　それでもだ。とにかく騒さわぐのは止やめてくれ。俺は心の中でそう念じつつ、ゆっくりと顔を上げてそいつの様子を確認した。

  「──向むか井い様？　今どなたか、向井様のお名前を呼んでおりましたよね？　この辺りにいらっしゃるんでしょう？　あ、今の弾丸、ちゃんと当たりましたか？　お返事いただけませんか、向井様─！」

  　──ちっ。

  　黒服は化学室の入り口辺りで、キョロキョロと俺の姿を捜していた。っていうか、キョロつくことに意味ねえだろっつうの。お前の両目は昨日俺がぶっ潰つぶしてやったんだから。

  　ウラビトに人間の常識が通用しないとはいえ、あの両目へのダメージが即座に回復するとは思えない。現に黒服は、どこで用意したのか、顔の上半分にぐるぐると包帯を巻いてミイラ男みたいになっている。昨日グチャグチャに踏ふみつけた効果は充分あったらしい。

  　しかし、その右手に握られた拳けん銃じゆうは、相変わらずとんでもない脅きよう威いだった。

  「向井様─！　あのー、大変恐れ入りますが私今目が見えなくてですね、差し支えなければどちらにいらっしゃるか教えていただけませんでしょうかね、よろしくお願い致しますー！」

  　差し支えるに決まっとるわ。

  　俺は倉橋を押さえつけたまま、ほんの少しだけ上体を起こした。できるだけ伏せた姿勢で動きたいところだ。当てずっぽうで撃うってくる可能性もなくはない。

  　──しかも、さっき俺に撃ってきた一発に関しては、当てずっぽうじゃなかったからな。

  「……ん……！」

  　倉橋がまた小さくうめいたので、俺は改めて「静かに！」のジェスチャーをした。さっきの一発で確証を得たが、やっぱり黒服は目が見えない分、「音」に相当過敏になっている。この野郎、あんな小さな「向むか井い君？」って声だけに反応して、俺の頭目がけて恐ろしく的確に弾丸をぶっ放してきやがった。マグレにしても怖過ぎる。反射的に伏せていなかったら、絶対やられていたことだろう。

  　俺は黙だまって振り返り、さっきまで見ていた棚の中に視線をやる。さっきかわした一発はその棚に直ちよく撃げきしたわけだが、棚には損傷らしいものが一切ない。ウラビトの攻撃だから当たり前か。そもそも「当たっていない」のだ。

  「向井様、あの、申し訳ございませんが私拳けん銃じゆうを使い慣れておりませんので、もしよろしければこれとは別の方法を取らせていただきたいところなのですが、いかがでしょうか？」

  　大きな声で一人ベラベラと喋しやべりながら、黒服が化学室の中を歩き始める。使い慣れていないなどと言いながら、その手にはしっかりと例のエモノが握られているわけで、俺は自分の心臓が早はや鐘がねを打つのを感じていた。あんなものを持っているウラビトは初めてだ。もし撃うたれたらどうなるんだ？　やっぱり一撃で覚かく醒せい水準がゼロになるのか？

  　──いや、待て。今はいちいち気にしている場合じゃない。

  　何とか気持ちを立て直そうと試みる。とにかく、ここで黒服を仕留めなければならないのだ。昨日必死に撒まいた黒服が、四時間目にフラフラと化学室に現れたときはかなりビビったが、考えてみればこれはチャンスなのかもしれないわけだ。昨日と違って、相手は目が見えていないのだから。黙ってさえいればとりあえず気付かれることはないだろう。そのことはさっきの授業中にちゃんと証明済みだ。

  　隙すきをついて一気に攻撃すれば、俺にも充分勝ち目がある。問題は──

  「向井様、どこですかー？」

  　突然、再び銃声が鳴り響ひびく。俺は慌あわてて体を倒し、倉くら橋はしの上にのしかかった。

  「ん……！」

  　また倉橋が小さくうめく。俺は三回目の「静かに！」サインを見せた。

  　──問題は、倉橋がここに来てしまったということだ。

  　俺の居場所さえ推測されなければ、撃たれる可能性は低い。今の一発もハズレだったし、目が見えないことは黒服にとって大きなハンデになっているはずだ。昨日、倒れた黒服がいきなり撃ってきたあの一発をスレスレのところで回かい避ひできたのも、その後バカみたいに乱射してきたのを何とかよけつつ戦せん線せん離り脱だつできたのも、黒服の目を潰つぶしておいたが故ゆえの幸運だった。

  　そしてだからこそ、倉橋の来たこの状況が、一層はがゆいのである。

  「……何かさっきから、小さい声が聞こえるのですが……向井様の声ではございませんよね？　でも向井様、お名前を呼ばれておりましたよね？　向井様？」

  　ヤバい。どうやらこいつ、俺がここにいることを確信したみたいだ。さっきまで化学室の隅でぼーっとしているだけだったクセに、何だか妙に活いき活いきと動き出し始めている。

  「その辺りで声がしましたよね？　向井様、お返事いただけませんか？」

  　黒服がいきなり進行方向を俺の方に切り替えた。目が見えていないはずなのに、俺と倉くら橋はしに向かって進むその足取りがやたらと軽快だ。

  　背中から冷や汗が噴ふき出した。このままだと、俺にぶつかってしまう。

  　焦あせった俺は倉橋を抱だきかかえるように起こし、その口を右手で一層強く押さえた。ますます困惑の表情を強める倉橋をひとまず無視して、その体を引き摺ずりながら棚の前に立つ。

  　さっきやろうとした「作戦」を、最後まで遂すい行こうしないといけない。

  　俺は一いつ瞬しゆんだけ倉橋の口から右手を離すと、右腕を倉橋の背中からぐるっと回り込ませる形にして、再び右手でその口を押さえた。片腕だけで倉橋の体を拘こう束そくする形にしたのだ。

  　──傍はたから見たらもう完全にアウトだよな、この状況。

  　いや、今はそんなことに構っていられない。自分にそう言い聞かせつつ、空あいた左手を棚の中に突っ込み──

  「んー！」

  　ふいに倉橋が腕の中でもがき出した。そして俺がほんの一瞬たじろいだ隙すきをつき、俺の右腕を無理矢理引きはがしたのだった。

  　──しまった！

  「……っはあ！　ちょ、ちょっと、向むか井い君、どういうこと？」

  　息を切らしながら倉橋がそう言った瞬間、

  「あ、そちらですね？」
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  　パン、と乾いた音が鳴った。

  　黒服が三みたび引き金を引いたのだ。

  「っとお！」

  　俺は左にぶっ倒れ、間かん一いつ髪ぱつで弾丸をかわした。同時に声を漏もらしたことを激しく後悔した。ヒントを増やしてどうするんだ、クソ！

  「──向むか井い君？　ねえ、どうしたの？」

  　倒れた俺を見て、倉くら橋はしが心配そうに声をかける。頼たのむ、本当に心配なら黙だまっていてくれ。俺はそう思いながら机の下に滑すべり込む。

  　この判断は正解だったようだ。黒服は倉橋の「向井君？」を頼たよりに、倉橋の眼前に容よう赦しやなく弾丸を連発したのだ。続けざまに鳴り響ひびく銃声を聞きながら、俺は机の下を這はってできるだけ黒服から離はなれていく。物音を立てないように細心の注意を払った。とにかく、まずはある程度距きよ離りを取るんだ。「作戦」の遂すい行こうのために。

  　──とりあえずさっき、目当てのものはゲットできたんだからな。

  「あれ、向井様？　今の声は向井様ですよね？　あのー、私と致しましてもですね、拳けん銃じゆうというショックの強いやり方で、というのは少しはばかられまして、もっとこう穏おだやかな方法でひとつお願いできませんでしょうかね？　ですのであの、向井様の方から現在位置を教えていただけると一番ありがたいのですが──」

  「向井君？　あのさ、話聞くからさ！　そんなところにいないで、出てきてくれない？」

  「あ、その辺りですか？」

  　と、黒服は体の向きを変え、今度は俺が潜もぐっている机の近くに発砲してきやがった。倉橋、あんたも化学の斉さい藤とうを見習ってくれないかな。せめて「きみ」とか「あんた」とかいう慎つつしみ深い呼び方で頼むぜ。

  　ひとまず被弾は回かい避ひしたので、そのままほふく前進を続けた。想像以上に不利な状況のせいで、頭の中が熱くなってくる。

  　やっぱり昨日と同じく、ここは一いつ旦たん退ひいておくべきか？

  　一いつ瞬しゆんそんな考えが脳裏をよぎったが、しかし俺は「作戦」の継続を決めた。あまり逃げ過ぎるとその間に黒服の視力が回復してしまうかもしれない。それが一番避さけたい事態だ。

  　そう思いながら必死で這いずり回り、ようやくちょうどよいところまで到着する。

  「向井様？　あれ、お帰りになられました？　向井様？」

  　黒服は足を止めている。好機だ。今俺がいる机の下から、近過ぎず遠過ぎもしない──およそ三メートルほどのところに黒服の姿がある。俺の位置は黒服のちょうど斜め後ろだった。

  　──よし、行くぞ。

  　こいつが音に敏感になっているのは重々承知だ。どうせそーっと近づいていっても、どこかで俺の出す僅わずかな音に気付いてしまうに違いない。そしてその危険性は接近するほど高まってしまう。それならば、適度に離はなれたところから、だ。

  　幸い倉くら橋はしはオロオロしながら黙だまっている。──今しかない。

  　俺は、左手に握っていた大きめのフラスコを、化学室の壁目がけて思いきりぶん投げた。

  「──ん？」

  　黒服がフラスコの割れる音に注意を向けた、その刹せつ那な。

  　俺は机の下から飛び出し、背後から黒服の首筋を蹴けり飛ばした。

  「がっ！」

  　前のめりによろけたところを狙ねらい、すかさず黒服の股こ間かんを後ろから蹴り上げる。苦く悶もんの声を上げながら黒服がうつ伏せに倒れ込んだ。その後頭部に勢いよくかかとを振り下ろす。

  　一発だけに終わらない。続けざまに黒服の後頭部へ打だ撃げきを浴びせた。

  「……向むか井い君？」

  　倉橋の視線を感じる。ちょっと待ってくれ。何もないところへ足を振り下ろす変人に見えていることだろうが、とりあえず今はちょっと待て。

  　黒服の右手を思いきり踏ふみつけ、そのままグリグリと踏みにじった。その攻撃に耐えられずに黒服が拳けん銃じゆうを手放す。イエス。拳銃を蹴っ飛ばす。そして後頭部への打撃を再開する。

  　黒服にダメージを与え続けながら、自分の読みが当たったことに俺はひとまず安あん堵どしていた。やっぱり、こういうやり方でよかったのだ。こいつは音に敏感になっている。目が見えないからと言って、近づいて奇き襲しゆうをかけるのは危険過ぎた。気付かれたら至し近きん距きよ離りからズドン、なんだからな。

  　だったらその敏感さを、逆に利用してやればいいだけの話だ。デカい音の鳴りそうなものを使って隙すきを作る。それしかないだろう。

  　二十秒間くらい踏み続けたところで、黒服の体が動かなくなった。しかし俺は決して気を抜かなかった。もう前と同じヘマはしねえぞ、すぐさまお前を食ってやる。化学室は二階だから窓から飛び降りても大だい丈じよう夫ぶだろ。すぐ食ってすぐ飛んですぐ消してやる。

  　俺は自分の体の正面で両りよう拳こぶしを組んだ。その姿勢のまま体はピクリとも動かさず、すぅ、と深く息を吸い込んだ。

  　いや、正確には、息を──ではなく。

  　俺の足の下で、黒服の体が、その衣類ごと粉々に砕けていく。「黒服」を形作っていたそれは、砂のような、あるいは石灰のような、くすんだ色の小さな粒だ。無数の粒は大気中をゆらゆらと漂ただよい──そのまま、俺の口の中へと流れ込む。

  　三年前から何回も経験してきた、「ウラビトを食う」という奇妙なプロセス。まるで何かの儀ぎ式しきのようなその時間は、今回もただ粛しゆく々しゆくと流れていくだけだ。ウラビトが体内に入って来る薄うす気き味み悪わるさを頭の片隅に追いやりながら、俺は静かに灰色の粒子を吸い込み続けた。

  　やがてその形を完全に崩ほう壊かいさせた黒服は、俺の中にぶすぶすと充満し──

  「──ぐっ」

  　充満し。

  　充満し。

  〈──まともになって。まともになって。まともになって〉

  　突然俺の中でその声が騒さわぎ出した。同時に、吐はき気を催もよおすような不快感が全身を支配する。

  　それは、充満というレベルのものではなかった。

  〈まともになって。まともになって。まともになって。まともになって。まともになって〉

  　俺の中で、黒服が暴れている。意識を侵食し始める。

  　いや、違う。黒服は、もはや──

  　俺の意識に成っている。

  〈まともになって。まともになって。まともになって。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。まともになろう。マトモニナロウ。マトモニナロウ。マトモニナロウ。マトモニナロウ。マトモニ、マトモニ、マトモニ、マトモニ、マト〉

  

  「あああああっ！」

  

  　そのとき、僅わずかに残っていた俺が、黒服を吐き出した。

  「があああっ！」

  　黒ずんだ粒子が悲鳴と共に俺の口から[image: ]あふれ出る。粒子はみるみるうちに黒服の形となり、俺の眼前にその姿を現した。

  「……は、はあ、あれ……ああ、吐き出され、たの、ですか、そうですか……」

  　黒服は肩で息をしていた。さっきの攻こう撃げきはちゃんと効いていたらしい。立っているのが精一杯という感じで顔を下に向けているその様子を見ると、かなり消しよう耗もうしているのがわかる。

  　だがその事実は俺にとって、むしろ脅きよう威いでしかなかった。

  　──それなら何で今、乗っ取られそうになったんだ？

  　現時点で劣勢なのは、明らかに黒服のはずだった。それなのに、感覚的には自分の方が圧倒的に不利であるような気がしてならない。どうやってもこいつに勝てないという焦しよう燥そう感かんと恐怖感が、俺の中で蠢うごめいているような──

  　何なんだ。いったい何なんだ、さっきのは？

  　──最終的に肉体を支配するのは、覚かく醒せい水準の高い方。

  　それなら。

  　俺は恐ろしい想像に至った。まさか。そんなことがあり得るのか。いやしかし、小こ島じまから教わった理り屈くつに即して考えるなら、この黒服は。

  　この黒服は、あれだけボコボコにされた状態でも、ほぼノーダメージの俺より覚かく醒せい水準が高いっていうのか？

  「……すいません、ちょっと……私の方がですね、あの、少し体調を崩してしまったようですので、申し訳ございませんが、その……ひとまず帰らせて、いただきます、はい」

  　黒服はフラつきながらそう言い、よろよろと化学室から出て行った。俺は追いかける気力を完全に失い、足に根が張ったようにその場から動けなくなった。

  「……かっ……！」

  　黒服の姿が完全に見えなくなったとき、自分の両りよう膝ひざがガクンと曲がり、気付けば床にひざまずく姿勢を取っていた。戦いに負けたわけではないのに、覚醒水準を下げられたわけでもないのに、精神的な疲労がすさまじかった。

  　黒服を食った途と端たんに、意識の中で響ひびき始めた歪ひずんだ声──思い出すだけで、全身の毛が逆立ちそうになる。

  「……向むか井い、君？」

  　ふと、倉くら橋はしが傍そばに近づいてきた。そう言えば途中から完全に忘れていた、倉橋のことを。

  「大だい丈じよう夫ぶ？　立てる？　……肩、貸そうか？」

  　倉橋は心配そうにそう言ってきた。俺は下を向いたままで、首を横に振る。

  「……いい。要らない」

  「でも、顔色悪いよ？　ねえ、何があったの？　ねえ？」

  　心の中でため息をついた。あんたのせいで撃うたれかけた、ってマジメな顔して話せばいいのか？　そんなこと言ってもどうせまた「体調悪い？」とか訊きいてくるだけなんだろ。そんなに心配なんだったら、俺のためにそっとしておいてくれないか。

  「……」

  「と、とにかく、あのフラスコは私が後で掃除するから。とりあえず保健室まで行こう？　ね？」

  　倉橋は半ば強引に、俺の右腕を自分の肩にかけた。そのまま体にぐっと力を入れて、無理矢理俺と一いつ緒しよに立ち上がろうとする。

  　おいちょっと、やめてくれよ。っていうか重いだろ普通に考えて。

  「ん……んしょ……」

  　黒服のせいで全身を虚きよ脱だつ感かんに支配されていた俺は、内心嫌いやがりつつも倉橋に抵抗できなかった。しかしこの倉橋って女子はもしかしてとんでもないバカなのか？　何でさっきまで自分を「襲おそっていた」野郎相手にこんなことをやっているんだ。そう言えば、昨日わざわざあの廃神社までやって来たことだって、考えてみたらおかしな話じゃないか。

  　要するに、この女──アレじゃないのか、もしかして？

  「ん……って、ちょっ、わっ！」

  　俺があれこれ考えていたとき、突然倉くら橋はしがぐらりと体勢を崩した。ほらやっぱり重かったんだろ、っていうかちょっと待ておい──って、え？

  「おわっ！」

  　気付いたら俺も体勢を崩していた。しまった、脱力し過ぎた。何をやっているんだ俺は。

  　次の瞬しゆん間かん、俺たちは化学室の床にバタンと派手に倒れ込んだ。もつれ合ったまま転んだせいで、またしても俺が倉橋を「襲おそっている」構図になる。

  「……ご、ごめん、向むか井い君」

  　俺の真下に組み敷しかれながら、倉橋の方が謝ってきた。俺は慌あわてて体を起こそうとした。いかんいかん。こう何回も不可抗力の変態行為をやっていたら、さすがに怒おこられる。

  　などと、思っていたところ──

  「──お、おい、ちょ」

  　化学室の入り口から、どこかで聞いたことのあるような声がした。

  「おい──向井、お前何やってるんだ！」

  　俺は両腕で体を支え、顔だけをその声の主の方に向けた。そしてワンテンポ遅れて、そいつがいったい誰だれであるのか気付いたのだった。

  　増ます川かわだ。

  「ちょ、やめてやれよ、おい！」

  　増川は俺のところまで駆け寄ると、いきなり俺の胸倉を摑つかんで体をぐっと持ち上げた。そして「目を覚ませ！」と言わんばかりのパンチを俺の顔面にぶちかましたのである。

  「目ぇ覚ませよ！」

  　──あ、本当に言いやがった。

  　俺は意外と強きよう烈れつだった増川の拳こぶしを味わいながら、今起こっている事態を頭の中で整理していた。えっと、よくわからんけど化学室に戻ってきた増川が、倉橋を押し倒している暴漢の姿を発見。カッコつけの増川、正義感にかられる。その場で暴漢を捕まえてグーパンチ一発。

  　……そりゃあ誰がどう見ても、お前の方が正しいわな。

  「倉橋、大だい丈じよう夫ぶか？」

  　増川はカッコつけた調子で、倒れた倉橋の安否を気遣った。というか、傍はた目めから見ればそれは実際にカッコいい姿だったのだろう。少なくとも増川にしては充分カッコいいはずだ。

  　胸倉を摑まれた状態のまま、俺はそういう不毛な思考を巡らす。実に不毛だった。

  「──え、え？　あ、あの、増川君、違うの、これは」

  　倉橋は起き上がろうともせず、しどろもどろになっていた。ここで倉橋が端たん的てきに状況を説明してくれればよかったのだが、そもそも実際に起こったことがあまりにも複雑過ぎるので、そういう都合のよい展開は望むべくもない。

  　しかも、倉橋が答えあぐねているときに、

  「……美み冬ふゆ─？　あんたいつまで──って、」

  　同じクラスの土つち屋やと中なか納のまで化学室に入ってきたのだった。

  「ちょ、ちょっと、何してんの、美冬？」

  「……コケたの？」

  「おう、土屋、中納、ちょ、倉くら橋はしを頼たのむ。俺はちょっと向むか井いと話がある」

  「はぁ？　何それ、意味わかんないんだけど。っていうか何で増ます川かわがここにいんの？」

  「忘れ物取りに来ただけだよ。そしたら向井が倉橋を襲おそってやがった」

  「──えぇ？」

  「マジで？」

  「マジだっての。だから二人とも、ほら、倉橋を教室まで連れてってやってくれ」

  　──などという、そんな感じで。

  　そんな感じで、俺を置いてけぼりにした話が着々と進んでいく。

  「美冬、ほら、行くよ！」

  　つかつかと歩を進めてきた土屋が、まだ床に座りこんでいた倉橋を強引に引っ張り上げた。倉橋は「え、あの、その」などと言いつつも、結局は何も説明しないまま土屋と中納に付いていき、化学室を後あとにした。去り際ぎわに土屋が俺の方を尖とがった目つきで一いち瞥べつしていった。

  「──なあ向井。お前、自分が何やったかわかってんのか？」

  　今度は目の前のカッコつけ男が俺を睨にらんでくる。どうやらさっきの倉橋の弁解が中ちゆう途と半はん端ぱに終わったため、ますます俺への不信感を強めているらしい。

  「……別に」

  「ああ？」

  「……別に……」

  　俺は答えになっていない答えを返した。倉橋が何も言えなかったのも、無理のないことだもんな──そうやって諦あきらめる気持ちが湧わいてきたからだ。

  　──増川に見られた場面だけはただの偶然だとしても、それ以前に倉橋は実際「襲われている」わけだ。この俺に。

  　俺は「自分が何やったか」を非常によくわかっていた。ウラビトと戦う関係上倉橋を押し倒すしかなかった、それだけだ。そしてウラビトを知らない増川からすれば、「俺が倉橋を押し倒した」──いい塩あん梅ばいに省略された結果、そういう単純な現実が出来上がる。増川の考えていることは決して間違っていなかった。増川の中でウラビトなどというものは存在していないのだから。

  「別に、じゃねえだろおい。ちょ、向井、聞けよ。お前が変なヤツだってのはわかってるけどよ、だからってクラスメイトにあんなことすんのは最低だろ？」

  　増川は俺に説教を始めた。それも面倒なことに、正しい正しい一般論を持ち出して、である。

  「やっていいことと悪いことがあると思わないか？」

  　──悪いこと、ね。得え体たいの知れないウラビトに体を乗っ取られることかな。

  「ちょ、黙だまってないでなんか言えよ。何考えてんだよ」

  　──お前いつの間にか立派になったなあって考えてる。

  「何で俺がこんなこと言うかわかってんのか？」

  　──「俺カッコいい！」って思いたいからじゃねえの？

  「お前のために言ってやってんだぞ！」

  　──……

  　へー、

  　ああ、

  　そうなの。

  

  「ちょ、向むか井い、何とか言──ぶはっ！」

  　俺はほとんどノーモーションで増ます川かわのどてっ腹ぱらを殴なぐった。増川は俺の胸倉から手を離はなし、体を「く」の字に曲げてうめいた。どうだ増川、悪いヤツの攻こう撃げきはよく効くだろ。なんてったって悪いヤツだからな。

  　俺は化学室から出ようとした。ここで「待て向井！　俺は何があっても、お前をダークサイドから連れ戻してやるからな……！」とかいう台詞せりふが背後から聞こえてきたら面おも白しろかったのだが、増川はうんうんとうなっているだけで、そんな名シーンは到底期待できそうになかった。あーあ。明日辺り増川死なねえかな。授業中に突然吐と血けつして死ねばいいのに。

  　化学室を後にして、昼休みの校内を手ぶらですたすたと歩く。実を言うと、増川と出くわした時点で俺はもう心を決めていて、まあつまり三日連続の早退へと洒落しやれこむつもりだった。

  　明日からどうしようかな。この感じだと学校中からシカトとかされるんだろうな、絶対。まあ最初から予感はあったから今いま更さらどうでもいいや。むしろ何日か連続でサボって、真剣に黒服対策をした方がいいかもしれない。学校なんかよりそっちの方が重要な問題だろう。

  　昼休みの校舎内は騒さわがしかったけれど、自分には全く関係のない騒がしさだったので、かえってあれこれと思考がはかどった。今後のプランを考えながら校舎を足早に抜け出し、俺はそのまま部室棟の裏まで進んでいく。誰だれもいない。オーケイ。昨日と同様、ここの壁を乗り越えて帰ることにしよう。

  「向井君！」

  　あーうるせえ。向井君はこれから帰宅ですよっと。

  「……向井君！」

  　──あ？

  　壁に手をかけようとしていた俺は、誰だよと思って振り返った。いや、その声でもう誰なのかはわかっていたのだけれど。

  　そこに、息を切らしながら俺を見つめる、倉くら橋はしの姿があった。

  「……はあ……よかった、間に合った……」

  　倉橋は何やら安心したようにそう言った。

  　間に合ったって、もしかしてこいつ、俺の早退を予想してたのか？

  「……」

  　ま、それはそれとして帰りますけど。俺は倉橋に背を向け、再び壁に手をかけ──

  「待って！」

  「……」

  「ねえ、待って！」

  　──何だよ、もう。

  　仕方なく壁から手を離はなした。ただし倉橋の方は向かない。だからどんな顔をしているのかは全然知らない。

  　案外、ニタニタ笑ってるんじゃないのか？

  「──ねえ、向むか井い君。その、増ます川かわ君とか亜あ紀き子こたちは誤解してたみたいだけどね、私は怒おこったりしてないから！　だからまず、それをわかって欲しいんだけど……私は、怒ったりしてないからね！」

  「あんたは自分を押し倒した男に怒らないのか？」

  　振り返らないままでそう訊きいてみた。自分でも笑えるくらい静かな声が出た。

  「……それは……」

  「じゃ、帰るわ」

  「待って！」

  　また「待って！」かよ。俺は心の中で三回くらい舌打ちする。

  「ねえ向井君、その──さっき、何があったの？　あの、よかったら話してくれない？　さっきの化学室の、あれ、何だったのかなって──」

  「もう話した」

  　俺は即答した。

  「え？」

  「だから、もう話した」

  「……もう話した、って？」

  　わかるわけないだろうな。でも噓うそは言っていない。昨日話しただろ。俺は勇者だって。

  「……えっと、それは……いつのこと、かな」

  「昨日」

  「昨日って、えっと──あの神社で、っていうこと？」

  　倉くら橋はしは恐る恐るといった様子で、けれどもしつこく問いかけを続けてくる。迷子の子どもの相手をするような口調で、だ。

  「……」

  「ねえ、向むか井い君、そうなの？」

  「あーそうそう。それそれ」

  　黙だまっている方が面倒だと気付いたので、ちゃんと返事をしてやる。

  　そして言いながら壁に手をかける。

  「というわけで、帰るわ」

  「待っ──」

  「うるっせえんだよお前は！」

  　ダメだ。我が慢まんできなかった。俺はぐるんと振り返り、自分に出せる最大級の大声で怒ど鳴なっていた。

  「──向井、く」

  「黙れっつってんだよ！　何なんだよさっきから！　気分悪わりぃんだよいちいちちょっかい出してきやがって！　まとわりついてくんじゃねえよこのボケ！」

  　倉橋の表情が凍った。凍ったけどそんなもん知るか。俺は怒鳴りながらある結論に至った。それはつまりこの女がやっぱりアレなんだという結論。

  　そう、要するにお前は──

  「要するにお前は、自分が満足したいだけだろうが！」

  　ようやく俺は、その言葉を倉橋に突きつけた。

  「優しいフリして、いい人のフリしてよ、自分は優しい人間ですよーって思いたいだけだろうが！　うぜえんだよこのオナニー女！　死ね！」

  　そこまで一気に言い切った。倉橋の顔から、表情らしい表情がさーっと消える。

  　あーあー、俺サイアクってか。極ごく悪あく人にん決定。はいはい。いいよそれで。

  「……む、かい、くん」

  　俺はもう向き直って壁にしがみついていたから、最後に俺の名前を呼んだときの倉橋の顔は見ていない。というかそもそも興味がない。

  　壁を乗り越えて道路に出る。そのままダイレクトに帰宅することに決めた。どこにも寄り道しないで帰って、そしてさっさと寝てしまおう。すぐさま寝てしまおう。

  

  　帰宅すると、当然時とき江え姉ちゃんはいなかった。まだ午後の二時前だもんな。仕事の最中だ。

  　昼食を摂とっていなかったことを思い出し、とりあえずインスタントラーメンを作って食べる。そしてすぐ二階に上がって自分の部屋に入り、布ふ団とんを敷しいてその上にパタリと倒れた。

  　──しかし、思った以上に、すんなり眠りにつくことは難しいわけで。

  　考えてみればまだかなり明るい時間帯だ。一応カーテンは閉しめ切ったのだが体内時計まではごまかせなかった。それにさっきの黒服との戦いではダメージ自体はほとんどなかったので、回復が早急に必要だというわけでもない。

  「……あー……」

  　ごろん、と寝返りを打ち、眠れない自分を忌いま々いましく思った。まあ仕方ないか。こういうときは、「眠ろう」と考えるとかえって眠れないもので、脳内に浮かぶ雑多な思考に身を任せるくらいがちょうどいい。

  　脳内に浮かぶ、雑多な思考。

  　二日前からの理り不ふ尽じんなウラビトラッシュについて、とかな。

  　あと、二日前からの理不尽な、どーでもいい人間関係のアレコレ、とかな。

  「……」

  　そこから自由連想的に頭に浮かんできたのは、昨日廃神社で話したあの下らない話だ。本当に下らない、限りなく取るに足らない話。何であんな話を思いついたんだ、俺は。

  　──えっと、何だっけ？　世界に絶望をもたらすモンスターがいて？

  　──勇者はモンスターと戦ってて？

  　──勇者の周りの人間には、モンスターの姿は見えなくて？

  　──勇者が戦わなければ、モンスターは勇者の体を乗っ取って？

  　──周りの人間たちに絶望をもたらすから？

  　──みんなが勇者を罵ば倒とうしても、勇者は戦い続ける……ってか？

  「……アホか」

  　俺は後悔していた。何が勇者だ。今時小学生でもそんな言葉使わんわ。

  　だいたい、この例え話には重大な欠陥がある。モンスターが勇者の体を借りないと何もできないのだったら、勇者が本当にやるべきことはただ一つじゃないか。

  　そう、つまり、自殺すればいいのだ。

  　勇者なんぞという「器」がいるからモンスターが調子に乗るのである。そう考えると一番迷惑な存在はモンスターではなくて勇者の方だ。勇者が人知れず自殺すれば、それで即ハッピーエンド。誰だれも困りはしない。

  　その勇者に友達の一人もいないのなら、尚なお更さらそういうことになるだろう。

  「──本当、そうだよな」

  　誰が聞いているわけでもないのに、俺はぼそりとつぶやいた。やっぱり寝る前に考え事なんてやっちゃいけないんだよな。それで何かの問題を解決に導けた試しがない。よせばいいのに頭が勝手に思し索さくを続けてしまうから、全くもって本当に、どこまでいってもタチが悪い。

  　勇者はどうして、生まれてきてしまったのか。

  　勇者にはどうして、ウラビトが見えてしまうのか──
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  　起きた。そこは壁一面が白っぽい感じの部屋になっていた。すぐに冷蔵庫の中身を確認した。チョコレートが山ほど入っていた。

  　チョコレートを全部食べてから部屋のドアを開けると、いきなり建物の外の景色が広がって、このドアが玄関であることに気付かされた。今まで自分が入っていた建物は、丘の上の小さな小屋で、その玄関からは舗ほ装そうされた道路が延びている。天気はよく晴れていて、時間帯は多分午前中だった。てくてくとその道路を辿たどって、丘を下ることにした。

  　しばらく歩くと工場みたいな建物に着いて、その中には大きなベルトコンベアーがあった。設備らしい設備はそのコンベアーだけで、後はただの広々とした空間がそこにある。コンベアー沿いに椅い子すがあったので座った。コンベアーがどこから流れてきているのか、どこに向かって流れているのか、それは全然わからなかった。

  　コンベアーに乗って金属の塊かたまりが流れてくるので、椅子に座ったままその塊を持ち上げる。傷があるものはそこで捨て、傷のないものはコンベアーに戻す。塊の形はシンプルで、丸いものや四角いもの、三角のものが大部分だ。たまに菱ひし形がたのものもあった。

  　どのくらいその作業を続けたのかはわからないが、やがてコンベアーが止まった。今日の仕事は終わりのようだった。来た道を戻って小屋に帰ることにした。

  　けれど、そのとき。

  　やっぱり考え直して、コンベアーの上に乗ってみた。そしてコンベアーが流れていた向きと逆方向に歩いてみた。コンベアーはどこから流れてくるのか。その源流に向かって進んだ。

  　時間にして二、三分間、ずっと歩いていると、やがて景色が変わった。いつの間にか工場の外に出ていたようだった。

  　そして、そこに、時とき江え姉ちゃんがいた。

  

  　──ああ。

  　コンベアーの向こうはあの公園だった。黒服の野郎が襲おそってきたあの場所。時刻は夕方で、辺りはすっかり橙だいだい色いろに染まっていた。

  　俺と時江姉ちゃんは並んでベンチに座り、二人で缶ジュースを飲んでいる。時江姉ちゃんの髪型は短髪ではなくセミロングになっていて、しかも学校の制服を着ていた。夏服だ。スカートの丈が随ずい分ぶん短かった。

  　加えて、よく見ると、時江姉ちゃんが飲んでいるのはジュースではなかった。

  「だーっはっはっはっは！　なに、城じよう介すけんとこの小学校、未いまだに授業中廊下に立たされたりとかすんの？　マンガじゃん！　昭和のマンガじゃん！」

  　俺の右みぎ隣どなりで、缶の中身をあおりながら、時とき江え姉ちゃんが大声で笑う。

  「いや、そんなにしょっちゅうやってるわけじゃないし」

  「でもお前、やらされたんだろ？　そのうるせえババアの担任に」

  「……やらされんの、俺くらいだし」

  「へえ。なんか目ぇつけられることでもやったのか？」

  「──」

  　そう。

  　俺は小学五年生で、今は例の、「変態事件」の直後の時期だ。

  「まあ、別に気にすんなよ。『小学校の担任に好かれること』なんてのは、『人生において頑張らなくてもいいことランキング』第一位だぜ？」

  「担任だけじゃなくて、多分クラス全員から好かれてないよ」

  「じゃあそれもランキング一位だ。同率一位」

  「……何でそうなるんだよ」

  　時江姉ちゃんは高校一年生。その喋しやべり方はもちろんいつもと変わらない。

  「そういう時江姉ちゃんは、友達いっぱいいるじゃんか。なんかあの、コワい人たち」

  「いっぱいはいねーよ。っていうかコワくねーよ。ヤニ吸ってバイク乗ってるだけだろ」

  「それがコワいんだよ、あの人らは」

  「ま、いいや。とにかく、アタシだって友達らしい友達はそんなにたくさんいねーっての。その友達にしたって、好かれよーとか思って友達になったわけじゃない。結果的にたまたまそうなってただけ。いーか城じよう介すけ、そもそも学校ってのはな、友達作りのために用意された場所じゃないんだぜ？」

  「じゃ、何のために学校行くんだよ」

  「学校なんてクソつまんねえ、ってことを勉強するためさ」

  　時江姉ちゃんはきっぱりと言い切った。

  「……でも時江姉ちゃん、つまんないって言いながら、いつも俺より全然楽しそうじゃん」

  「そりゃ学校がつまんねえことに気付いたからだよ。気付くと工夫するようになるからな。そして今でも学校のつまんなさを真剣に勉強してるところだ」

  「普通の勉強は全然しないのに？」

  「うっせえ」

  　小突かれた。

  「まー、とにかくだ。別に友達にこだわる必要なんかねえんだよ。この世にゃ友達より面おも白しろいモンだって山ほどあるんだからよ。友達ってのはたまーにできるくらいがちょうどいいし、っていうか、たっまーにできるモンだからこそ、友達って友達としてセーリツするんだぜ？」

  　飲んでいるもののせいか、時江姉ちゃんはかなり饒じよう舌ぜつになっていた。

  「……どういうこと？」

  「ああもう、お前絶対国語の成績悪いだろ。いーか、よーするにだ、基本的にだいたいの人間とは仲良くなれねーってことだよ。で、だからたまーに、たまーに仲良くなれそうなヤツと出会ったときは、そいつを大事にするようになるだろって話だ。……おお、今アタシ、何気に超いいこと言ってねえ？」

  「──でも、時とき江え姉ちゃん」

  　俺はジュースを一口含んでから、顔を上げた。

  「……俺はさあ、その『たまーに』さえ、ないんだよ。──その、ただの一人も」

  「アタシがいるだろうがぁーっ！」

  　その瞬しゆん間かん。

  　時江姉ちゃんは、俺の肩に左腕を回し、すぐ眼前にその赤ら顔を近づけた。

  「──え、あ──」

  　自分の全身が、火ほ照てっていくのがわかった。

  「おーい、城じよう介すけぇ。寂さびしいこと言うんじゃねえよ。お前、散々アタシとバカやっといてよ、今いま更さら何言ってやがんだ？　あん？」

  「で、でもあれは、俺が友達いないから、時江姉ちゃんが構ってくれただけじゃ……」

  「そう。お前にゃ友達がいねえ。フツーのガキとは全然違ちげえ。だからお前と遊んでると、アタシゃ全然退屈しねーんだぜ」

  　そう言って時江姉ちゃんは、俺の目の前で歯を見せて笑う。

  　手を伸ばせばすぐ触ふれられそうな位置に、時江姉ちゃんの顔がある。

  　俺の鼻をさしていたのは、時江姉ちゃんの息に混じる、クラッとする匂においと──

  　確かにそれとわかる、女の匂いだった。

  「──時江姉ちゃん」

  　俺はそのとき、心を決めた。

  　心を決めて、時江姉ちゃんの顔を、じっと見つめた。

  　おう、どうした？　時江姉ちゃんもそんな感じで、俺の目を見つめ返す。

  　そして次の瞬間、時江姉ちゃんの後ろに、

  　全裸の大男が現れた。
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  「わああっ！」

  　飛び起きた。全身が汗でびっしょり濡ぬれている。そのくせ寒気がする。

  「おおう、びっくりした。起きたのか」

  　見ると、俺の正面に時とき江え姉ちゃんが立っていた。さっきまで夢の世界にいた時江姉ちゃんとは違って、ざっくり切った髪にＴシャツとＧパン、という普ふ段だんの格好。

  　そして、さっきまではなかった、左目の上に並ぶ三本線の傷跡。

  「どうした城じよう介すけ、うなされてたのか？　すげえ顔色悪いぞ」

  　時江姉ちゃんは心配そうに俺の顔を覗のぞき込んだ。俺は返答する余裕もなく、ぜいぜいと激しく息を吐はく。

  　何時間寝ていたのだろう。時江姉ちゃんが帰宅しているということは、もう日没後なのか。

  「……城介？　大だい丈じよう夫ぶか？」

  「──大丈夫。多分」

  　何とか声を出せた。俺は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、再びばたりと横になる。

  「お、そうだ、もう晩メシできてるからな。まあ適当に休んだら下まで降りて来い」

  「……うん、わかった」

  　食欲は一切なかったけれど、一応頷うなずいた。時江姉ちゃんは俺の返事を聞き、そのまま部屋を出て行った。

  　俺は仰あお向むけに寝転がったまま、さっきの悪夢を思い出していた。降りて来いと言われたけれど、あの夢の余よ韻いんのせいでなかなか立ち上がれそうにない。

  　夢に出てきた五年前の光景に思いを馳はせてみる。昔から、時江姉ちゃんだけは俺の味方だったんだな。そしてそれはずっと変わらず、今も彼女は俺の味方なんだと思う。

  　現に時江姉ちゃんは、俺なんかとの共同生活に、嫌いやな顔一つしない。

  　──だからやっぱり、俺は時江姉ちゃんが苦手だ。

  「……あー……」

  　よく寝たはずなのに、疲労しきったような声がつい漏もれ出てしまう。そう言えば、寝る前にややこしい考え事をしていたんだよな。何だっけ。そうだ、どうしてこの世に生まれてきたのか、とか何とか、それはもうエラく鼻につくお話。

  　改めて考えてみると、やっぱり俺が生まれてきたことに意味はないと思う。そしてそういう無意味な存在には、誰だれかに味方になってもらう資格なんてない。それが道理だと思う。

  　なのにどうして、時江姉ちゃんは、俺に冷たくしてくれないのだろう。

  　あの顔の傷をつけたのは、他でもないこの俺だというのに。

  　あの日、夕暮れの公園で。

  　突然ウラビトが現れて。

  　想おもいを告げるはずだったのに──

  

  　俺は、初恋の人の綺き麗れいな顔を、台無しにした。

  　台無しにしたんだ。


  


   　第七章　倉橋美冬　Ⅳ

  

  　午後の授業が終わると、私は真っすぐ家に帰った。

  　今日の夕食当番は私だったけれど、スーパーには立ち寄らなかった。帰宅してまずはキッチンに入り、冷蔵庫の中身をチェックする。余りものはそんなに充実していなかった。二人分を作るのは難しいかもしれない。

  　私はキッチンを出ると、二階に上がり、『書庫』の中に入った。

  　室内の照明は点つけず、机の上の電気スタンドのスイッチだけを入れる。それだけの明かりでも、『書庫』の様子は充分に見て取れるのだった。三年前と変わらない、本棚と机だけの部屋。変わらないのは当たり前だ。私が片付けないのだから。

  　私は椅い子すに深く座ると、何をするでもなく、自分を見下ろす本棚の方にぼんやりと視線を向けた。当然その本棚の中身も、三年前から少しも変わらない。

  　もう、三年も前──
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  「倉くら橋はしさん、お母さんが──」

  　私は当時中学一年生で、担任の先生にそうやって呼び出されたのは、午後の授業が始まった直後のことだった。

  　担任の先生から聞いたのは、お母さんが仕事中に事故に遭あったらしいということ。そして今、病院に搬はん送そうされて緊きん急きゆう手術を受けるところだということ。話を聞いた後、私は先生の車に乗せられて病院へ向かった。その車内での記き憶おくは、どういうわけかひどく曖あい昧まいだ。思い出の映像の中では、学校の次の場面が突然、手術室の前になる。手術は既すでに始まっている。気付いたら私の隣となりには、青ざめたお父さんの姿もある。

  　──お母さんは、誤って足を踏ふみ外したのか、宿舎の非常階段から建物の外へ転落した。

  　──宿舎に隣りん接せつした道路へと頭から落下し、そのまま意識を失っていた。

  　後で詳しく聞いた説明の内容は、およそそのようなものだった。

  　事故の瞬しゆん間かんを間近で目もく撃げきした人は誰だれもいない。黎れい明めい園えんの一部の子どもたちが、遠目にその様子を見ただけだった。お母さんの同どう僚りようの人たちの証言は、急に姿を消したお母さんがいつの間にか道路に倒れていた、というもの。

  　そのときの私自身に関して、奇妙な点が一つある。事故についての話を聞き、それがどんな状況だったのか理り屈くつでは把は握あくしたはずなのに、私には事故現場の様子をイメージすることが全くできなかったのだ。何な故ぜかそのとき、お母さんが道路で横たわっている映像は、ほんの少しも頭の中に浮かんでこなかった。

  　私は心のどこかで、みんなが真剣に噓うそをついているのではないかと感じていた。

  　単純に、突とつ如じよ聞かされたその話から私が逃とう避ひしていただけかもしれない。それは私が呑のみ込むには、あまりにも痛過ぎる現実だった。自分の思考が凍ってしまっても、何ら不思議のない残ざん酷こくな現実。

  　けれど、理由はそれだけでもないように思う。

  　もう一つの大きな原因は、長い手術を経て意識を取り戻したお母さんが──いつものお母さんのままだったこと、ではないだろうか？

  「心配かけてごめんなさい！　本当ごめんって！　……もう、美み冬ふゆ、そんなに泣かないでよ！　しばらく入院が必要ってだけでさ、きっと大だい丈じよう夫ぶだから！　泣ーかーなーいーで、ほら、ね？」

  　頭をくるむような包帯を巻いていたお母さんは、それでも意識だけは怖いほど明めい瞭りようだった。手術直後のお母さんは、むしろ「元気」と言ってもよかった。おかしな話だけれど、本当に健康だとさえ言えそうな状態だったのだ。

  　手術直後は。

  「あー、でもこれさー、私が入院してたらご飯作れないねぇ。あなた料理できる？　アハハ、できないでしょ？　参ったなー、美冬、頑張ってくれない？　なんちゃって」

  　私はお母さんがそうやって陽気にふるまう様子を、内心ひどく恐れていたように思う。前からずっと抱いだいていた、お母さんがあまりにも強過ぎるという懸け念ねん。その懸念が頂点に達したのはまさにこのときだった。

  　強過ぎるのは、何かを隠しているからだ。強く見せなければならないとき、そこには恐ろしい影のようなものが潜ひそんでいて──

  　それが、私の抱いた予感。

  　そしてその予感は的中した。

  　お母さんは入院三日目、脳にできた血けつ腫しゆのせいで、眠るようにして息を引き取ったのだ。

  　まるで事故とは関係なく、それがお母さんの寿命であるかのような最さい期ごだった。お母さんは自分の死期を知っていて、だからこそ最後の時間、誰だれよりも強気にふるまっていた──そんな想像をかき立てるような最期。

  　もちろん、お医者さんでさえ対応できなかった血腫のことを、お母さんが知っていたとは到底思えない。けれどお母さんは事故に遭あった後、自分の死が近いことを心のどこかで感じ取っていたような気がする。少なくとも私はそう思う。

  　事実、病床でのお母さんの言葉には、遺言のつもりで語られたとしか思えないようなものがあった。

  

  「ほら、泣かないで、ね？　ごめんね、お母さん今度から気をつけるから」

  　それは、事故の日の夜のことだった。仕事の電話でお父さんが席を外し、病室は私とお母さんの二人きりになっていた。私はお母さんに何回「泣かないで」と言われても、涙を止めることができないままでいた。

  「……今度から、って、お母さん、いっつも……いっつも、怪け我がばっかり、してるじゃない」

  「あー、ごめんごめん。ごめんって。でもほら、今回のがちょっとひどかっただけでさ、お母さん怪我には慣れてるから」

  「……そうやって、いっつも……」

  　──いっつも、ごまかして。

  　そう言いたい気持ちが、ぶすぶすと燻くすぶっていたのを覚えている。

  「そりゃあ滑すべって落っこちちゃったときはびっくりしたけど、ほら、お母さん頑丈なのよ。現に手術もさ、この通り上う手まくいったじゃない。ねえ？」

  　あっけらかんとしたお母さんの言葉を聞きながら、私は絶え間なく涙を流していた。

  　そしてとうとう限界を迎えることになったのだ。

  「それよりさ、美み冬ふゆがずっとお母さんのこと気にして、学校とか楽しめなくなる方がお母さんは辛つらいのよ？　怪我のことは大だい丈じよう夫ぶだから──」

  「大丈夫じゃないじゃん！」

  　大声で、そう怒ど鳴なった。

  「……」

  「全然大丈夫じゃないじゃん！　お母さん、こんな、ボロボロになって！　いっつもそんなのばっかりじゃん！　大丈夫大丈夫って、私にもお父さんにも、強がってばっかりで！　何で？　何で『大丈夫』とか言うの？　私もお父さんも、そんなの、見てるだけで──」

  「美冬……」

  　自分の全身が震ふるえているのがわかった。これまで私が積もらせてきたお母さんへの気持ちの全すべてが、一気に[image: ]あふれ出すような感覚だった。

  　その感覚に任せて、私は初めて──

  「──お母さん、何か隠してるんじゃないの？」

  　真実に触ふれようと、試みた。

  「──」

  「お母さん、何か隠してるでしょ？　いつもお仕事のとき、何をやってるの？　それって、私にもお父さんにも、言えないようなこと？」

  「……何も隠してないよ？」

  「噓うそでしょ」

  　いつの間にか、私の涙は止まっていた。

  「お母さんが、不注意で階段から落ちるなんて、考えられない。……なんかそれ、噓っぽい」

  「アハハ、あのね、事故の内容に噓うそついてどうするのよ」

  「だからそれは、何か隠すためなんでしょう」

  「──そう思うの？」

  「そう思う」

  　私は言い切った。

  　するとお母さんは、何な故ぜかふっ、と微笑を浮かべた。

  　そして、女の人にしては少し大きめなその右手を、私の頭にそっと乗せたのだった。

  「──美み冬ふゆは、優しい子だね」

  「え？」

  「これ言うとね、美冬はそんなことないって言うかもしれないけど──本当に、美冬はとっても優しい子だよ。だってね、美冬は、目に見えるところだけじゃなくて、見えないところを思いやることができる子だもんね」

  「……」

  「誰だれだってね、ついつい見えるものにばっかり捉とらわれちゃうものなのよ。見えるものの方が、断然わかりやすいからね。でも美冬はそのわかりやすさに逃げない。お母さんはね、美冬のそういうところが大好きなの」

  　大好き、と。




  [image: ]


  　お母さんは、そう言ってくれた。

  「美み冬ふゆは自じ慢まんの娘よ。お母さんの一番の自慢はね、美冬の母親になれたことなのよ」

  「……親バカ」

  「ははっ、親が親バカやらなくてどうするのよ？」

  　お母さんは照れくさそうに笑い、私の頭をぐしゃぐしゃと撫なでまわした。

  「──だからね、美冬。お母さんのことは、いいから」

  「……」

  「その優しい気持ちはね、美冬がこれから出会っていく人たちに向けてあげて。そうしてくれるのがね、お母さんにとって一番嬉うれしいことなの。見えないところで苦しんでいる人の、その苦しみに気付いてあげられる、そういう人になって欲しい。ね？」

  「……うん」

  　お母さんは、最後まで笑顔のままだった。

  　その笑顔は、願いを託された私が──

  「……私に、できるかな？」

  　そう問いかけたときも、もちろん変わらず。

  「できるよ。美冬は、本当に本当に、優しい子なんだもん」

  　お母さんはいつもの笑顔で、そう返してくれたのだった。

  



  
    　＊　　＊　　＊
  


  

  　それから三年間、私は──

  　私は『書庫』を、お母さんの残ざん滓しを、三年前の姿のままに守り続けてきたのだった。

  「……お母さん」

  　私はここにいないお母さんを呼んだ。その震ふるえた声が引き金になった。自分の視界がみるみるうちに滲にじんでいく。私の顔はすぐさま涙でずぶ濡ぬれになった。喉のどからせり上がってくる自分の泣き声はまるで赤ん坊のそれのようで、どれほど堪こらえようとしても今の私には抑えることができなかった。

  　頭の中に響ひびいているのは、向むか井い君に叩たたきつけられた言葉。

  〝要するにお前は、自分が満足したいだけだろうが！〟

  　それはほとんど私の体を切り裂くような感覚を伴って、繰くり返し繰り返し私の中で反はん響きようし続けるものだった。私は誰だれもいない『書庫』の中で、身をよじらせて嗚お咽えつした。嗚咽しながら心のどこかで、その痛みの意味を深く理解していた。そのせいで一層涙が[image: ]あふれ、私はとうとう立ち上がることすらままならなくなり、床の上に体を横たえて泣き続けた。

  　──お母さん。

  　──お母さん。

  　心の中で声を上げる。届くはずもないのに、声を上げる。

  　お母さん。

  　やっぱり私、できなかったよ。

  　誰だれかの苦しみに、気付くことができなかったよ。

  　あのね、お母さん。

  　私は、お母さんの思うような、優しい人間なんかじゃないよ。

  　だってね、

  　だって、

  　私わかっちゃったの。

  　他の誰でもない、私自身のことがね、

  　わかっちゃったんだよ。

  

  〝要するにお前は、自分が満足したいだけだろうが！〟

  

  　──向むか井い君の言う通りなんだよ。

  　私は、向井君のことなんて、少しも思いやってなかったんだよ。

  　全部が、全部が私のため。

  　向井君がね、人として、不安定だなんて、

  　そんなことを言われてたからね、

  　私は優しい人間を、

  　優しい人間を気取ったの。

  　それはただ、私自身が、

  　私自身が満たされたかったから。

  　だってね、私、耐えられなかったの。

  　不安定って言われる、向井君の心のことが、

  　ほんの少しも、ほんの少しさえも、わからないことに。

  「お母、さん……」

  　私は喉のどを震ふるわせた。それはもはや声にさえなっていなかった。追い詰められた動物がかろうじて鳴き声を絞り上げるように、私はもう二度と会えないお母さんを呼ぶ。

  　お母さん。

  　ごめんね。

  　私、お母さんが望んだことと、全然逆のことをやってたんだよ。

  　向井君の気持ちを、全然考えないで、

  　ただ私が、私の後悔を、

  　お母さんの隠していた何かに、気付けなかったことを、

  　その後悔を晴らしたかっただけ──

  

  「──美み冬ふゆ」

  　そのとき、『書庫』のドアがそっと開かれた。私はボロボロと涙を流しながら顔を上げる。

  　そこに、お父さんの姿があった。

  「……どうした。何があったんだ？」

  　お父さんは静かな声で、床に寝そべった私にそう訊きいた。その声がいつもの調子とほとんど変わらないことに、私はかえってひどく狼ろう狽ばいする。

  　そうだ。もうとっくに、お父さんが帰宅する時間になっていたんだ。

  「ご、ごめんね、お父さん、なんでもないから──」

  　私は慌あわてて袖そでで涙を拭ぬぐい、跳び上がるようにしてその場に立った。顔を隠しながらドアの方へ進み、お父さんの横を通り抜け──

  「待ちなさい」

  　通り抜けようとして、引きとめられた。

  「え？」

  　どうしたの、とこちらが訊くより先に、

  「お母さんのことか？」

  　その一言を突きつけられ、私は言葉を失った。

  「お母さんのことなんだな？　なあ？」

  　黙だまってしまった私の顔をじっと覗のぞき込んで、お父さんはもう一度そう訊いてきた。

  「……ち、がう」

  　私は噓うそをついた。けれど、お父さんは敏感だった。私の弱々しい否定の言葉に少しも騙だまされることなく、「お母さんのことなんだろう」と念を押すように言ってきたのだった。

  「──この部屋で泣いていたら、そりゃあお母さんのことだって思うよ、普通」

  「で、でも、その、大したことじゃないから、ね？　だから──」

  　再び[image: ]あふれ出した涙を拭ふきながら、話を終えようと試みる。

  　けれどお父さんは、私の言葉を遮さえぎり、

  「……美冬は、お母さんにそっくりだな」

  　苦笑いを浮かべ、ささやくように言ったのだった。

  「え？　そんな、そっくりだなんて、」

  「そっくりだよ。泣き言全然言ってくれないところなんか、もうお母さんそのものだよ」

  　言われて、私は刃物で胸を貫かれたかのような錯さつ覚かくを覚えた。

  「……なあ、美み冬ふゆ。別にお父さんは、何か込み入った話をしたいってわけじゃないんだ。単に美冬の気持ちをさ、教えて欲しいだけなんだよ。そう思っちゃうことは、その、なんていうか──そんなに、おかしいことか？」

  　お父さんは、真っすぐに私の目を見た。

  「私の気持ち、って──」

  「話す時間を取らなかった、お父さんのせいでもあるんだけれどね。……この機会に、いろいろ聞かせてくれないかな。その──」

  「……」

  「その、美冬が、『書庫』を片付けたくないのは、どうしてなのか──とかも、さ」

  　そう言われて、私はとうとう、取り繕つくろうことを放ほう棄きした。

  「お父、さん……」

  　私はお父さんの胸に顔を押しつけ、幼い子どものように泣きじゃくった。次から次へと[image: ]あふれてくる涙がお父さんのワイシャツを濡ぬらす。私の背中にはお父さんの両腕がそっと回され、その体温が私の体にじんわり伝わってくるのがわかった。

  　どのくらいの時間、そうやって泣いていたのだろう。お父さんはその間、ずっと無言で私を抱き締しめてくれていた。声を上げて泣きながら、私は自分の思い上がりを恥じていた。心の底から恥じていた。

  　私は、こんなにも弱い。

  　こんなにも弱いくせに、人を救える気になって──

  

  　それから私は、お父さんに全すべてを話した。向むか井い君のこと。向井君がお母さんに似ているということ。その悩みを聞こうとして、私に投げつけられた言葉のこと。

  　そうやって言葉にされるまで少しも気付けなかった、私自身のこと──

  「……そっか」

  『書庫』の床に座って、お父さんは静かに話を聞いてくれた。お父さんの正面に腰を下ろしている私は、この二日間の出来事を全て語り終えると同時に、『書庫』のことを話す決意も固めていた。

  　三年間、ずっと言葉にしなかった思い。

  　そして恐らくは、三年前から、お父さんには気付かれていた思い。

  「──私ね、お母さんの悩みを、聞けないまま、お母さんが死んじゃったことが、まだ、三年経たってもまだ、全然受け入れられないの」

  「うん……」

  「……本当はね、もうわかってるんだよ。お母さんは帰ってこないって。でも、この『書庫』の中だけは、お母さんがいたときのままで、お母さんがここにいるみたいで、だから──」

  「……」

  「ここにいると、少し、忘れられたの。お母さんが、いなくなった、ことを……」

  　そこまでが、限界だった。

  　私の話はただの泣き声に変わっていた。再び泣き崩れる私を見て、お父さんがゆっくりと私の頭に手を乗せる。そのままお父さんはしばらく、ぎこちない手つきで私の頭を撫なで続けた。

  「ありがとう、美み冬ふゆ。話してくれて」

  　お父さんは、静かな声でそう言った。

  「……私……何もできなかった……お母さんにも……その、同じクラスの、人にも……！」

  「──美冬」

  　ふと、お父さんが、私のアゴにそっと指をかける。

  　うなだれた私の顔をゆるやかに持ち上げ、そしてお父さんは、

  「美冬。いいんだよ。人は人を救えないもんだ。お父さんだって、美冬と同じさ」

  　指で私の涙を拭ふきながら、そうささやいたのだった。

  「……救え、ない、って……？」

  「お父さんだって、お母さんを救えなかった。今にしたって、父親としてちゃんと美冬を支えられているかどうか、相当怪しいもんだ」

  「……」

  「でも、だからこそ、さ。だからこそ、お父さんも美冬も、自分で自分を救うところから始めればいいと思うんだ。それにしたって、なかなか容易たやすくできることじゃない。だから美冬、自分を責めないで欲しい。──きっと、お母さんも、美冬が美冬の抱える弱さに気付いたっていうそのことを、何よりも嬉うれしく思っているんじゃないかな」

  「……」

  　そして私とお父さんは、しばらくの間、無言のままで向かい合った。

  　時間にして数分、その沈ちん黙もくの時間に、先に区切りをつけたのは──

  「……お父さん」

  　私の方だった。

  「『書庫』、今から、片付けよう……」

  

  　私とお父さんは手分けして、『書庫』にある大量の本を棚から引っ張り出すと、難解そうな専門書を中心に、紐ひもで縛しばる作業に入った。私もお父さんも読まないような本から優先して、まとめて物置へと移していく。片付けの方針がそういう形に決まると、後は単純作業を繰くり返すまでのことだった。

  　本棚の中が隙すき間まだらけになってくると同時に、床が分厚い本の束でいっぱいになってきたので、そこから先はお父さんが一束ずつ物置に運び、『書庫』に残った私が続けて遺品を整理することにした。足の踏ふみ場がなくなってきても本棚の中はまだ空からにならない。なので、お父さんが物置へと移動している間、先にお母さんの机の中の整理に手をつけた。

  「……ここ開けるの、初めてかも」

  　一人つぶやきながら、机の引き出しに手をかける。お母さんのプライベート、そんなふうに考えると、どうしても開けることがはばかられた引き出し。

  　驚おどろいたのは、その中にもぎっしりと本が詰まっていたことだ。本棚とは違って、ここにはポケットブックみたいなものが多い。勉強の最中によく使っていたのか、たくさん付ふ箋せんを貼はってある本が多かった。

  　私は引き出しを一段一段空っぽにしていき、中身は全部ごそっと机の上に置いた。本ではなく、何冊もの大学ノートだけで埋うまっている引き出しもあり、各おの々おののノートの表紙には「倉くら橋はし佐さ和わ子こ」と、綺き麗れいな字でお母さんの名前が書かれてある。

  　私はパラパラとそのノートの一冊をめくってみた。それはどうやら勉強した内容をまとめたもののようで、子どもの心の病理に関係する用語があちこちに見受けられる。ところどころに蛍光ペンできっちりと線が引かれていて、お母さんの几き帳ちよう面めんな性格がそこに表われている感じがした。お母さんが勉強しているところは見たことがあるけれど、その痕こん跡せきをこうやって手に取るのは初めてのことだった。

  　次に、別のノートを手に取った。さっきのノートよりかなり分厚いのが特徴的だ。これは勉強用とはまた違うものらしく、色つきのペンが使われた部分が少しもない。どこのページも似たような感じで、日付と短めの文章がセットになった形式が続いている。

  　──そう、日記。

  　それは、お母さんの日記と思われるものだった。

  　私は、ノートをめくる手を止めた。

  「……」

  　数秒間、同じ姿勢のままで私は固まった。

  　強いジレンマが私を襲おそった。お母さんのものとはいえ、さすがに人の日記を見ることには抵抗を感じてしまう。けれど一方で予感があった。つまり、これ以上の「手掛かり」は、他のどこにもないだろうという予感。

  　──お母さんの隠していたものが、果たして何だったのか。

  　私は今、何年もわからなかったその謎なぞを解く手掛かりを──あるいは、もしかしたら答えそのものを、手にしているのかもしれなかった。

  『書庫』を出たお父さんが、物置から帰ってくる気配はない。

  　その気配がないせいで、悪い私がどんどん優勢になっていく。

  　──お母さん。

  　そして私は、心の中で。

  　──お母さん、ごめんなさい！

  　心の中で、深く謝り。

  　──本当にごめんなさい！

  　そのノートを開いたのだった。

  

  『今日は黎れい明めい園えんに一人出た。

  　強くはなかった。食べたときの印象だと、多分たくさんお酒が飲みたいだけの、比較的単純なタイプという感じ。拳こぶしで自分の腹部を強打して消去。

  　最近はこういう素そ朴ぼくなものだと嬉うれしく感じるようになってしまった。少なくともサーフィスがもっと殺さつ伐ばつとしているなら、より厄やつ介かいな種類が増えるはず』

  

  　──？

  　たまたま目についた部分。日付は七年近く前の、夏の日になっている。

  　何について書いているのか、よくわからない。

  

  『通勤途中で一人遭そう遇ぐう。

  　今回は対人関係のこじれから発生したウラビトのよう。食べたときあまり余裕がなかったので詳細はわからず。けれど最近、このタイプが一番多くなってきている気がする。強かったので手段を選びにくく、路地裏で壁に頭をぶつけて消去するも、流血。

  　そのときの怪け我がについて、帰宅時、美み冬ふゆに訊きかれる』

  

  　それも、七年前の記録。

  　恐らく、お母さんの怪我が、ひどくなってきた頃ころのものだ。

  　これもよくわからない内容だった。お母さんの文章は想像以上に簡素で、しかも意味のわからない言葉がところどころに見られる。何かの暗あん喩ゆだろうか？

  　ただ、この文章から類推するに、少なくともこの日の怪我は──

  　お母さんのお仕事と関係がない。

  

  『今日はウラビトに会わず。その代わり仕事の方が大変。黎明園の子（三歳～五歳まで肉体的・精神的虐ぎやく待たい）に嚙かみつかれる。大人への不信感がひどく強固なものになっている様子。

  　最近、直感的に思うのだが、サーフィスの混乱に比例してボトム自体が膨ぼう張ちようしているのではないか。ここ数年のウラビトの強化は由ゆ々ゆしき事態だが、結局それはサーフィスの異常が引き起こすものであって、私たちの向き合うべき問題は基本的にサーフィスにある。今日のような日はそういうことを改めて考えさせられる』

  

  　六年前の記録──

  　パラパラと見ていく感じだと、この「サーフィス」という言葉と「ウラビト」という言葉は、日記の至るところで頻ひん繁ぱんに使われているようだった。同じような、見慣れないカタカナの言葉として、たまに「ボトム」というものがある。何なんだ、これは？

  　ここまでの記述を手掛かりに、私はさらに推測を進める。確実に言えることは、お母さんがやっぱり何かを隠していたということ。私の予感の通り、何かに悩んでいたということ。

  　それから、その悩みの中核に──

  

  『二人のウラビトに遭そう遇ぐう。黎れい明めい園えんにて一人、帰宅時に一人。

  　明らかにウラビトの数自体が増えているし、その強さも増している。

  　このままではキリがない。大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？』

  

  　──「ウラビト」という存在が、大きく関かかわっているということ。

  　私はそこでふと閃ひらめいた。あの日の記録はないのだろうか。五年前、お母さんが別人のようになったあの日。あのときお母さんは、いったい何を思っていたのか。

  　私は勢いよくページをめくり続けた。けれどそのノートの最後の日付は六年前になっている。ここから先は別のノートか。私はそう思い、机の上に並べたノートを片かたっ端ぱしからチェックする。すると予想通り、日記帳として使われている他の分厚いノートを見つけた。これだ。日付はだいたい五年前から三年前。

  　つまりこの一冊に、お母さんの死の直前までのことが記されているはずだ。

  　私は五年前の、例の日の記録を探した。そしてそれは思いのほかすぐに見つかった。その記録は他のものと比べてかなり長く書かれていて、一ひと際きわ目を引くものとなっていたのだ。

  

  『最悪の日。

  　私はやってはならないミスをした。一時的とはいえ、ウラビトに体を支配されてしまった。

  　帰宅途中に背後を取られ、頭に強きよう烈れつな打だ撃げきを受け、覚かく醒せい水準が一気に低下。記き憶おくがそこで途切れる。次に覚醒水準を回復させたとき、場所は家の玄関だった。目の前に美み冬ふゆがいた。

  　回復の理由がわからないまま家を飛び出し、物置の角かどに頭をぶつけて消去。

  　美冬を怖がらせたことが最も悔くやまれる。夕食のとき、美冬はこのことについて何も言わなかったが、違和感を覚えていることは確実だった。ウラビトに体を支配されること自体が避さけるべき事態だというのに、加えて私は家族を危険に曝さらした。最悪だ。

  　幸い、私に入ったウラビトが美冬に危害を加えた様子はなかった。それが唯一の救い。

  　ただそのことに関して、不可解な点がある。あのウラビトは決して自らの欲望を満たして自然消滅したわけではない。それなのに、何な故ぜあのとき私の覚かく醒せい水準が上昇したのか？

  　仮説として考えられることは、あのウラビトが美み冬ふゆの優しさに触ふれたことで、その凶悪な欲望のレベルを低下させたということ。それはつまりウラビトにとっての覚醒水準の低下に当たるわけだから、それで私が意識を取り戻した、と考えると、一応の辻つじ褄つまは合う。

  　かろうじて私が意識を取り戻し始めたとき、私はうっすらとあのウラビトの心の平へい穏おんを感じ取っていた。よく覚えていないが、多分美冬が何か温かい言葉をかけて、それがウラビトの欲望を緩かん和わさせたのだろう。私は美冬に助けられた。

  　それから、気になるところはもう一つある。消去する前に感じ取ったことだが、あのウラビトは恐らく、黎れい明めい園えんが生み出したものだ。

  　覚醒水準が上昇したとき、私の中に響ひびいていたのは「寂さびしい」という言葉だった。同時に流れ込んできたのは、見慣れた黎明園の光景と、幼い子どもが一人で家の中に放置されているイメージ。その子がいったい誰だれであるのかはわからない。ただ間違いなく、あのウラビトは私の職場から発生している。

  　サーフィスとボトムの繫つながりというのは、こんなにも身近なものだったのか。

  　そしてやはり、あの黎明園の子どもたちは、それほどまでに強い欲望を抱えているということなのだろうか』

  

  　ノートを持つ自分の手が、震ふるえているのがわかった。

  　──もしここに書かれていることが、真実だとしたら？

  　だとしたら五年前の、あの子どものようなお母さんは、お母さんではなかったということになる。「ウラビト」という謎なぞの存在に体を乗っ取られたお母さん。私はあのとき、その「ウラビト」と話していたというのか？

  　それは俄にわかには信じ難がたい話だった。けれどお母さんが、ただの妄もう想そうや創作で、こんなことを書いたりするだろうか？　これらの日記を字義通りの意味に捉とらえたとき、そこで推測されることを一つの線として繫げていくと、それはお母さんが怪け我がばかりしていた事情を矛む盾じゆんなく説明するものになってしまうのだ。私にはそのことがどうしても引っ掛かった。

  「ウラビト」という存在がいて、それがお母さんの体を乗っ取ろうとすること。そして「ウラビト」の「消去」のために、お母さんが「頭をぶつける」「転倒する」──要するに、体を傷付ける行為をしていた、ということ。

  「ウラビト」がもし空想上の存在だとしたら、空想に合わせてあんなにひどい怪我までしなければならない必然性が、あまりにも低過ぎる。

  　何より、「ウラビト」の存在が真実なら、あの日のお母さんの変へん貌ぼうの理由も納得できるものになるのだった。そう考えると、核心はここにあるという直感が、私の中でますます強くなっていく。私はさらにノートをめくった。次はより新しい方の日記を。五年前のあの日以降、お母さんはいったい何を考えていたのか。

  

  『今日は一人。自分の腕の肉を軽く嚙かみ切って消去。

  　詳細は不明だが、また虐ぎやく待たいから派生したウラビトだった。強い破は壊かい衝しよう動どうがあった様子。

  　例の事件があってから自分で嫌いやになるのは、美み冬ふゆに協力してもらえばもっと楽にウラビトを消せるのではないか、と考えてしまうこと。

  　そんな危険なことをできるわけがない。以前のように都合よくウラビトの欲望が治まるとも限らない。そんなことを期待して娘を巻き込むような真ま似ねをしたら、母親失格だろう』

  

  『今日はウラビトに会わず。

  　最近、徒労感が強い。急速なウラビトの増加・強化のせいで、ただウラビトを消すだけではもうほとんど無意味なのではないか、とすら考えるようになる。

  　もちろん、周りの人たちに危害を加えないために、ウラビトを消し続ける義務が私にはある。それは当然のこと。

  　しかし、トビラビトの役目とは、果たしてそれだけなのだろうか？

  　私にはどうして、ウラビトが見えてしまうのか。

  　それはただウラビトを消すためだろうか。

  　気がついたらそんなことばかり考えている』

  

  『虐待を受けた子どもたちを見ていると、ときどきトビラビトの存在意義がわかったような気になってしまう。

  　あくまでただの仮説だし、はっきり言って暴論かもしれないが、トビラビトとはその名の通り、サーフィスとボトムを繫つなぐただの「扉」に過ぎないのではないか？

  　抑圧された欲望の化け身しんであるウラビトをいくら消去し続けたところで、サーフィスに生きる人々の軋あつ轢れきが解消しない限り、ウラビトは発生し続ける。

  　ならば、単にウラビトを消去していくことは、トビラビトの本質ではないような気がする。

  　だとするとトビラビトは、抑え込んだ欲望ともう一度向かい合うための、ある種の媒ばい介かい物ぶつなのではないか？　抑圧された欲望について知るための道具として、私のようなトビラビトがサーフィスに生まれて来たのではないだろうか？』

  

  『私たちの住むこのサーフィスの歴史というのは、私たち人間の様々な欲望を成長させ、しかも同時にそれらの欲望を抑え込んできた歴史だと思う。

  　言い換えれば、欲望の進化の歴史。より正確には、欲望の『複雑化』の歴史。

  　ただご飯を食べ、ただ仕事をし、ただ死んでいく。そうやって、素そ朴ぼくな欲望に従って素朴に人生を全まつとうすることが、歴史の発展に伴ってむしろ困難になってきているとしたら？　

  　その中で、人間の欲望がどこまでも錯さく綜そうし、簡単に満たせない欲望ばかりが蔓まん延えんし、結果として生まれたのがボトムとウラビトなのだとしたら？

  　欲望の進化が人間にかけられた呪のろいのようなものだとして、トビラビトはその呪いを解くための力になれないのだろうか？』

  

  『今日はウラビトに会わず。

  　それにも拘かかわらず、仕事の方に集中できない。最近いつもそうだ。ウラビトの強化が顕けん著ちよになってから、トビラビトの役目だとか意味だとか、そんなことばかり考えている。

  　考える暇ひまがあるなら仕事を頑張れよ、と思う。今日も高学年の子が二人脱走、捕まえられた際教員数名に暴力。彼らの寂さびしさに寄り添うことができなかった。

  　あのときの美み冬ふゆの方が、よっぽど寄り添っていた気がする』

  

  　私はページをめくり続けた。

  　そのノートの最後の方──お母さんが亡なくなる前、最後の一年の日記に至る。

  

  『あまり認めたくないけれど、結局私は「一人で戦うこと」に、耐えられなくなってきているのだと思う。

  　最近はタチの悪いことに、周りの人を巻き込んだ方が合理的だ、という想像さえしてしまうことがある。ウラビトが発生するのは私だけのせいではなく、サーフィスに生きる多くの人たちのせいなのだから、ウラビトと向き合うのが私一人というのは理り不ふ尽じんだろう、と。私はただの中継役に過ぎないのであって、ウラビトに立ち向かう責任は全すべての人間にあるはずだ、と。内心そうやって逃げ道を探している。

  　愚おろかな話だと思う。第一、トビラビト以外の人々に、どうすればボトムやウラビトの存在を信じてもらえるというのか。そんな話をしたところで、心の病を疑われるに決まっている。

  　そもそも、精神に異常をきたした人間だと誤解されているトビラビトは、実際多く存在しているのではないだろうか。常人には見えない相手と戦い、その上自傷行為を繰くり返す。上う手まく隠れてそれをやらなければ、傍はた目めには心を病やんだ人に見えてしまうだけだ。ウラビトに入られてしまったときなど、尚なお更さらそのように映ることだろう。

  　あるいは、そう思われていた方が、幸せだったのだろうか』

  

  　──心の、病。

  　常人には見えない相手。

  　ウラビトに入られてしまったとき。

  　日記に記されたそれらの言葉を見たとき、ふいに私は──

  　向むか井い君のあの話を、思い出していた。

  

  〝──何を隠そう、俺こそがその勇者なのである！〟

  　──まさか。

  　──まさか、でも。

  　私は不思議な感覚を覚えた。「不安定」と言われる向井君のぼやけた輪りん郭かくが、私の中で突然はっきりと形を成していくのがわかる。

  　頭に浮かんだのは、二日前、突然私を押し倒したときの向井君の姿。そして直後、屋上のドアに頭から突っ込んでいく姿。次の日の、全然様子が違って見えたあの感じ。そして今日、化学室の中で一人暴れていた姿。いや、もしかして戦っていた姿？　それから、その後──

  〝さっきの化学室の、あれ、何だったのかなって──〟

  〝もう話した〟

  　──もう、話した。

  　そう、あれは、つまり。

  　例え話として、という意味だったのか。

  　だとすると、向井君は、この日記の言葉で言うところの──

  「トビラビト」、なのではないか。

  

  『仮にトビラビトが私の思うような、サーフィスとボトムを繫つなぐ「扉」なのだとしても、私が一人で戦わなくていいという理由にはならない。いくら悩んだところで、最後には必ずその現実と向き合うことになる。ならば、私の成すべきことは最初から決まっているのだろう』

  

  　お母さんと、向井君。

  　二人の繫がりに触ふれた私は、震ふるえる手で最後のページをめくっていた。

  

  『ボトムとウラビトは、これから少しも弱まることなく成長し続けるのかもしれない。けれど、私一人が戦うことで全すべてが丸く収まるのなら、それで充分なのだ。

  　そう考えることにしようと思う。迷っても悩んでもどうしようもならないことは、静かに引き受けるしかない。それに、私の一番の目的は、もっとシンプルなところにあるはずだ。

  　何よりも、お父さんと美み冬ふゆを守ること。

  　そのための苦難なら、私はいくらでも受け止めよう』


  


   　第八章　向井城介　Ⅳ

  

  〝──あーあー、だからもう気にすんな！　アタシがいきなりカラんできたからビビって手が出たんだろ？　じゃあもうしょうがねぇよそんなの！　あーもううるせえから泣くなっての！　だいたいアタシゃ酔よってたからあんま覚えてねーんだよ、あんときのことは！〟

  　後日、時とき江え姉ちゃんは、そういうふうに話を片付けた。

  　あれは、事故だ、と。

  　酔った自分を無理に払いのけようとして、たまたま起こった事故だ、と。

  　──違う。

  　ウラビトは、ただの偶然で人を傷付けたりしない。

  　あのウラビトにだってもちろん、ひどく獰どう猛もうな意志があって。

  

  　でも。

  　その傷をつけたのは俺じゃないんだ、なんて、言えるはずもなかった。

  　俺が意識を取り戻したとき、夥おびただしい量の血で濡ぬれていたのは──紛まぎれもない、俺の右手。

  

  「おい城じよう介すけ、何やってんだ？　メシ冷めるぞ」

  　一階に降りてから五分後くらいに、時江姉ちゃんは俺の部屋に戻ってきた。布ふ団とんから体を起こすと、目の前で時江姉ちゃんが仁に王おう立だちしているのが見える。

  「……ああ、ごめん」

  　さっきまでずっと布団の上に横たわっていた俺は、ごめん、と答えつつも、すぐにまたぐったりとその場に寝転がる。顔を見なくていいように、うつ伏せの姿勢を取ることにした。

  「……ごめん、後で行く」

  「いやだからメシ冷めるっつうの。おいどうした、体の調子でも悪わりぃのか？」

  「──そういうわけじゃない」

  「じゃあ心の調子が悪ぃんだな」

  　時江姉ちゃんは、疑問形にせずそう言った。

  「──そういうわけじゃ」

  「噓うそつけぃ」

  　ぶに。

  　という感じで、時江姉ちゃんが俺の尻しりを片足で踏ふんづけた。

  「アレだぞ、噓つきは、ほれ、死ぬんだぞ」

  「……死なねえよ。世界中死人だらけだよ、それじゃ……」

  　顔を上げないままで、一応言葉を返しておく。

  「なー城じよう介すけ。ひとまず起きな。アタシも腹減ってんだからよー、早いとこメシにしよーぜ？」

  　時とき江え姉ちゃんは俺の尻しりをつま先でグリグリ弄いじってきた。それでも俺は、どうしても体を起こす気になれないでいた。

  「おーい、聞いてんのか？　別にウツでもいいからよ、とりあえず顔上げろっての」

  「……」

  　別にウツでもいい。

  　あまり聞いたことのない言い方だった。

  「──いや、ウツはマズくない？」

  「いやお前がどうかは知らねえって。アタシゃ気にしない、って言ってんだよ」

  「……」

  　沈ちん黙もくしてふせったまま、時江姉ちゃんの言葉も話半分に聞き流すつもりでいたのに、結局いちいち引っ掛かってしまう自分に気付かされる。時江姉ちゃんが殊こと更さら真剣な話をしているわけでもないのに──その言葉の背後にあるものを、勝手に深読みしている自意識過か剰じような俺。

  　──アタシゃ、気にしない。

  　本当だろうか。

  「なあ、起ーきーろって、城す──」

  「例えば」

  「あん？」

  　──ああ、何言ってんだ俺。

  　──また、アレをやるつもりかよ。

  「……例えば、その、すっげえ怖い化けモンがいて……そいつと戦わないといけなくて……」

  「──おう」

  「……んでもその化けモンは、自分にしか見えなくて……自分の体を乗っ取ってきて……」

  「ん、ちょい待て、何だ乗っ取るって」

  「……まあその、体に入ってきて、取り憑つく、っていうか……」

  「おう。で？」

  「……で、乗っ取ってきていろいろ悪さするから……その化けモンぶっ倒さなきゃならない……ってなったら……どうする？」

  　昨日と比べて、かなりハショった言い方をした。勇者とかモンスターとかいう言葉をチョイスする若さなど、今の俺には皆かい無むだった。

  　自分から話しておいてすぐさま後悔する。何でこう、いちいちそんなまどろっこしい話をしてしまうんだ、俺は？

  　……何を、期待しているんだ？

  「そうだなー、うん」

  　すると、時とき江え姉ちゃんは意外にも真ま面じ目めな声で、

  「まずは誰だれかに相談する」

  　そう答えたのだった。

  「……」

  「で、それでいいのか、城じよう介すけ？」

  「……そんなことしたら、おかしいヤツだって思われるでしょ……？」

  「そりゃもちろん、ごく一部の信用してるヤツにしか話さねえよ。そりゃそーだ、うん」

  「……じゃあ、話してみて、やっぱりおかしいヤツだって……思われたら？」

  「信用してるから別に気にしねーよ、そんなの」

  　──あれ？

  　何だろう。一貫しているような、支し離り滅めつ裂れつなような。

  「……じゃ、誰も、相談に乗ってくれなかったとして……」

  「そんときゃ諦あきらめる。そんときはな」

  「──」

  　諦める、か。

  　やっぱりそうするしかないんだよな。

  「……はあ……」

  　俺は顔を伏せたままで、深いため息をついた。つまるところ話はそこに行きつくのだなという面おも白しろみのない結論に、驚おどろくほどあっさりと打ちのめされてしまう。やっぱり、諦めるしかないってことか。パンツ盗んで変態扱い。諦める。屋上のドア壊こわして変人扱い。諦める。クラスの女子を押し倒して再び変態扱い。諦める。

  　好きな人の顔を傷付けてクサレ人間確定。

  　──諦める。

  「おーい、あんまり調子悪いんなら、やっぱりもうちょっと休んどくか？　酒でも飲まなきゃやってらんねえってんなら、アタシゃとことん付き合うぞ」

  「……時江姉ちゃん」

  「おう？」

  　俺は死体のように倒れたままで、話を始めた。

  「……時江姉ちゃんはさあ、何でそんなに、俺に優しくしてくれんの？」

  「何だそりゃ。優しくしちゃいけねえってか？」

  　時江姉ちゃんは俺を軽く踏ふんづけた状態のままだった。けれどそんなことは気にせず、俺はその話を続ける。

  「そうじゃないけどさ……なんかその……キツいっていうか……」

  「キツい？」

  「ほら、俺……優しくしたくなるような……そんな人間じゃねえじゃん」

  「──あ？」

  「……時とき江え姉ちゃんだって、その、本当は、一人で暮らしたいでしょ？」

  　言ってしまった。

  　下宿を始めてから、ずっと思っていたこと。

  「……っていうのもさ、やっぱりほら、イヤじゃん？　……自分の顔、そんなふうにしたヤツと、一いつ緒しよに、って……」

  「──」

  「少なからずさ、時江姉ちゃんのいろんな幸せっていうか、そういうの奪っちゃったわけじゃん。その……女の人の顔に、一生傷残すって、そういうことでしょ？」

  「──」

  「だから、ほら……本当は、心の奥では、俺のこと恨うらんでるでしょ？　なのに、そんなに無理して優しくされると、かえってキツいっていう、そういうこと──なんだけど」

  　最後まで言い切り、奇妙な脱力感を覚える。ようやく言葉にできた安心と、ここまで話したらもう引き返せないよな、という実感が、じんわりと胸の中を満たしていくのがわかった。　──まあいいや。これからは堂々とクサレ人間として、

  「おい」

  　ん？

  「おい」

  　え？

  「おい」

  　──あれ？

  　そのとき俺は、察知した。顔を上げないままで。

  　異変を。

  「おい──ちょっと、待てよ」

  　まず変化があったのは時江姉ちゃんの声の調子だ。低い。何というか、平均的な男の声より断然低い。こんなに低い声出るんだっけ、と思っていた矢先に次なる変化が起こった。それは俺の尻しりに乗せられた時江姉ちゃんの片足の変化だ。いつの間にかそのつま先が尻の肉にぐいぐいと食いこみ、時江姉ちゃんの体重がずっしりと乗り始め、というよりそれは踏ふみにじられていると言った方が的確なような、つまり、そう、痛いてえ！

  「……ときえ、ねえ、ちゃん──？」

  　俺はそーっと頭を起こして振り返った。

  　見たことのない表情がそこにあった。

  「おい、立て、オラ」

  　時とき江え姉ちゃんは俺の胸倉をぐっと摑つかみ上げて無理矢理立ち上がらせると、俺の背中を勢いよく壁に叩たたきつけた。背中の後ろで壁が軋きしむほどの勢い。背骨が折れるかと思った。

  　──あ、え、ちょ、何コレ？

  「同情か？」

  　へ？

  「同情してんのか？」

  　時江姉ちゃんは、互いの額ひたいが触ふれ合いそうな距きよ離りから俺を睨にらみつけた。

  「……い、や、その」

  「いつからアタシに同情できるほどエラくなったんだ？」

  「──」

  「調子のんなよ、ガキが」

  　時江姉ちゃんは、内臓を抉えぐり取るかのような鋭い声でそう言った。

  　初めて目にする時江姉ちゃんがそこにいた。いつもの能天気な表情が消え去り、目の裏側まで射い抜ぬきそうな視線をこちらに向けている。俺の胸倉を摑む力は少しも緩ゆるめられず、全く振りほどける気がしない。今まで出会ってきたどのウラビトよりも危険な空気を発している。俺はツバを飲んだ。少しだけ足が震ふるえた。
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  「おい城じよう介すけ。お前ん中でアタシはそんなに女め々めしい女になってたのか？　答えろ、オラ」

  「……いや、そういう、わけじゃ」

  「アタシが顔の傷ごときでメソメソすっとでも思ってたのかコラァ！」

  　時とき江え姉ちゃんは俺の頭を壁に激しく叩たたきつけた。

  「お前、何様のつもりで悲劇の主人公気取ってんだ？　お前の勝手な思い込みが、アタシを貶おとしめてるってことに何で気付かねえんだ？　そこまでボケナスだったのか？　あ？」

  「……別に、そんな」

  「まだ気付いてねえんなら教えてやる。お前、アタシの心配してるようでな、結局てめえのことしか考えてねーんだよ。悲劇の主人公決め込んでんのは、要するにてめえがラクしたいからだろうが」

  「ラク……？」

  「お前、単に傷付きたくないだけだろ？」

  　時江姉ちゃんはドスの利きいた声で、しかしどこか冷静な調子でそう言った。

  「──」

  「自分は可か哀わい相そうな人間ですー、って、そう思い込んじまえば、人と関かかわるのを避さける理由ができるもんな。そうやって予防線張っときゃ傷付かなくて済む、ってわけだろ？」

  「それは、その──」

  　俺は口ごもった。いつの間にかその話は、時江姉ちゃんの顔の傷だとか、そういう次元とは別のところに触ふれようとしていた。俺はそこを触さわられることに鈍い痛みを覚え、そしてその痛みこそがつまり──この話の一番の裏付けになっているのだった。

  　傷付きたくないだけ。

  　その通りだ。

  「別によ、そうやってビビること自体が悪いとは言わねえ。けどな、それにかこつけて人の気持ちを無視すんな。勝手にアタシを軟弱モン扱いすんじゃねえ。アタシを見ることから、逃げんな」

  　時江姉ちゃんはさらに顔を近づけ、俺の目の中を覗のぞいた。

  　ガンを飛ばす、という程度のものではなかった。本当に、自分の目の中を覗き込まれていたのだ。

  「わかったな？」

  「……わかっ、た」

  「ならよし」

  　そこで時江姉ちゃんはやっと手を離はなしてくれた。俺は俯うつむいて壁にもたれかかり、小さく咳せき込んだ。時江姉ちゃんは腰に両手を当てた姿勢で、俺の方をじっと見ていた。

  「城介。お前が、話せるときでいいからな」

  「え？」

  　時とき江え姉ちゃんの声のトーンが突然元に戻る。俺は顔を上げた。

  「何かあんだろ？　昔からずっと隠してること。ほれ、アタシゃ気が長いタイプだからよ、ある程度先送りになってもかまわねーから。ただ、気が向いたときは遠えん慮りよなく喋しやべれ。いいな」

  「……」

  「おーい、聞いてるか？　返事しろい」

  　時江姉ちゃんは、ニヤリと微笑ほほえんだ。

  「……あの、なんかもう、充分……」

  「あ？」

  　俺は言葉を探した。何か答えないといけない。けれど、どう答えるべきかわからない。

  「その、もう充分、先送りしちゃった気が……」

  「だーかーら、アタシゃ気が長いから待てるっての！」

  「でもさ、今いま更さら、その」

  「気が長いっつってるだろ」

  　一いつ瞬しゆん微笑みが消える。

  「……あ、はい」

  「わかればよし」

  　時江姉ちゃんは再び微笑し、そして、

  「──やっぱりあるんだな、ずっと隠してることが」

  　そう付け加えた。

  　──あ。

  「おいおい、そんな顔すんな。だいたいわかってたってそんなことは。お前みたいな変なヤツ見てたらそんくらい気付くっての。もしかしたら、あのときのこともそれと絡からんでんじゃないのか？」

  「──」

  「ま、城じよう介すけにゃ城介のタイミングってのがあんだろうから、そんときが来たらでいいよ。ただ、アタシの準備はいつでもできてるからな。余計な気ぃ遣わなくていいから」

  　そう話す時江姉ちゃんは、拍子抜けするほどいつもと変わらない様子だった。

  「……」

  「ま、とりあえずメシにするか！」

  　時江姉ちゃんはそこでくるりと背を向け、そのまま部屋を出ようとした。俺は壁にもたれかかって呆ぼう然ぜんとしていた。すぐには動けそうになかった。

  　立ち尽くしたまま味わっていたのは、動けなくなるほどの──それほどの激しさを伴った、まるで目が眩くらむような感覚。極きわめて単純明快な真実を、今更になってようやく目まの当たりにしたせいで生じる、正面からまぶしい光を浴びせられるような感覚だ。

  　──俺は、時とき江え姉ちゃんのことを気にしているようで、その実最初から自分のことしか考えていなかった。

  　俺が抱えていることを、いつでも受け取ってくれる人が、すぐ傍そばにいたというのに。

  　ずっと待っていてくれたというのに。

  　どうせわかってくれないと、俺はそう決めつけていた。

  　一人で抱えていれば、傷付くこともないから──

  「──時江姉ちゃん」

  　俺は壁から背中を離はなし、真っすぐに立って時江姉ちゃんの方を見た。

  「うん？」

  　部屋の戸に手をかけていた時江姉ちゃんが、俺の方を振り向く。

  　決心をするのにかかった時間はほんの数秒だった。一度心を決めてしまえば、自分でも不思議なほど落ち着くものなのだと感じる。時江姉ちゃんの言う「俺のタイミング」は、まさに今なのだろうと思った。

  　全部話そう。ウラビトのこと。あの日のこと。俺が今まで何と戦ってきたのか、今まさに何と戦っているところなのか。

  「時江姉ちゃん。その──」

  　俺は一歩前に出た。そして、何年も打ち明けられないでいたその話を、

  

  「むーかーいーさーまー！」

  

  　──遮さえぎられた。

  「向むか井い様─！　あのー、こちらでよろしいですかー？　私と致しましてもですね、無断でお家うちに上がらせていただくというのは心苦しいと申しますか、もしよろしければ玄関を出たところでお会いしていただきたいのですけれども、あのー、向井様、いらっしゃいますかー？」

  　その声が。

  　その声が、一階から聞こえてくる。

  「向井様、あの、私ですね、もう包帯は取れましたので、ご希望の方法を教えていただければ臨機応変に対応させていただきますので！　ですのであの、とりあえずお顔を見せていただけませんでしょうか？　向井様─？」

  「……城じよう介すけ？　どした？」

  　家の中に響ひびく大声は、当然時江姉ちゃんには聞こえていなかった。怪け訝げんな表情を浮かべる時江姉ちゃんを見ながら、俺は自分の肌がじわりと粟あわ立だつのを感じていた。戦せん慄りつというのは要するに、こういう状態のことを言うのだろう。

  「あ、もしかしてお二階でございますかー？　それでは今すぐ向かいますので、お待ちいただけませんでしょうか！　失礼致しますー！」

  　黒服が、あの最悪のウラビトが、だんだん近づいて来るのがわかった。声が二階に迫って来ているのだ。懐ふところに武器を忍ばせつつ、底抜けに爽さわやかな表情を浮かべて、一歩一歩楽しそうに階段を上って来る──そんな光景が容易たやすく目に浮かんだ。

  「……時とき江え姉ちゃん」

  　俺は決意を固めた。迷っている暇ひまはない。こうなったら込み入ったことは後回しだ。

  「時江姉ちゃん。俺、全部話すから。帰ってきたら全部話すから。だからちょっと待ってて。すぐ戻るから」

  　早口でそこまで一気に言う。心を込めてじっくり喋しやべっている余裕はない。当然だ。

  「戻るって、お前、え？　どっか行くのか？　どこ行くんだ？」

  「それも後で──」

  「向むか井い様─！　こちらですかー？」

  　声は、部屋の戸の向こうまで来ていた。

  「──話すから！」

  　俺は部屋の窓に向かって走り出した。後ろから「おい、城じよう介すけ！」と時江姉ちゃんが叫ぶ。振り返らずそのまま勢いよく窓を開ける。すっかり暗くなっている外の様子を一いつ瞬しゆんだけ見下ろし、そして、

  「らあっ！」

  　道路に飛び降りた。

  



  
    　＊　　＊　　＊
  


  

  　車通りの少ない夜の道路を、力の限り駆け抜ける。靴くつを履はかずに飛び出してきたせいで両足の裏がじわじわと痛むが、その痛みに意識を向ける余裕などありはしなかった。今のところ追いかけられている気配はない。けれど油断はできない。今の内にできるだけ引き離はなしておきたいところだ。俺は汗だくになりながら、必死で走るスピードを維持し続けた。

  　──まずは、撒まく。

  　それが第一の狙ねらいだ。結局何の対策も立てていないこの状態で今すぐ戦っても勝算は低い。しかもあの野郎、包帯は取れたって言っていたからな。視力はもと通りに回復してしまっているだろう。それにもしかしたら、また別の武器を用意しているかもしれない。

  　何より、仮に黒服を食う直前まで行けたとして、問題なのはそこから先だ。

  「……間に合えよぉ……！」

  　全力で走りながら俺は祈っていた。小こ島じまがまだ例の場所にいることを、である。

  　ボコボコにノしても食えないウラビトと戦うのなら、事前にもっと情報が要ることは明白だ。小こ島じまならわかるかもしれない。というか小島に訊きくしかない。あの異常な覚かく醒せい水準の高さに、どうやって立ち向かうべきか。

  　それから、今は何時だ。辺りはかなり暗い。まだ小島は「探知」をしている途中だろうか。

  　あまり遅くなると小島があの廃神社から帰ってしまう。そうなったらもう完全に自力で戦うしかない。その事態だけはどうしても避さけたかった。

  　小島が「探知」をする時間は、夕方から夜にかけて。

  「……夜って何時までだよぉ……！」

  　俺はすがるような思いで、あの山に向かって疾しつ走そうし続けた。

  

  　とりあえず撒まくことには成功したらしい。どのくらいの時間走っただろうか、俺は山の中腹──あの石階段の前まで到着していた。こんなに暗い時間帯にここへ来たのは初めてかもしれない。もともと不ぶ気き味みスポットであるわけだが、夜になると一層気味の悪い感じがする。

  　俺はダッシュで石階段を上った。頼たのむ小島、まだいろよ。いや、もしかしたら小島に訊いたところで何の妙案も浮かばないかもしれないが、とにかく今のままでは多分勝てないのだ。ヒントをくれヒントを。頼む──！

  「……小島！」

  　階段を上りきったとき、俺は思わずその名前を呼んでいた。

  「──ん……」

  　挨あい拶さつなのか何なのか、よくわからない声が返って来る。暗くてよく見えない。俺は目を凝こらして社しや殿でんの方を睨にらんだ。

  　小島はいつも通りに、賽さい銭せん箱ばこの手前に腰かけていた。

  「はあー……！」

  　安あん堵ど感かんと疲労感が混ざった息を吐はく。そんな俺の様子を見ても小島は特に反応せず、じっと座ったままこちらの方を見ていた。オーケイオーケイ。とにかくここから作戦会議だ。

  　俺は黒服の来ている気配がないことを確認し、小島の正面まで歩いた。夜の廃神社を照らしているのは、山のところどころに設置された街灯から漏もれてくる光だけなので、ある程度近寄らないと小島の表情が見えない。とはいえそれはいつもと変わらない無表情だったわけだが。ちなみに服装もいつもと同じパーカ姿だ。

  「例のウラビトのこと？」

  　小島は俺と目を合わせると、俺が切り出す前にそう訊いてきた。

  「ああ、話が早くて助かる。っていうか今、多分そいつに追われてる。だから手短にだ、手短にいろいろ教えて欲しい」

  　少しだけ屈かがんで、目線の高さを小島に合わせる。

  「なあ小こ島じま、散々ボコボコにしても食えないウラビトってのはいるのか？　どれだけ覚かく醒せい水準を下げても食ってられないような、その、食っても俺の中でいきなりグチャグチャ騒さわぎ出してどうにもならないようなウラビトとかそんなのが出てきたら俺はいったいどんなふうに」

  「簡潔に話して欲しいの」

  　あ、はい。すいません。

  「……えっとだ。その例のウラビトなんだが、今日一度ぶっ倒すところまでは行ったんだ。それで食ったんだが、かなりボコボコにしたはずだったのに、食った瞬しゆん間かん逆に体を乗っ取られそうになった。そういうウラビトもいるのか？　あと、そういうの相手にはどう戦えばいい？」

  　俺は要点だけまとめて訊きいた。すると小島は顔を伏せ、何か考えているような様子で少しの間黙だまり込む。そしてまた顔を上げたかと思うと、

  「──きっとそれは、私の想像以上に、強過ぎるウラビトなの」

  　と、どことなく深刻な面おも持もちで言った。

  「強過ぎる……？」

  「ウラビトとして強力。言い換えれば、そもそもの覚醒水準が桁けた違ちがいに高いということなの」

  「あれか、前言ってた戦意がどうこうとかいうヤツか？　要はやる気まんまんってか？」

  「そう。そのウラビトは恐らく、目的を遂すい行こうする執しゆう念ねんが異常なレベルに達しているの」

  　──あの野郎、なんとしてでも俺に入り込むつもり、っていうわけか。

  「それほどの段階に至ると、ウラビトの能力自体も向上するの。まず身体能力が強化、そして扱う武器も強力なものになる。それからそういうウラビトは、あなたのような入る対象を探知する能力も、普通のウラビトに比べて優すぐれている場合が多い」

  「……だからあいつ、家まで探り当てたのか」

  　考えてみたら、あのとき化学室に現れたのも、俺の気配を察知していたからかもしれない。

  「それで、そういう強つええヤツは、どうやったら消せるんだ？」

  　俺は急せかすように質問を続けた。探知能力があるのなら、黒服は今にも着々と俺に接近していることだろう。その想像が俺を焦あせらせた。

  「恐らく、打だ撃げきによるダメージだけでは、限界がある」

  「……というと？」

  　小島の声が微かすかに暗くなった気がした。何だか不安になってくる。

  「その欲望の強さ故ゆえに、打撃だけでは屈しないということ。打撃では、ある程度まで覚醒水準を下げることができても、多分決定打にはならないと思われるの」

  「って、じゃあどうすりゃいいんだよ？」

  「ウラビトは精神的存在。だから、そういうこと」

  　──は？

  「決め手となるのは、ウラビトの気持ちに直接働きかけることなの」

  「──」

  　ひどく言葉足らずに聞こえるその説明を受けて、俺は少し考えを巡らし、

  「……もしかして、話し合いとかに持ち込んでそのウラビトのやる気を奪え、ってことか？」

  　そう訊きくと、小こ島じまは首を縦に振った。

  「俗に言えばそういうこと。いくら相手を殴なぐっても、強過ぎる欲望は決して消え去らないの。だからその欲望自体に働きかける。それだけ」

  「それだけ、っておい……」

  　マジかよ。あの黒服、あんなにノリノリなんだぞ。どうやったらあのハイテンションを下げることができるんだよ。だいたいそんなまどろっこしいやり方をこの俺なんかができるとでも──

  「──何も、私だって、あなたにそんなことができるとは思っていないの」

  　と、そのとき。

  　小島は俺の焦あせりを先読みしたようなことを口走り、僅わずかにその顔を俯うつむかせた。

  「え？」

  「あなたはそもそも、人の気持ちと向き合うことに耐性がなさ過ぎる。他人の気持ちをずっと避さけながら生きてきたような人。そんなあなたにこの方法は到底不可能なの。だから」

  「……」

  　──何だ、今のは？

  　何でこいつ、こんな場面で突然、俺のことを見透かしているみたいに──

  「おい、こじ──」

  「だから」

  　小島は、小島にしてはかなり大きな声で、話を最後まで続けた。

  「だから、この方法は、あなた以外の人に頼たのむべきなの。まずあなたの体にウラビトを入れる。そして誰だれかと対たい峙じする。その誰かの力を借りて、ウラビトの覚かく醒せい水準を下げる」

  「──おい、それって……」

  　小島はそれ以上説明を加えなかったが、既すでに俺の頭には閃ひらめくものがあった。

  　──それってまさに、二日前、屋上で百ゆ合り沢ざわに入られた状況の再現じゃないか。

  　──あのときと、同じことをしなければならないということか？

  「……急いだ方がいいの。そのウラビトは、すぐ近くまで接近しつつある。あなたがやるべきことは一つ。ウラビトとの対話が可能な人間を、今すぐあなたの元に呼ぶこと」

  　小島に言われて、頭に浮かんだ人物が一人。

  　百合沢の覚醒水準を、下げることに成功した──

  「クソッ！」

  　俺はその場に小島を残し、突発的に全速力で走り出した。廃神社を囲む林の中に足を踏ふみ入れ、土と落ち葉を蹴けりながら木々の間を駆けていく。

  　時間稼かせぎはまだ必要だと、そのことに気付いてしまったからだ。

  　今すぐ俺の元に、倉くら橋はしを呼ぶことなど──

  　できるはずがないのだから。

  

  「──ってぇ！」

  　林の中のかなり深くを駆けている途中、つまずいて前のめりに転倒してしまった。

  　少しだけ膝ひざをすりむいたらしい。俺は体を起こして座り、近くの大きな木にもたれかかって傷口を確認した。──よく見えない。

  　座ったまま周囲を見回した。やっぱりよく見えないけれど、とりあえず黒服の気配はなかった。けれど、追いつかれるのも時間の問題だ。今の内に早く考えなければならない。倉橋に頼たよる方法以外の、黒服を消し去る妙案を。

  「……考えろ……考えろよ……」

  　一人でぶつぶつつぶやきながら、俺は死に物狂いで思考を巡らせた。考えろ。考えろよ。頼る人間なんてどこにもいない俺が、黒服の欲望自体とやらに、どうやって働きかけるのか。

  　頭を抱えて作戦を練り直す。思いつく限りの「交渉に持ち込む作戦」を、苦し紛まぎれにイメージし続ける。

  　──けれど、もし小こ島じまの言う通り、それが到底不可能なら。

  　──やっぱり最善策は、恥を忍んで倉橋の力を借りること──

  「……って、バカ」

  　俺は頭を横に振り、脳裏によぎったその愚おろかな考えを追い出そうとした。考えてもみろ、頼たのんだって来てくれるか。自分が今日何をやったか、もう忘れたのか？

  　押し倒して謝りもせず。挙あげ句く散々罵ば倒とうして。今いま更さらどのツラ下げて頼めばいいんだ。

  「……ぁああ……」

  　俺はうなった。最低の気分だった。自分を八はつ方ぽう塞ふさがりにしているものは、要するに自分の不ふ甲が斐いなさなのだった。

  　何な故ぜかは知らないが、俺のことをやたらと気にかけていた倉橋。その倉橋のことをないがしろにしてきたツケが、この土ど壇たん場ばで一気に回って来たのかもしれない。今更後悔してもどうにもならないことばかりが、俺の頭を満たしていくのがわかった。

  　ウラビトに入られた俺を見ても、倉橋は俺を避さけなかったというのに。

  　そしてそのことが、少し──

  　少し、嬉うれしかったクセに。

  「畜ちく生しよう……！」

  　俺は一時の感情に任せて倉橋を罵ののしった自分自身を、絞め殺してやりたかった。それと同時に浮かんだのは、時とき江え姉ちゃんに言われた言葉だ。多分、何よりも正確に俺のことを言い当てている、あの言葉。

  〝悲劇の主人公決め込んでんのは、要するにてめえがラクしたいからだろうが〟

  　正解だ。

  　大正解だった。

  　倉くら橋はしが気にかけてくれることを、一方で俺は恐れていたのだ。期待してしまうことが怖かったのだ。最初から悲劇の主人公になっておけば、倉橋に裏切られる心配もない。だから俺は倉橋を避さけた。時江姉ちゃんの言う通り、つまるところラクがしたかっただけだ。

  　気付いたら俺は両手で顔面を覆おおっていた。誰だれが見ているわけでもないのに、自分の表情を隠してしまいたい強い衝しよう動どうに突き動かされる。自分でも信じられなかったが、俺は、その真っ暗くら闇やみの中で──

  　涙を流していた。

  「──向むか井い様─！」

  　遠くからその声が響ひびく。俺はビク、と体を震ふるわせた。

  　──そろそろ、時間の問題だ。

  　ダメだ。対策案は何も思いつかない。このままだともうおしまいだ。クソ、クソ、クソ！

  　俺は体を縮めて苦く悶もんした。

  　そのときだった。

  「──お？」

  　……ぶぃぃーん……

  　と、ふいにズボンのポケットから振動音が鳴り響く。携帯電話の着信だ。いったい何なんだこのタイミングに。

  　ポケットから携帯を取り出した。そして画面に表示された名前を見たとき、自分の体が数秒間固まった。

  　それはつい昨日、アドレス帳に登録した名前。倉橋からだった。

  「は？」

  　ワケがわからず、俺は電話を取った。どういうことだ？　何で倉橋から着信が？

  「……もしもし」

  　黒服に聞こえないよう、なるべく小さな声を出す。

  『……もしもし？　向井君？』

  　電話の向こうから倉橋の声が聞こえてきた。倉橋の声も小さかった。

  「あ、う、うん、あの、何？」

  　あんな別れ方をした手前、非常に気まずい。全然舌が回ってくれない。

  　いったい何の電話なのか。俺は携帯をぐっと握りしめ、心の中で身構えた。少なくとも楽しい話であるはずがない。場合によっては途中で切りたくなるかもしれない。

  　だが、倉くら橋はしの話は、

  『あの……その、ね。まずその、今日のこと、謝りたくて』

  　と、切り出されたのだった。

  「……え？」

  『私、その、向むか井い君の気持ちとか、全然考えないで──私の勝手な思い込みで、その』

  「ちょ、待てぇ！」

  　思わず大声を出してしまった。

  　何だ。何だこれ。

  『……向井君？』

  「ま、待て、待ってくれ。謝られる理由がわからん」

  　俺は極きわめて真っ当なことを言ってやった。

  「おかしいだろ。謝るのは俺の方だ。無理矢理押し倒しておいて、おまけにあんなこと言って、どう考えても悪いのは俺の方だろ。だからほら、謝らないでくれ、その、頼たのむ」

  『……向井君』

  「いや、だからその、俺の方が悪かった。本当にごめん。で、今ちょっと取り込んでるから、また後で──」

  『向井君、何か隠してない？』

  　倉橋は突然、俺の言葉を遮さえぎった。

  「──は？」

  『……ちょっと、聞いて。向井君』

  　倉橋の声の調子が変わっていた。どこか、探りを入れるような雰ふん囲い気きを伴った声。そこで俺が気付いたのは、倉橋がただ謝るためだけに電話をかけたわけではないということだ。

  　携帯を握った右手が、さらに強こわ張ばるのを感じた。少しの間沈ちん黙もくが生じ、電話の向こうから何かをためらうような気配が伝わってくる。そして倉橋はそのためらいを振り払うように、

  『向井君──ウラビトって、知ってる？』

  　その名前を、口にしたのだった。

  「……今、なんて？」

  『ごめん。急にごめんね。ウラビト。ウラビトって名前に、心当たりない？』

  「……」

  　俺は黙だまり込んだ。倉橋からその言葉を聞いたということが、すぐには信じられなかった。

  　心当たりも何も──俺は今、そのウラビトと戦っている。

  『向井君、知らないなら知らないって言ってね。でも、もし何か知ってるんだったら、私に教えてくれないかな。ウラビト、っていうものが、どういうものなのか』

  「……え……あ……」

  　倉くら橋はしの言葉は、何か強い意志がこもっているように聞こえた。俺にはその意志の意味がわからず返答に窮きゆうしてしまった。携帯を握った手が汗でじっとりと濡ぬれている。ここ数日間で一番の戸惑いを感じていた。

  　──何で倉橋が、その名前を知っている？

  　──どういう意図で、こんな質問をしているんだ？

  『……向むか井い君？』

  「……その……」

  　俺は、答えあぐねていた。

  　これは、話すべきなのか。

  　俺が何と戦ってきたのか。そして今、何と戦っているのか。

  『向井君？　どうしたの？　向井君？』

  　──でも、話したらどうなる？

  　結局また、頭のおかしい人間だと思われるのがオチじゃないか。

  『……向井君？　向井君？』

  　俺は倉橋の声を聞き流しながら、湧わき上がるその疑念と対たい峙じしていた。

  　ウラビトの名前を知っていても、倉橋にウラビトが見えるわけじゃない。あくまで倉橋は普通の人間だ。そんな相手に、真ま面じ目めにウラビトの話なんかできるか？　それに話してみたところで、結局これは俺一人の問題だ。だったら話すことに大した意味なんてない。

  　結局、俺は──

  『……ごめんね』

  「え？」

  　突とつ如じよ、倉橋がまた謝った。

  　──何だ？

  『……ごめんね、向井君。やっぱり……迷惑だよね。ごめん。さっきの話、忘れて』

  　倉橋は、いつの間にか涙声になっていた。

  　俺が、何も返事をしなかったせいだろうか。

  『その……私ね。向井君の隠している、悩みみたいなものがあったら、それを知りたいって、やっぱり思っちゃったの。……ごめんね、これ、結局、自己満足だよね……ごめん……』

  　倉橋の声が震ふるえている。

  　声の大きさは変わらないのに、その声がどんどん遠くなるような錯さつ覚かくを覚える。

  「……」

  　俺は、さっきまでとは違う理由で、黙だまっていた。

  『……お節せつ介かい、だったね……ごめん、その、じゃあ……また……』

  「待て！」

  　そして俺は、叫んだ。

  　倉くら橋はしの泣き声が止やんだ。

  『──え？』

  「切らないでくれ。時間がないから、詳しいことは後で話すけど──その、頼たのみがある」

  　小さな声だけれど──俺は、必死で、その言葉を絞り出したのだった。

  『……頼み？』

  「ああ。無む茶ちやな頼みかもしれないけど、聞いてくれ」

  　俺は。

  　俺は、危うく、また同じ失敗をするところだったのだ。

  　こんなにギリギリになるまで気付かないなんで、本当にどうかしてる。

  「その、前に来てくれたあの廃神社、場所、覚えてるか？」

  『う、うん』

  　息を弾はずませながら、俺は思う。

  　何が「俺一人の問題」だ。

  　お前はまた、そうやって──

  　傷付くことを、恐れて。

  「俺、今、あのへんにいるんだ。それで、今からあの廃神社まで、来てもらえないか？」

  　倉橋の気持ちを、少しも考えずに。

  　自分がラクをしたいからって。

  　危うくまた、悲劇の主人公を、決め込むところだった。

  『──どうしたの？　何か、あったの？』

  「……ちょっとそこで、悩み相談、受けて欲しい」

  『え？』

  「あ、その、大だい丈じよう夫ぶ。やましいことするわけじゃない。ただ、その、えっとだな」

  　言葉を選びながら、しかし、もうごまかすまい、と心に決めた。

  「……今から変なこと言うぞ。でも、その、最後まで、聞いてくれ」

  『う、うん』

  　──そう、賭かけに出るのだ。

  　俺は腹を括くくった。

  「──廃神社に来てもらうまでに、俺は、その、ウラビトっていうヤツを、自分の体に取り込む。……そうなると、俺の意識はウラビトってヤツに乗っ取られる」

  『──』

  「だから、その後話しかけてくる『俺』は、正確には『俺』じゃない。ウラビトだ」

  　果たして、通じるか。

  　全部は通じなくてもいい。

  　ただ、信じて欲しい。

  「そのウラビトってのは、なんていうか、悪い意味で元気過ぎるヤツなんだ。躁そう状態っていうのかな。だからその、できたら、そいつの心を落ち着けてやって欲しい。そいつの話を聞いて、気持ちを鎮しずめてやって欲しいんだ。……ダメかな？」

  『……』

  「な、なあ、聞こえてるか？」

  　倉くら橋はしの声が途絶えた。マズい、やっぱりこれじゃ何も理解されないか？

  「その、極きよく力りよく、危険な目にはあわせない。ヤバくなりそうなら、俺がそいつをすぐ体から取り去る。そうできるように、力、尽くすから。だからその──あ、え？」

  『うん……わかっ、た……』

  　そのとき、どういうわけか。

  　倉橋はまた泣いていたのだった。

  「え？　えっと、わかってくれたのか？　なあ？」

  『うん……わかる……よく、わかる……』

  「……え、っと……？」
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  『何で、わかるのかは、その……後で、説明、するから……』

  「あ、ああ」

  　俺は、困惑しながら相あい槌づちを打った。

  　相槌を打つ、その一方で──

  　俺もまた、涙を流しそうになっていた。

  「とにかく、その、引き受けてくれるか？　いいのか、本当に？」

  『うん……私……頑張る……今からすぐ、向かうから……少し時間、かかる、けど……』

  「わかった。──ありがとう」

  『うん……』

  「本当にありがとう」

  　涙が出てしまわない内にそう告げて、俺は電話を切った。

  「……よし」

  　俺は立ち上がった。何とか泣かずに済んだ。その方がいい。今は、泣くことにエネルギーを使っている場合じゃない。

  「……向むか井い様？　向井様─！」

  　さっきよりもかなり近づいてきた、黒服の声。

  　俺は真っ暗な林の中で、再び走り出す。

  　伝わった、その喜びは──

  　泣くことではなく、戦うことに向けるのだ。


  


   　第九章　倉橋美冬　Ⅴ

  

  　夜の道路を自転車で駆け抜ける。少しでも早く、あの神社に辿たどり着けるよう。

  　数分前まで自分が泣きじゃくっていたことを、私は心の奥底にしまいこもうとした。ここまで来るのだったらそんな自分はどこかに置いてこなければならない。今確かなことは、向むか井い君が私に助けを求めてくれたということ。そして、お母さんの隠していたものと向き合う瞬しゆん間かんが、とうとう迫っているのだということ。私は覚悟を決める。泣くのは後でいい。向井君とお母さんのことを本当に想おもうのであれば、今ここで泣くことなど許されるはずがない。私は顔を上げた。顔を上げ、力の限りペダルをこぎ続けた。

  

  　電話を切ってから、時間にして、恐らく十五分くらい。

  　長い石階段を駆け上がり、私が目まの当たりにしたのは──

  　廃神社の境けい内だいで、一人舞うように虚こ空くうを蹴ける、向井君の姿だった。

  「向井く──」

  　名前を呼ぼうとして、けれど私は途中で口を塞ふさいだ。とっさに声を殺したのは、ほとんど直感的に察したからだ。邪魔をしてはいけない、と。

  「らぁあっ！」

  　シャドーボクシングに似たステップを踏ふみながら、向井君は鋭い声を発し、何もないはずの空間に拳こぶしを強く叩たたきこむ。かと思うと今度は後方に向かって繰くり返し跳ちよう躍やくし、時折大きく体をのけぞらせて見えない何かをかわしていた。──いや、かわしているように、そんなふうに私が想像しているだけだ。私には確かめようがない。向井君が何と戦い、何に抗あらがい、何を成そうとしているのか。

  　──ああ。

  　こんな孤独を、向井君は、ずっと味わってきたのか。

  　そして、こんな孤独を──お母さんもまた、ずっと味わってきたのか。

  「向井、くん……」

  　自分にしか聞こえない声で、私は彼の名前を呼ぶ。

  「──がっ」

  　軽やかに境内を飛び跳ねていた向井君が、大きなモーションで仰あお向むけに地面へと倒れる。私は息を呑のんでその瞬間を見つめたが、一秒と経たたない内に向井君は再び立ち上がり、一いつ旦たん後ろに引いてから助走をつけて勢いよく「前」に飛びかかった。当然、「前」というのは私の認識だ。私にとっては何も存在しない、「向井君の前」に過ぎない空間。

  　──でも、向井君の目には、きっと。

  「……」

  　私は祈るような気持ちでその光景を見つめた。あるいは、何も見えていない私が、向むか井い君の「勝利」を祈るなどというのは、ただの思い上がりに過ぎないのかもしれないけれど。

  　でも。少なくとも。

  　自分に見えるものだけに、閉ざされていたくはなかった。

  「──っらぁああああ！」

  　刹せつ那な、向井君が一ひと際きわ大きな雄お叫たけびを上げた。向井君の足が交互に空気を薙なぎ、その体は独こ楽まのように回転しながら加速を続けていく。その蹴けり技の一つ一つは、向井君の敵──ウラビトに、どれほど強きよう烈れつに突き刺さっているのだろうか。向井君の攻こう撃げきは止まらない。夜の暗くら闇やみの中でもはっきりとわかるほど、勢いよく土つち埃ぼこりを巻き上げながら、彼の肢し体たいは踊り子のように烈はげしく円運動を描き──

  　その円運動は、やがて。

  　向井君の右足が一際高く舞い上がった直後、鮮やかなまでにぴたり、と止まった。

  「……向井、く──」

  　それがまるで鮮明な静止画のような光景だったせいで、私は一いつ瞬しゆん、全すべての争いが終結を迎えたかのように感じた。しかし向井君はすぐさま、強い意志のこもった視線を私の方に送り、この戦いがまだ続いていることを無言の内に告げる。そうだ、これで終わりなんかじゃない。ここからは私に託されるんだ。

  　私は向井君と視線を合わせ、深く頷うなずいた。

  　向井君は黙だまったまま、ふいにその両りよう拳こぶしを体の前で組み合わせる。祈りを捧ささげるかのようなそのポーズのまま、向井君は小さく顔を伏せ、それからもう一度視線を私の方に向けると──

  「倉くら橋はし！」

  　向井君はそのとき初めて、私の名前を、力強い声で呼んだのだった。

  「──後は、頼たのんだぞ！」

  　そして向井君は両目をぎゅっと閉じると、突然上体を大きく前傾させ、かと思うとその体をすぐさま真っすぐに起こしながら──何かを、吸い上げるような動きを見せた。

  　息を殺して私が見守っていたのは、向井君が大きく口を開けて息を吸う様子だった。けれどそれはただの深呼吸とは違う、長い時間をかけて行われる奇妙な所作だ。正確に言い表わそうとするならば、吸い上げているとしか言いようのない動作。

  　脳裏に閃ひらめいたのは、電話で向井君が口にした──

  〝ウラビトっていうヤツを、俺は俺の体に取り込む〟

  　──つまり、これが、取り込んでいるということ？

  「──……」

  　頼んだぞ、と、そう言われてから何秒が経過しただろうか。やがて向井君はゆっくりと口を閉じ、その顔に僅わずかながら苦く悶もんの色を浮かべた。しかしその歪ゆがんだ表情はすぐに消え失うせ、向むか井い君は──呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた私の方へ、チラリと視線を向ける。

  「……おや？」

  「向井君」は私の存在に気付くと、私の方を向いてニッコリと笑ったのだった。

  　私の背中が、ぶる、と大きく振動した。

  

  　私は、向井君と対たい峙じしていた。

  　いや、正確には、きっと違う。

  　私は今、向井君に入ったウラビトと、対峙しているのだ。

  「やあ。どうしたの？　遅い時間だし危なくない？　倉くら橋はしさんさえよければ、送っていくけど」

  「向井君」──ウラビトの言葉を聞いて、私は体を強こわ張ばらせた。

  　──ウラビトが、どうして私の名前を知っている？

  「倉橋さん？　顔色悪いよ、どうしたの？」

  　ウラビトの言葉は嫌いやに丁てい寧ねいだった。私を気遣うような言葉を口にしながら、ゆっくりと私の方に近づいてくる。他に誰だれもいない夜の廃神社では、その声がやたらとよく通って聞こえた。

  　自分の両脚が、少し震ふるえているのがわかる。

  「あれ？　倉橋さん？」

  「……あなたは」

  「うん？」

  　私は声を振り絞った。お母さんの日記の内容から、ウラビトという存在が危険なものだということは、嫌でも想像がつく。けれど、だからこそ私は探らなければならないと思った。そう思って自分を奮ふるい立たせ、接触を試みる。

  　今向かい合っている相手が、果たして「何」なのか。

  　この相手の気持ちを「鎮しずめる」ためには、まずそれがわからなければならない。

  「あなたは、誰？　どうして私の名前を知ってるの？」

  「誰って、向井だよ。向井城じよう介すけ。どうしたの？　クラスメイトでしょ？」

  　本当の向井君は、多分こんな喋しやべり方をしない。

  「……噓うそでしょ」

  「ん？」

  「あなた、ウラビトでしょ？」

  　私はその名前を口にし、探りを入れることにした。

  「──え？」

  「ねえ、あなた、ウラビトなんでしょ？　向井君の体に入った、向井君とは全然別の──ねえ、誰なの、あなたは？」

  「……ああ」

  　私が問い詰めると、ウラビトは苦笑した。少し顔を伏せ、手で軽く口を覆おおう素そ振ぶりを見せる。そういう細かい動きの一つ一つに、どことなく大人びた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

  　そしてその独特の空気のようなものに、私は寒気を覚えていた。

  「なんだ。倉くら橋はしさん、知ってたの？　ああ、そうか、それじゃあつい最近知ったんだね。ウラビトのこととか、ボトムのこととか」

  「……どういうこと？」

  　私の問いに答えず、ウラビトは苦笑したまま、

  「どこまで知ってるの？　ウラビトについて」

  　逆に訊きき返してきた。

  「どこまで、って……」

  「例えばそうだな、そもそもウラビトが何なのか、どうしてそんな存在が生まれたのか、っていうことについて、倉橋さんはどこまで知ってる？」

  「……えっと……」

  　私は、お母さんの日記を思い出していた。

  「──人間の、抑え込んだ、欲望が……」

  　日記の言葉を繫つなぎ合わせるように、何とか答えようとする。お母さんの残した一つ一つの記録は断片的なものだったけれど、そこから見えてくる「ウラビト」と「ボトム」の真実──私はそれを言葉にしようと試みた。

  「その欲望が、生み出したのが、ウラビト？」

  　ウラビトは、満足そうに頷うなずいた。

  「サーフィスに生きるオモテビトたちは、満たせないままの強い欲望をたくさん抱かかえているよね。それがボトムという新たな時空間を作り、ウラビトという人格を生み出した。まあ、そういうことだね」

  「……オモテビト？」

  「いわゆる『人間』のことだよ」

  　その言葉は、あの日記にはなかった。黙だまった私を見てウラビトは小さく笑う。

  「ああ、オモテビトという概がい念ねんは知らなかったのか。じゃあトビラビトについては知ってる？」

  「……向むか井い君みたいな、人のことでしょう」

  「そう。ウラビトを見ることができて、ウラビトを自分の体に宿すこともできるオモテビト、それがトビラビトってわけ。それじゃあ倉橋さん、何な故ぜウラビトがトビラビトの体に入ろうとするのか、その理由はわかるかな？」

  　私は答えあぐねた。すると、ウラビトは目を細めて微笑ほほえんだ。

  「トビラビトの体を借りて、自分の欲望を満たすためだよ。ウラビトはオモテビトが抑え込んだ欲望の化身だからね。人格化した欲望、と言ってもいいかな。だからウラビトは基本的に、その欲望を満たすことしか考えていない」

  「──」

  「厄やつ介かいなことに、ボトムにいたらその欲望は満たせない場合がほとんどだ。もともとその欲望は、オモテビトの生きる時空間、つまりサーフィスで生まれたものだからね。サーフィスに干かん渉しようするチャンスを、ウラビトは常に狙ねらっている。それでトビラビトに入ろうとするわけだ」

  「待って。じゃああなたは、向むか井い君に入ってどうするつもりなの？」

  「……え？」

  　ウラビトが一いつ瞬しゆん、黙だまって私を見つめる。

  　恐らくは一番の手掛かりに繫つながる問いかけを、私は続けた。

  「あなたも、その『欲望の化身』なんでしょ？　……その割りに、なんていうか──何でそんなに、落ち着いていられるの？」

  　このウラビトは、「寂さびしい」と泣いたりしない。「自分を見て欲しい」とも言わない。

  　私の中にある違和感はまさにそれだった。欲望の化身を名乗っているのに、このウラビトは話してみるとやけに淡たん泊ぱくな印象を受ける。だからこそ、私はどこかうすら寒いものを感じていた。底の見えないような不安。把は握あくのしようがないような──

  「はは、倉くら橋はしさん、何言ってるの？　それを倉橋さんが訊きく？」

  　ふと、ウラビトが、何やら呆あきれたような顔つきをした。

  「え？」

  「それは倉橋さんが一番わかっていることだろう？　だってほら、ねえ？」

  「……どういうこと？」

  　私には、その意味がわからなかった。

  　そして、直後に聞いた、その言葉──

  「ほら、僕は、倉橋さんのウラビトなんだから」

  　その言葉の意味も、すぐにはわからなかったのだ。

  「……私、の？」

  「そう、倉橋さんの」

  　ウラビトは、その柔にゆう和わな表情を少しも崩すことなく、話を続けた。

  「あれ、気付いてなかったの？　ほら、オモテビトとウラビトはね、一対一対応なんだよ。僕は、倉橋さんの欲望が生み出したウラビトってわけ」

  「──それ、って」

  「それで、自分の欲望は自分が一番よく知ってるでしょ？　そういうことだよ」

  　ウラビトの口調には、皮肉めいた様子が少しも伴っていなかった。

  　それ故ゆえに──心臓を絞めつけられるような感覚が、じわじわと私に襲おそいかかる。

  「……あなたは、もしかして……」

  「倉くら橋はしさんは、こういう向井城介を望んだ」

  　ウラビトが、私の言葉を遮さえぎった。

  「不安定じゃない向井城介を望んだ。不安定な向むか井い城じよう介すけを見ることが、倉橋さんには耐えられなかったんだ。だってそんな向井城介を見ると、思い出しちゃうんだもんね？　自分の母親のことをさ。正確には、母親を最後まで理解できなかった自分自身のことを、かな」

  「──」

  「倉橋さんは、『自分に理解できない人』が怖いんだろう？　そういう人を見ると、自分の無力を見せつけられるみたいでさ。向井城介はまさにそれだったわけだね。何かを隠していて、でもその何かを絶対に見せない人ってわけだ。その点では、まさに母親にそっくりだった」

  　私は黙だまってウラビトの話を聞いていた。

  　ひどく不快な、それでいて、ひどく腑ふに落ちてしまう話。

  「でもほら、倉橋さんは良識のある人だからね。まさかサーフィスで、向井城介に『その性格を変えてくれ』なんて言えないだろう？　だからあくまで優しい人間として、ただ向井城介の悩みを聞く、という形での接触を試みた。でも心の中では、ずっと望んでいたんだ。不安定な向井城介を不安定じゃなくすることをね。それはつまり、母親に何もできなかった自分の弱さを否定することだ。向井城介は、そのためのいい素材だったわけだ」

  　私は、ようやく理解した。

  　今ここで向かい合っているものが何なのかという、一番大きな疑問の答えを。ウラビトだとかボトムだとかいう抽ちゆう象しよう的てきな概がい念ねんは、それに比べると瑣さ末まつな問題に過ぎないのかもしれない。今いま更さらになって目まの当たりにするのは、極きわめて単純で残ざん酷こくな現実なのだった。

  　──私だ。

  　──私なんだ。

  　当事者は、私自身なんだ。

  「あれ、倉橋さん？　倉橋さん、ねえ、聞いてる？」

  　私は奥歯を嚙かみしめていた。自分の中に渦巻く気持ちをどう言い表わしていいのかわからない。目の奥が熱い。じゃあ悲しいのか。違う。それは単なる悲しみではなかった。今このウラビトを──私自身を目の前にして、全身を震ふるわせながら強く思う。

  「……倉橋さん？」

  　──悔くやしい。

  　自分が、自分の惨みじめさが、腹の底から悔しい。

  「──まあとにかくそういうわけで、だから僕が生まれたんだ。都合のいいことに向井城介はトビラビトだったから、僕の欲望を満たすためにやるべきことはひどく簡単だったわけだよ。僕が向井城介に入って、真人間として生きる。それだけさ」

  　悔くやしい。──けれど。だからこそ。

  「……ねえ、何でそんな顔するんだ？　倉くら橋はしさんは何も、全然悪いことしてないじゃないか。これは向むか井い城じよう介すけのためにも、善よいことだと思わないか？　これから向井城介は、もう不安定じゃなくなるんだ。それに、他のウラビトに入られることもない」

  　私は、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

  　涙を、止めるためだ。

  「新たな向井城介は、明朗で快活な男子高校生だ。多分これから友達も増えるよ。異性に蔑さげすまれることもない。というより、誰だれにとっても向井城介を嫌きらう理由がなくなる。これからは人に暴力をふるうことも、一人で勝手に暴れ出すことも皆かい無むなんだから。それなりに人生の目標を持って、共同体の一員として、周りに必要とされる健全な大人になる。それが──」

  「それが」

  　私はウラビトの言葉を奪った。

  「……ん？」

  「それが、私の望んだこと」

  　私は心に決めた。自分を見ることを。どこまでも深く、私自身を覗のぞき込むことを。

  　だって、お母さん。

  　それが、それこそが。

  　トビラビトの存在意義かもしれないんでしょう？

  「そう。私はそう望んでた。明るくて、嫌われてなくて、隠してることなんかなさそうで、そんな、私が理解できる向井君になって欲しいと思ってしまった。あなたの、言う通りよ」

  「──」

  　お母さんは間違ってないよ。

  　トビラビトはね。向井君はね。

  　きっと、私みたいな人のために、その力を授さずかったんだよ。

  「私は、お母さんにだって、同じことを思ってた。何で一人で悩むんだろうって。何で私にわからない悩みを持つんだろうって。私はお母さんにも、私が理解できるお母さんになって欲しいって、心のどこかで思ってた」

  「……それ、悪いこと？」

  「悪いことだよ」

  　私は言い切った。

  「私は優しくない。だって私は、見えるものに、わかりやすいものに、逃げようとしていたんだから」

  　だから今、乗り越えないといけない。

  　私は強くそう思った。

  　一番見えていなかった私の気持ちから、逃げちゃダメなんだ。

  「──そう」

  　ウラビトは興味がなさそうにつぶやいた。

  「まあ、僕が生まれた事情についてはわかってくれたみたいだね。倉くら橋はしさんが悪いとは、やっぱり全然思えないけど」

  「……あなた、これからどうするつもり？」

  「え？　決まってるじゃないか」

  　ウラビトが、向むか井い君の顔を使って、また微笑した。

  「普通に家に帰る。それで明日から、普通に学校に行く」

  　言いながらふいに歩き出し、私の横を通り過ぎる。私は振り返ってその背中を見た。

  「僕は『正しい人間』をやるんだ。ワケのわからないことをやって人様に迷惑かけたり、それで友達を失ったり、そんな愚おろかなことはしない」

  「──本気で、言ってるの？」

  「そりゃあ本気だよ。誰だれからも慕したわれて、誰にも迷惑をかけない、そういう『正しい人間』をやる。そうすれば、誰にとっても幸せな──」

  「待って」

  　私は、ウラビトの肩を右手でぐっと摑つかんだ。

  　ウラビトが、階段に足をかける直前で歩みを止める。

  「うん？」

  　首だけ動かしてこちらを振り向く。

  　私はその目を睨にらんだ。

  「待ちなさい」

  「……何で？」

  　純粋に疑問だから、という様子で、ウラビトがそう言う。

  「あなたは間違ってる。私には、あなたを止める責任がある」

  　私は、自分に言い聞かせるようにそう言った。今の私がやらないといけないことは、単にこのウラビトの気持ちを鎮しずめることなんかじゃない。

  　超えることだ。

  「──心外だなあ」

  　ウラビトは頭を搔かいた。

  「あのさ、僕が生まれた経いき緯さつについて、倉橋さんがどう思っているのかは知らないよ。だけど、少なくとも僕自身は『善よいウラビト』だよ？　そう思わない？」

  「……どうして、そう言えるの」

  　私はその目を睨み続けた。

  「僕は他のウラビトみたいに、好き放題暴れたり、人を傷付けたりしない。むしろ元の向むか井い城じよう介すけより、よっぽどまともだよ。まともに生きることができる。そういう、善よいウラビトだ」

  「その思い込みが一番の悪だって、どうして気付かないの？」

  「……ふうん」

  　私の言葉を受けて、ウラビトはなお微笑ほほえんでいた。

  「じゃあ、あれかい？　倉くら橋はしさんは要するに、僕を邪じや魔まするつもりなんだね？」

  「──そうよ」

  「……あー、なるほど」

  「言ったでしょ。私はあなたを止めないと──」

  「うん、それなら」

  　そのときだった。

  　ウラビトは突然右手を突き出し、その手で私の首を絞めつけたのだ。

  「がっ……！」

  　瞬しゆん間かん、息ができなくなった。ウラビトがものすごい力で私の気道を押さえつけているのがわかる。視界がぼやける。そのぼやけた視界の中で、ウラビトはまだ微笑している。

  「なるほどね、うん──はい」

  　同じように微笑しながら、しかし。
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  「はい、はい。承うけたまわりました。それではですね、そのお気持ちを変えていただきますようよろしくお願い致します。このままですと少々、今後の学校生活に支障をきたす可能性がございますので、どうかここで考え方を改めていただけませんでしょうかね、倉くら橋はし様？」

  　口調が急変した。私は一いつ瞬しゆん、このウラビトの人格の変化を疑う。温和な男子高校生が突とつ如じよとして猟りよう奇き的てき犯罪者に変へん貌ぼう。そんな想像が浮かんだ。

  「あのー、私素手でこういうことをするのは初めてでして。ですのであの、お恥ずかしいことに、加減がわからないんですね。それで、ここは一つ早めにご了承いただいた方が、倉橋様ご自身のためと言いますか、まあそういうわけですので、いかがでございますかね？」

  　私の首を絞めあげる五本の指が、一層強く食いこんでくるのを感じた。

  「ぐっ……かぁっ……はっ……！」

  　私は無我夢中で息を吸おうとした。苦しい。痛い。脳の中を巡る酸素の量が、どんどん足りなくなっていくのがわかる。

  「あのー、私と致しましても、本当はこのようなことは避さけたいと考えておりましてですね。ほらその、どうせなら平和的なのが一番じゃないですか。倉橋様にしても穏おん便びんな解決をお望みですよね？　私と致しましては、倉橋様はそういうお方かとお見受け致しますが？」

  　その涼しげな話し方を聞きながら、私は数秒前の考えを改めていた。

  　やっぱりこいつは、このウラビトは、人格が変わったわけじゃない。

  　一貫してこいつのままなんだ。

  　それならば──

  　それならば。

  「暴力とか争いごととか、やはり善よくないわけでして。倉橋様ならその辺り、ご理解いただけると思います。できることなら最初から、そういう煩はん雑ざつな問題が起こらないように──」

  「があっ！」

  　バシン、と。

  　乾いた音が、響ひびいた。

  「……倉橋様？」

  　私は死に物狂いで、目の前のウラビトの顔面に、平手打ちを食らわせたのだった。

  「あの、倉橋様？　ですので、争いごとは」

  「らあっ！」

  　バシン。

  　もう一発。

  「……倉橋様、その、どうなさいまし──」

  　バシン。

  　バシン。

  　バシン。

  　三連発。

  　少しだけウラビトがひるんだところを、私はそうやってさらに畳たたみかけた。

  「……あのー、そうされますとですね、私としても少々困るというか、ご了承いただいた上でこう、丸く収めるという形にしていただけるのが一番ありがたく──」

  「う……る……さい……」

  「……はい？」

  　喉のどを押さえつける握力に抗あらがい、必死で声を絞り上げる。

  「だ……まれ……」

  「倉くら橋はし様？」

  　私は、怒おこっていた。

  　頭の血管が切れそうなほど、怒っていた。

  　私を。

  　この私を。

  　波風立てない女だと思ったか。

  「くら──」

  　ガツン。

  　今度は拳こぶしで、ウラビトの顔を殴なぐった。

  「──その、ですからあの、」

  　ガツン。

  　さらにもう一発。

  　そしてさらに、

  　ガツン。

  　ガツン。

  　ガツン。

  　ガツン──

  「倉、橋、様、あの」

  　首は絞められたままだ。一発一発は軽いかもしれない。少しも効いていないかもしれない。

  　けれど私は自分の拳に、ありったけの念を込めてやる。

  　おい、この偽ぎ善ぜん者しや。

  　思い知れ。

  　私を、誰だれだと思っている。

  　私は、私はな。

  　ただの「いいコ」じゃねえんだよ。

  　私はお母さんの、

  　倉くら橋はし佐さ和わ子この、

  　倉橋佐和子の血を継いだ、

  

  　戦う女なんだよ。

  

  「倉橋さ──」

  「ぁぁぁァァァアアああああああ！」

  　大ぶりのパンチをウラビトの顔面に叩たたきこんだ。その瞬しゆん間かん、私の首を絞めつけていた右手がぱっと離はなされる。私はその隙すきを逃のがさなかった。今度は体重をぐっと乗せて、ウラビトのみぞおちを真正面から殴なぐりつける。

  「かっ──」

  　ウラビトは階段から転倒しないようにその場で踏ふん張った。けれどその表情には、初めて変化が生じていた。理解の範はん疇ちゆうを超えたものを突然目にしたような、そんな困惑の面おも持もちで私の方を見つめる。

  「……な、ぜ……？　どうして、倉橋様が、そんな、暴力など……？」

  「──あなたには、わからないでしょうね」

  　たじろぐウラビトから目を逸そらさずに、私はそう言った。

  「平和に見えるものにしか耐えられないあなたには、絶対わからないでしょ。でもね、私はあなたとは違うの。そうなるって決めたの」

  「な……何、を……？」

  　わからないでしょうね。

  　あなたにはわからないっていうこと、そのことが私にはよくわかる。

  　そして、だからこそ、私はあなたから目を逸らさない。

  「自分の弱さを恥はじなさい。あなたはね、誰だれよりも弱い。誰よりも間違っている」

  「……な……」

  　私はもう一歩、ウラビトに近づいた。

  　そして、さっきの倍以上の力を込めて──

  　バシン。と。

  　頰ほおを張ったのだった。

  「──あ──」

  　ふいにウラビトの表情が歪ゆがみ始めた。何かを恐怖するような顔。

  「あ──あ──ダメだ、そんな……！」

  　私はツバを飲んだ。この状況に対してどう動くべきなのかわからないけれど、ウラビトの中で何かが起こっていることは確かだ。あるいは、また襲おそいかかってくるのだろうか。そう思って私は一歩だけ引き下がった。

  「ダメだ、ダメだ──ああ、あああ！」

  　ウラビトは頭を抱えた。ひどい頭痛に襲われているかのように、髪を振り乱しながら激しく悶もだえ始める。私はさらに一歩下がった。何だ、何なんだこれは？

  「──うわぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああ！」

  　ウラビトは絶叫した。

  　向むか井い君の声で、夜の空気をつんざくような絶叫を上げ──

  　石階段から、転げ落ちたのだった。

  　私は急いで階段の下を見下ろした。ウラビトの体、つまり向井君の体が、長い石階段をすごい勢いでゴロゴロと転がっていく。階段の下も夜の闇やみは深く、その姿はあっという間に暗がりの中へ吸い込まれていく。向井君の体が石階段の上を滑すべり、その音が夜の山さん中ちゆうに鳴り響ひびき、そして私が慌あわてて一歩目を踏ふみ出した瞬しゆん間かん──

  　ドスン。

  　鈍い着地音が、聞こえた。

  「──……」

  　そして、静せい寂じやくが戻って来た。

  「……え、あ、えっと」

  　一瞬だけ硬直。そして、

  「む、向井君！」

  　私はその名前を呼び、一気に階段を駆け降りた。

  「向井君！　だ、大だい丈じよう夫ぶ？　向井くーん！」

  　何だか随ずい分ぶん久しぶりに、その名前を口にしているような気がする。実際はそんなことなどないはずなのに。

  　走りながら私は信じていた。きっとあれは、向井君だ。向井君が帰ってきたのだ。意識を取り戻した向井君が、あのウラビトを抑えつけて、そして自分からこの階段を転がり落ちていったに違いない。あのとき、屋上のドアに、頭からぶつかっていったように。

  　あるいは、かつてお母さんが、それと同じ類たぐいのことをしていたように。

  「向井君！」

  　私は階段の一番下までたどり着いた。向井君は土の上にごろんと倒れたまま、本当に痛そうに「痛いってえ……痛ってえよ……」とつぶやいている。暗くてよく見えないけれど、絶対に全身打ち身だらけになっているはずだ。

  　私は両手を向井君の肩に添えた。そして、

  「向井君……だよね？」

  　確証を得るために、まずはそう訊きくことにした。

  「……おう……俺だ、俺……」

  　向むか井い君の口調。ぶっきらぼうで口数少ないその喋しやべり方で、向井君は確かにそう答える。

  「……よかった……！」

  　私は危うく泣きそうになった。ダメだ、まだ泣いてはいけない。涙を見せてはいけない。

  「よかった……ねえ、ウラビトは、ウラビトはどうなったの？」

  「消した。今の衝しよう撃げきで、完全に消えた。──って言って、わかるか？」

  「うん、わかる。よくわかる」

  　私は頷うなずいた。消しよう耗もうしきった向井君の顔を見つめる。満まん身しん創そう痍いのはずだけれど、向井君はうっすらと微笑ほほえんでいた。さっきまでウラビトが浮かべていたものとは違って、どこか照れくさそうな、それでいて愛らしい微笑みだった。

  「ねえ、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶ？　っていうか大丈夫じゃないよね？」

  「大丈夫、じゃないな……まあ、慣れてるから、こういうの」

  「そういう問題じゃないよ！　とにかくその、手当てできるところまで行こう？　ね？」

  「いいって。それより、倉くら橋はしの方が」

  　向井君はゆっくりと体を起こし、私の首筋の辺りを見た。

  「……やっぱり、アザになってる」

  「え？」

  「ほら、あいつがやったところ。……悪い、俺のせいだ」

  　さっき私がウラビトに首を絞められたことについて、向井君はそう言っているのだった。

  「な、何で向井君が謝るの？」

  「あそこで一度あいつを吐はき出すべきだった。……ごめん倉橋。怖い思い、させた」

  　向井君が、申し訳なさそうに頭を下げる。

  「そんな、気にしないで！　女だって怪我するときもあるの！」

  「──え？」

  　私は声を張り上げた。謝って欲しくなんかない。当たり前だ。

  　言いたくて仕方のないことがあるのは、むしろ私の方なのだから。

  「ね、その、向井君──」

  「……倉橋？」

  　私がどうしても言いたいこと。私は私を救うことができた。だから──

  「……ありがとう、向井君……！」

  　私は自分の額ひたいを、向井君の肩にコツンと預けていた。


  


   　第十章　向井城介　Ⅴ

  

  　廃神社での戦いが終わって、一週間が過ぎた。

  　一週間が過ぎるまで、俺はなかなか頭の中を整理することができなかった。何の整理かというと、端たん的てきに言えば初めて聞いた諸もろ々もろの話の整理だ。

  　あの後倉くら橋はしが俺に語ったのは、倉橋の母さんのこと。それから、倉橋の母さんが書いていたという日記の内容と、黒服が倉橋に話したこと。その全部が自分の事情とダイレクトに関係してくる話であるはずなのに、一気に聞かされると現実感がちっとも湧わいて来なかった。昨日辺りになってようやく納得したという感じだ。俺にはこういう対応能力もないんだな。

  　まあ、今なら実感できる。

  　ここはサーフィスと言って、サーフィスがあるからこそのボトムで。

  　オモテビトがいるからこそのウラビトで。

  　俺はその両者を繫つなぐ、トビラビトで──

  

  　その日俺は、早退せずにちゃんと最後まで学校の授業を受けた後、また例の廃神社まで一人でやって来た。小こ島じまはいつも通りのパーカ姿で、賽さい銭せん箱ばこの手前に座っていた。

  　俺は隣となりに座り、例の戦いに関する全すべてを報告した。当然、倉橋の母さんのことも、その日記のこともだ。その間小島はやっぱりいつも通りに、眉まゆ一つ動かさず俺の話を聞いていたのだった。

  「なあ、小島」

  　一通り話し終えた後で、俺は訊きいてみることにした。

  「お前さあ、サーフィスだとかオモテビトだとか、あと、トビラビトだとか、そういう言葉は全然教えてくれなかったけど──全部、知ってたんだろ？」

  「何を？」

  　俺の方を見ず、小島が訊き返す。

  「だから、ウラビトが生まれる仕組みとか、そういうことについてだよ。あとほら、トビラビトの役割とかさ」

  「──ウラビトの発生原理については、知っていたの。でもあなたの言う『トビラビトの役割』は、解釈の問題でしかないの」

  「解釈？」

  　小島はこくんと頷うなずいた。

  「多分それは、その倉橋佐さ和わ子こというトビラビトの、独自の解釈に過ぎないの。あなたのようなトビラビトが何な故ぜ生まれてくるのか、その理由は未いまだに不明。倉橋佐和子の言う通りかもしれないし、あるいはそこに理由なんかないのかもしれない。それは誰だれにもわからないの」

  「……なるほどね」

  　俺は小さくため息をついた。要するに、トビラビトが「扉」なのだという話は、倉くら橋はしの母さんの仮説に過ぎないというわけか。

  　その仮説に、俺は少しだけすがっていたのだ、と気付いた。

  「──まあ、いいや。トビラビトが何でいるのかはわかんないけど、とりあえずウラビトってのはオモテビトの欲望が生むモンだと。で、ウラビト自体も、ウラビトの住むボトムも、どんどん成長してるというか、強くなってるというか。そういうことだな？」

  「そう。それはつまり、オモテビトの欲望の複雑化が起こすもの。それについては、倉橋佐さ和わ子この日記にあったという、その記述の通りなの」

  　はあ、そういうことか。簡単には満たせないややこしい欲望が溜たまりに溜まって、それが溜まる分だけウラビトも強くなるというわけだ。そのオモテビトに対応したウラビトが。

  　ということは、倉橋は、そんなにも強い欲望を──

  「なあ、小こ島じま。あと一点」

  　俺はそこで、決めた。やっぱりこれも確認しておこう。ちょうどいい機会だ。

  「何？」

  「お前、ウラビトだろ？」

  　小島の目を見ず、俺は言った。

  「……」

  「今いま更さら隠さなくていいよ。お前もウラビトなんだろ？」

  「……うん」

  　やっぱりな。

  　俺は特に驚おどろかなかった。正直な話、これはもうだいぶ前から薄うす々うす感づいていたことだ。それがほとんど確信に変わったのは、この廃神社に倉橋が初めてやって来たときだ。あのとき、社しや殿でんから立ち去った小島のことについて、倉橋は一言も言及しなかった。「今の子、誰？」だとか、「さっき話してたの、誰？」だとか。まあ当たり前だよな。見えていなかったんだから。

  　だからこれは、大して面おも白しろくもない確認に過ぎない。これだけじゃ面白くない。

  　問題は、別のところにあった。

  「で、小島」

  　俺はさらに確認を続ける。

  「お前、俺のウラビトだろ？」

  「……」

  　小島は何も答えなかった。

  　そして多分それは、正解のサインだった。

  「……なあ」

  「……」

  「そうなんだろ？」

  「……」

  「なあ、小こ島じま、その」

  「何で」

  　と、小島がようやく沈ちん黙もくを破る。

  「何でわかったの？」

  　──ほら、そうだった。

  「……何で、か──」

  　俺はその問いに対して、なるべく正確に答えてやることにした。そう意識したところで、どれほど上う手まく説明できるかはわからないが。

  「お前、俺に似てるんだもんな」

  　結局、そこに尽きるのだと思う。

  「愛あい想そのないところとか、極きよく力りよく人と関かかわろうとしないところとか。……多分、あれだろ、そういう欲望から生まれたんだろ？」

  「──何。そういう欲望って」

  「だからさ、独りでいたいとか、そういう欲望」

  　俺がそう言ったとき、小島の眉まゆが上がったのがわかった。

  　意外だな。小島が、驚おどろいている。

  「──それにお前、俺のことをよく知ってるみたいだしな。『人の気持ちと向き合うことに耐性がなさ過ぎる。他人の気持ちをずっと避さけながら生きてきた』ってか。……まるで自分のことみたいにはっきり言い切ったよな、あのとき」

  「……だったら、あなたはどうするの？」

  　小島は俺の方を向いた。

  「へ？　どうする、って」

  「私を消す？」

  「──」

  　そう来たか。まあ、そう考えるよな。

  「……消さねえよ。お前にはこれからも、いろいろ教えてもらわないといけない。それに」

  「──それに？」

  「それにお前──あの黒服より強いんじゃないか？」

  　これはあくまで憶おく測そくだ。けれど。

  　また少し眉を上げた小島を見て、実際そうなんだろう、と感じた。

  「……」

  　小こ島じまは再び俺から目線を逸そらす。そして、

  「……私は、独りになりたいの」

  　独り言のように話し始めた。

  「あなたの言う通りなの。私はあなたの孤独願望から生まれたウラビト。私の欲望は独りになることなの」

  「へっ。俺は友達いないから、そんな欲望は充分満たされてるモンだと思ってたけどね」

  「違う。私の欲望は、純粋な意味で独りになること」

  　小島は、自分の言葉に少しだけ力を込めたようだった。

  「……純粋な、意味で？」

  「純粋な意味で独りになれば、友達がいないとか、理解者がいないとか、そういう苦悩自体生じ得ないの。そもそも誰だれとも会わず、誰とも関かかわらない世界に生きることができれば、それは一番の幸せなの。──あなたは心の奥底で、そういう世界を望んだはず」

  「……」

  　俺は自分の足元に、視線を落としていた。

  　誰とも会わず、誰とも関わらない世界。

  　例えば、朝起きると、いつの間にか朝食がそこにあって。

  「あなたの今住む世界では、純粋な意味で独りになることなんてできない。だからあなたは苦しんできたはず。人の視線や、罵ば声せいや、侮ぶ蔑べつや、そういうものに」

  　例えば、家の外に出ても、誰とも会う必要がなくて。

  「独りになれないから、たまには人を好きにもなるの。そしてあなたは苦しんだの。その人を傷付けて苦しんだの。だからますます、今住む世界を呪のろった」

  　例えば、金属の塊かたまりを弄いじくっていれば、すぐに一日が終わって──

  「だからあなたは望んだの。ずっとずっと、望んでいたの。たった独りで生きる世界に住むことを、それが決して叶かなわない願いだからこそ、強く強く望んだ。そして」

  　俺は小島の方を見た。同時に小島も、俺を見た。

  「そして、私が生まれたの」

  　俺の全身を、悪お寒かんが貫いた。

  　小島は、うっすらと、けれど確かに──笑っていたのだった。

  「私が生まれて、そして私は、私を生んだあなたというトビラビトを探したの。私の欲望を満たすために、どうしても必要な、トビラビトのその力を求めたの」

  「……何で、俺が必要なんだ？」

  　小島の笑顔のせいで、俺の声が僅わずかに震ふるえる。それはどこまでも邪じや気きのない、小さい子どものような表情だった。俺は少しも覆おおい隠されることのない、自分自身の欲望を見ていた。あるいは、その笑顔こそが俺の欲望そのもので、だからこそ俺は今この瞬しゆん間かん、背せ筋すじにひどく冷たいものを感じているのかもしれない。漠ばく然ぜんとしたそんな予感が、頭の中でぐるぐるとわだかまっていくのがわかった。

  「私は察知してしまう。ボトムに住む、他のウラビトの気配を、嫌いやでも察知してしまうの。私にはそれがたまらなく不快。今のボトムは私の望む世界じゃない。だから他のウラビトを、全すべて消さなきゃならないの。トビラビトの力を借りて、全てのウラビトを消して、私独りだけが残るボトムを作らなければならないの」

  「……」

  　──そういう、ことか。

  　三年間、ずっと曖あい昧まいなままだったこいつの目的を、曖昧にされていた理由と一いつ緒しよにようやく理解する。目的を話すことは自分の正体を晒さらすことと同義。そういうことか。

  　となると、次の疑問もまた、当然のものとして浮かび上がってくる。

  「──何で、黙だまってたんだよ」

  「……何を？」

  「お前の正体とか、ウラビトの正体とかだよ。何で今まで黙ってた？」

  「言うまでもないことなの。その方が、あなたを利用しやすかったから」

  　利用。

  　小こ島じまは少しのためらいもなく、その言葉を選んだ。

  「私はあなたのウラビトだから、あなたがどれほどウラビトに人生を狂わされてきたか、とてもよく知っているの。あなたの警戒を解こうと思えば、必然私は自分のことを隠して近づかなければならない。ただそれだけのこと」

  「警戒、か……」

  「それはあなたが一番よくわかるはず。ウラビトのせいで、大事なものをずっと失い続けてきたあなたなら」

  「……」

  　言われてすぐ、頭に浮かんだのは、時とき江え姉ちゃんの笑顔だった。

  「ウラビトの実態を教えなかった理由も同じ。それを知られたら、あなたが自分自身と私との繫つながりに、気付いてしまうと思ったの。あなたの言う通り、私はあなたに似ているから」

  「……要するに全部、俺をいいように使うため、ってことか」

  「ウラビトに使われるのは、嫌？」

  「──当たり前だ」

  　俺は小島のうそ寒い微笑と張り合おうとして、なるべく苦々しそうに唇くちびるをひん曲げた。そうでもしなければ、無数の小さな虫が這はいまわっているかのようなこの空気に、すぐさま呑のみこまれてしまいそうだった。

  　破れかぶれの、虚勢だ。

  　しかしそれは、意外な形で崩されることになった。

  「……そう。それじゃあ──」

  　小こ島じまは突然、俺の方ににじり寄って来た。かと思うとこの女は──俺が生み出したこの女は、俺の膝ひざの上にまたがり、首の後ろにすっと両腕を回したのだった。

  　振り払うことができなかった。

  「お、おい……？」

  「大だい丈じよう夫ぶ。本当のことを知られたからって、無理にあなたを動かすつもりはないの。その代わりに──ちゃんとご褒ほう美びをあげるだけ」

  　俺の耳元で、小島がささやく。

  「今までみたいに戦ってくれるなら、私を好きにしていいの」

  「お、おい、小島──」

  　耳に吹きかけられる生温かい息のせいで、寒気が一層強まる。

  「私は独りになりたくて、本当はあなたに触ふれたくもないけど、それでもあなたが頑張ってくれるなら何でもしてあげる。ねえ、どうしてほしい？　どうすればもっと頑張ってくれる？」

  「こじ──」

  「あなたはどうすれば喜ぶの？　キスしようか？　触さわらせてあげようか？　どうすればもっと頑張ってくれる？　どうすればもっとウラビトの始末を──」
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  「小こ島じまっ！」

  　俺は小島の頭を摑つかみ、ぐい、と引き離はなした。

  「──」

  「小島、待て。ちょっと聞け」

  　小島の表情から笑みが消えていた。俺はその顔を、正面から見据えた。

  「こんなことしなくていいっての。別にこんなことしなくたって、俺はこれからもウラビトと戦い続けるから。余計な気遣いはしなくていい。ほっとけ」

  「……そう、なの？」

  「ああ」

  　頷うなずく俺を見て、小島は首を傾かしげる。

  「……ウラビトに使われるのは、嫌いやなんじゃなかったの？」

  「嫌だよ。嫌に決まってる。──だからだよ」

  　俺は続けざまに、言葉を紡つむいだ。

  　心に決めたことが、揺るがない内に、だ。

  「いいか、小島。俺はこれからもウラビトと戦い続ける。けれどそれは、別にお前の欲望を満たす手伝いをしたいからじゃない。結果的にはそうなるかもしれないけれど、俺はお前の気持ちを汲くんで戦うわけじゃないからな。勘かん違ちがいするな」

  「──何を言いたいのか、もう少しわかりやすく話して欲しいの」

  　疑問の目を向ける小島の顔を、俺は正面から見据えた。

  「……俺は、中ちゆう途と半はん端ぱだから」

  「え？」

  「お前を生み出しといて、何だけど──俺は、中途半端だから、お前に共感できない。そういうことだ」

  「……」

  　決意表明なのか、カッコ悪い自分語りなのか。俺は自分が話そうとしていることがいったいどちらなのかわからないでいた。けれどこれは、どうしても言葉にしておきたいことだ。俺がほかならぬ俺自身について、確認する意味も含めて。

  「俺は、独りになりたいって思いながら、でもやっぱり期待してしまうんだよ。俺のことを知りたいと思ってくれる人とか、俺のダメな部分を受け止めてくれそうな人がいたら、やっぱり期待してしまうんだ。仲良くできないかなとか、俺の話聞いてくれないかな、とか。だから俺は、純粋な意味で独りになりたいと思えない。小島に共感することができないんだよ」

  「……私は、あなた自身なのに？」

  　元の無表情に戻って、小島がそう訊きく。俺は大きく、首を縦に振った。

  「だから俺は、中ちゆう途と半はん端ぱなんだ。自分の中に小こ島じまがいるくせに、小島みたいになり切れない」

  「──」

  　そう告げると、小島は黙だまってしまった。俺の膝ひざの上に乗ったまま、しばらく無言で俺の方を見つめる。俺も決して目線を逸そらさず、じっと小島と向かい合っていた。

  「それじゃああなたは、これから何のために戦うの？」

  　怪け訝げんそうな顔を浮かべて、小島がそう問いかける。

  　──何のために、か。

  　あるいはその疑問こそが、ずっと俺を縛しばり続けてきた黒幕だったのだろう。そして黒幕はこれからもきっと、俺を解放してくれないまま執しゆう念ねん深く付き纏まとってくるのだろう。

  　だから俺は、微笑してやった。

  「できるなら、俺は『扉』になりたい」

  「──」

  「ただウラビトを消し去るだけじゃない。どうしてウラビトが生まれるのか、そいつらを相手に俺はどう生きていくべきか──そういうことを考えていける、そんなトビラビトになりたいんだ」

  　クッサい台詞せりふだな、我ながら。

  　でも、いいんだ。

  



  
    　＊　　＊　　＊
  


  

  　ところでこの一週間で、学校での俺の立ち位置が改善するはずもなく、相変わらず悪い[image: ]うわさはどんどん流れているようだったし、相変わらず女子の視線が特に痛いのだった。俺は基本的に昼メシを独りぼっちで食べているし、増ます川かわが一いつ緒しよに食べようと近寄ってくることも当然なかった。まあ増川のことは別に全然どうでもいいのだけれど。

  　これは全くの余談だが、増川は順調にクラスのイケてるグループに馴な染じみ始めたようだった。どのくらいの馴染みっぷりかというと、増川の好きな女子の名前が学年中に広まるくらいの馴染みっぷりで、俺は「イケてるヤツらってそのへん残ざん酷こくだよな……」と、改めてスクールカーストが生み出す恐ろしさを思い知ったのである。

  　ちなみに増川が好きな女子は、他でもない倉くら橋はし美み冬ふゆだった。

  　……待てよ、じゃあ百ゆ合り沢ざわって、もしかして？

  　まあいいか。あくまで余談だ。こんなのは。

  　とにかく俺は、前と変わらず奇人変人扱いなのだった。けれどどういうわけだろう、黒服と最後に戦ったあの日から、それは別に大した問題ではないと思うようになった。強がりではなくそう思うようになった。奇人変人扱いのうっとうしさはどうしたって消えないけれど、それでもやっぱり結局そんなことは取るに足りない話だと感じている。それは多分、ひょんなきっかけから倉くら橋はしと関かかわり出したことで、俺がもっと大きな問題を見てしまうことになったからだろう。それから、基本的にだいたいの人間とは仲良くなれないという、時とき江え姉ちゃんのあの言葉を思い出したからでもある。

  　そう言えば、この一週間頭の整理に追われていたせいで、まだ時江姉ちゃんに真相を話していなかった。小こ島じまにクッサい台詞せりふを吐はいたらなんとなくすっきりしたから、今日こそはきちんと全部話すことにしよう。そして今までずっと真実を隠していたことについて、場合によっては土ど下げ座ざして謝ろうと思う。

  　でも今日は、その前に、もう一つやることがあるのだった。

  「……思ったより、長くかかっちゃったな……」

  　俺は小島と別れた後、石階段を降りながら一人でつぶやいた。もう日が沈みつつあるから、急いで向かわなければならない。この辺りから徒歩十分くらいですぐ着くと言っていたけれど、俺だってなるべく早めに行きたいからな。

  　倉橋の母さんの、墓参りに。

  　道路に入り、早足で下くだっていくと、山のふもとで俺を待っている倉橋の姿が見えてきた。倉橋は俺の方を見上げ、ぶんぶんと手を振っている。振り返そうかどうか迷い、多分ここで迷う辺りが俺のよくないところなんだろうな、と気付く。気付いたので振り返す。

  　ふもとまで降りていくと、倉橋が歯を見せて微笑ほほえんだ。

  「済んだ？」

  「済んだよ」

  「じゃあ、行こうか！」

  　前の俺なら、その「じゃあ、行こうか！」に対して、多分返事をしなかっただろうな。というか今も大した進歩はない。「お、おう」と何な故ぜか苦笑い。何の苦笑いだよ、それ。

  　でも、いいんだ。少しずつでいい。俺はそう思った。



  

  　あとがき

  

  　初めまして。高たか岡おか杉すぎ成なりと申します。拙せつ作さくで「第６回小学館ライトノベル大賞・ガガガ文庫部門」の優秀賞をいただき、高鳴るドキドキを感じつつこのあとがきを書いております。

  　さて拙作ですが、「自分にしか見えない存在と戦う少年」と「その少年を追いかける少女」の物語、をお送り致しました。僕は子どもの頃、「自分にしか見えない存在」とか「自分にしか使えない能力」とか、そういう「自分だけ」を持った少年マンガ的キャラクターに憧あこがれて、自分がそういうキャラクターになって異世界の住人と戦う、なんて妄もう想そうをしょっちゅうしていました。そんな痛いた々いたしい少年時代はいつしか終わりを告げたのですが（いや、今も痛々しい青年時代を送っております、はい）、振り返ってみて思うのは、「逆に、『誰にだって見えている存在』なんてものは、果たしてあるのだろうか？」ということです。考えてみれば当たり前の話ですが、僕に見えているものが他の人にも「僕に見えている通りに」見える、とは限らないし、むしろそうでない場合の方が多いんじゃないかと思います。誰かの嫌いな情景Ａが僕には割と綺き麗れいに見えたり、僕の大好きな情景Ｂが誰かにとっては不快だったり。となると、極論すれば人間誰もが「自分にしか見えない存在」と対峙する少年マンガ的キャラクターで、だからこそ互いにいがみ合ったり罵り合ったり、あるいは「たまーに」わかり合ったりするんじゃないかと。……みたいなことを考えていたら、いつの間にかこんな物語を書いていました。

  　以下、謝しや辞じを。担当の吉よし野の様。右も左もわからない僕を優しく指導していただき、本当にありがとうございました。お陰かげ様さまをもちまして、不出来な初稿をここまで改善させることができました。今後とも何卒よろしくお願い致します。

  　審査員の畑はた健けん二じ郎ろう先生。そして選考に携たずさわられた全ての皆様。名誉ある賞をいただき本当にありがとうございました。この御ご恩おんをお返しできるよう今後も精一杯頑張ります。

  　素敵なイラストを描いて下さったモフ様。ラフをいただいたときあまりの感激に言葉を失いました。何度も挿絵を見返しては顔をほころばせています。本当にありがとうございました。

  　それから、僕にアニメとライトノベルを教えてくれた大学の友人たち。漠ばく然ぜんとした「モノカキ志望」でしかなかった僕に指針を与えてくれたのはみんなです。ありがとう。そして、投稿に際して僕の原稿を何度も読んでくれて、修正すべき点を浮き彫りにしてくれた、高校時代からの盟友ドイくん。めっちゃありがとう。また盛大に飲んで語り明かしましょう。

  　そして、最後になりましたが──本書を読んで下さった皆様。感謝の気持ちをここでしか書けないのが心底もどかしいです。本当にありがとうございました。

  　次作でお会いできるよう精進致します。どうぞよろしくお願い致します。

  



  
    二〇一二年　春　高岡杉成
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